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議事のてんまつ 

午前 9 時 開会 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 おはようございます。それでは福祉文教常任委員会を

始めたいと思います。ただいまの出席委員は 6 人でございます。また向山章議員より少し

遅れるという連絡がございましたので、よろしくお願いいたします。ただいまから福祉文

教常任委員会を開催いたします。本日の会議で当委員会に付託されました案件につきまし

て審査を行います。 
 
①文化スポーツ課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 まず文化スポーツ課に係わる案件を議題といたします。

議案第 2 号 平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）、細部説明をお願いいたしま

す。文化スポーツ課長 
○唐澤文化スポーツ課長 議案第 2 号 平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）に

つきまして文化スポーツ課に係わる部分について担当係長の方からそれぞれ説明させてい

ただきますのでよろしくお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○柴文化財係長 それではよろしくお願いします。歳入の関係なんですけれども予算書の

17 ページをお願いいたします。繰入金の補正なんですけれども 20 款の 02 の 0801 生涯学

習まちづくり基金ということで 302 万 2,000 円の減です。そのうちの 1073 の博物館事業費

につきましては 77 万円の減を計上しております。こちらはですね、今年度印刷をしたふる

さと箕輪学のテキストの印刷代なんですけれどもこれは当初の予算で生涯学習まちづくり

基金、河手ただしさんからの寄附金分からこれを充てる予算を組んでおったんですけれど

も印刷をしましたところ、印刷代が当初の予定よりも安くできたということがありまして

不用額の残額分というか不用額になりますが 77 万円を減額補正するものです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池スポーツ振興係長 続いてまちづくり基金の減額分、残りの保健体育総務費 243 万

2,000 円についてご説明させていただきます。こちらにつきましては昨年度も実施をさせて

いただきましたみのわナイトラン＆ウォークということで、最初当初予算ではこちらの生

涯学習まちづくり基金からの全額繰り入れを予定していたところですが、toto 助成金がつ

いたことにより toto 助成で約 450 万ほど見ていただくことができ、残りのこちらの分につ

きましては財源組替として一般会計からの繰出で対応ができるということで減額をさせて

いただきたいところでございます。 
○柴文化財係長 続きまして 35 ページをお開きください。歳出予算の補正になりますが、

一番上のところですが 1073 博物館事業費になります。まずこちらにつきまして先ほど入り

の方で補正をしましたが、こちらのふるさと箕輪学の資料集の印刷製本費の出の方も 77 万
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円の減ということで合わせたいと思いますのでよろしくお願いいたします。それからその

下の1083の資料収蔵施設管理費ということですが旧長岡保育園の収蔵庫にしている関係な

んですけれども、工事費ということで 24 万 2,000 円を計上しております。内容につきまし

ては一つは誘導灯の取替工事ということで 12 月に消防署の立入検査があったわけですが、

そのときに既存の誘導灯の不備、停電時にバッテリーが機能しないというようなことを指

摘されましたのでこれを取り替えるものです。それからもう一つは同じくトイレの便器の

取替工事ということで 12月から 1 月の寒さで電気の方にヒビが入って水漏れをしているの

でこれを取り替えるというものになります。合わせまして 24 万 2,000 円を計上させていた

だいております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○赤松図書館係長 続きまして図書館費の関係でございます。その下になりますけれども

05 の図書館費、1075 図書館管理費の関係でございます。25 の積立金ということで図書館

建設基金を 1,000 万円ほど増ということでお願いするところでございます。これにつきま

して図書館の新土地のほう建設するということで、これまで積み立てた額がこれを足しま

すと 2 億 6,600 万円ほどになります。以上であります。 
○小池スポーツ振興係長 続きましてその下段になりますが1093保健体育総務費でござい

ます。こちらにつきましては 50 万円ほどの報償費の減額補正をお願いしたいところでござ

います。内容につきましては先ほどもご説明をしたみのわナイトラン＆ウォークの関係で

運営の協力謝礼としまして 30 万円の減、こちらにつきましては 30 万円の報酬としては減

にしますけれども toto 助成がとれるように委託料の方に振替をして委託料の方で支出を行

っておりますので、報償費としては 30 万円の減を行わさせていただきたいところでござい

ます。その他、通常のスポーツ教室で一部講師の方の都合がつかずできなかった教室がご

ざいますので 20 万円の報酬の減ということで合わせて 50 万円の減をお願いしたいところ

でございます。 
○唐澤文化スポーツ課長 文化スポーツ課に係わる細部説明については以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明をいただきましたので何かご質問はございま

すか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 すみません、今のみのわナイトランイベントの件、何の助成がつ

いたの。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池スポーツ振興係長 toto 助成、スポーツ振興くじの助成がつきましたのでそちらの

方が昨年度の当初予算の時点では決定しておらず、6 月補正等でも順次お願いをしてきてい

た経過ございますけれども、そのような助成がついており本年度もまた当初予算の段階か

らつくことを想定し、また来年度予算の方も計上させていただきたいというふうに考えて

おります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
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○１０番 小出嶋委員 その増額は前の補正で載ってるということか、それとも今回基金

を取り崩すのやめて 243 万 2,000 円減額になってるんだけど、それはそっちに振り替える

予算は必要ないのかということと、30 万円を謝礼を減額したのの委託料は増額しなくてい

いんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池スポーツ振興係長 すみません、toto 助成の件につきましては今までの 6 月、9 月議

会等ですべて財源組替等が終わっておりますのでこの時点で行う必要はございません。ナ

イトランのイベントの運営協力費、謝礼につきましては 11 月の toto への最後の清算のとき

にも確認をいたしまして既存予算の中から委託料として支出が終わっておりますので単純

にこちらのほう予算残が出るというような形の中から報償費の方を減にさせていただきた

いというふうに存じます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 ナイトランの関係ですが、新年度のほうも予算化をされていると

思うんだけれども、いろいろ議会からも提言があった中にあると思うんだけれども、その

中で規模拡大することが可能かどうか、あるいは手法を変えてやれば何とかなるのか、そ

の辺のちょっと雰囲気的なことをお伺いしたい。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池スポーツ振興係長 すみません、補正予算の説明の中ではございますが、そのよう

なご質問ございましたのでまだしっかり決まっておりませんけれども所見の方をお話しさ

せていただきます。議会の方からご提案をいただき違うイベントの方につきましてもご提

案をいただいたとおり信濃毎日新聞社様とも打ち合わせをさせていただいているんですが、

まだ目途のご提案というかを頂戴しているところではございません。しかしながら、来年

度の事業につきましても時期も迫ってまいりますので本年度と同様のイベントを中心に考

えております。ただ、ご存じのようにナイトウォーク＆ランというふうに次回から名称も

変更させていただき、ファンウォークイベントとしてとり行わさせていただこうと思って

おりますが、コース等の関係もありますので極端に参加人数を増やすこともできず、担当

としても規模拡大等も図ってまいりたいんですが、現在の資源を考える中で極端に大きく

するイベントというふうにはできませんけれども、都会から多くの方々に来ていただける

ように楽しんでいただけるようなイベントを心を尽くして行いたいというふうに考えてい

るところです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑ないようですので討論に移りますが、討

論ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。文
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化スポーツ課に係わる議案第 2 号 平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）につき

まして原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め、可決すべきものと決定いたしまし

たのでその旨をご報告をいたします。 
 続きまして議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算、文化スポーツ課に係わる案

件を議題といたします。細部説明をお願いいたします。課長 
○唐澤文化スポーツ課長 議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算につきまして文

化スポーツ課に係わる部分について各担当係長の方から説明をさせていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○藤澤生涯学習係長 文化スポーツ課に係る歳入から私のほうから説明させていただきま

す。予算説明書の 16 ページをお開きください。14 款 分担金及び負担金でございます。真

ん中下になりますけれど、科目の教育費負担金でございますが廃目となっております。こ

ちら伊那人形浄瑠璃伝承の活用等の事業負担金ということで飯田と阿南との 2 年ごとの持

ち回りでやっておりましたものでございますけれど、29、30 で箕輪が終わりまして持ち回

りということで他に移ったということの廃目でございます。次に 17 ページになります。15
款 使用料及び手数料でございます。10 目の教育使用料でございますけれど、上から郷土

博物館使用料、こちら常設展に係わる入場料におけます使用料でございます。それから 03
文化センター使用料、文化センターの部屋代になりますが施設利用料となっております。

04 文化センター附属設備使用料ということで、こちらは冷暖房等の施設使用料でございま

す。05 が地域交流センター使用料でございまして、こちらは地域交流センターの部屋代の

施設使用料でございます。06 が地域交流センターの附属設備使用料、こちらが地域交流セ

ンターの冷暖房等に係ります施設利用料でございます。おめくりいただきまして 18 ページ

をお願いいたします。02 屋内体育施設使用料、こちら屋内の体育施設の会場使用料でござ

います。03 屋内体育施設の照明使用料ということで照明の使用料でございます。04 が屋外

体育施設の使用料、こちらは屋外体育施設の会場の使用料になります。05 屋外体育施設照

明使用料、こちら屋外の体育施設の照明代となっております。おめくりいただきまして 27
ページをお願いいたします。17 款 県支出金でございます。10 目の教育費委託金でござい

ますけれどこちら社会教育費委託金ということで人権啓発活動地方委託金となっておりま

す。法務省管轄の人権の花活動の上伊那での持ち回りの当番で平成 30 年は飯島町でありま

したけれど、平成 31 年度は箕輪町が行うということの委託金収入でございます。おめくり

いただきまして 28 ページになります。18 款の財産収入でございます。01 目 財産貸付収

入、説明欄の真ん中ほどになりますけれど、松島コミュニティセンター土地貸付収入でご

ざいます。松島区コミュニティセンターですね、の建設に伴います土地の賃借料でござい

ます。その下の 02 利子及び配当金でございますが、04 箕輪町図書館建設基金運用収入、図

書館管理費に当たるものでございますけれど利息の受取収入でございます。09 の生涯学習
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まちづくり基金の運用収入につきましては企画一括でお願いいたします。おめくりいただ

きまして 31 ページをご覧ください。20 款の繰入金でございます。08 目 生涯学習まちづ

くり基金繰入金でございます。01 の生涯学習まちづくり基金繰入金、事務事業 1073 とあ

ります博物館事業費につきましては歳出の方でも説明申し上げますけれど、箕輪町の史跡

と文化財印刷に伴います基金からの繰入でございます。事務事業 1093 保健体育総務費につ

きましてはカデ・エペ大会におけますフェンシング補助金への基金からの繰入となってお

ります。次に 34 ページをご覧ください。22 款の諸収入でございます。05 項 01 目 雑入で

ございまして 03 節の複写機使用料でございますけれど、事務事業 1072 図書館管理費、図

書館にあります複写機の一般利用に伴います収入でございます。1075 の図書館につきまし

ては図書館にあります複写機の一般利用での収入でございます。1090 文化センター管理費、

こちらは文化センターの複写機の一般利用に伴う使用料収入でございます。おめくりいた

だきまして 36 ページをお願いいたします。すみません、その前に 35 からですね、22 款 諸

収入、05 項の節 09 雇用保険料本人負担分でございますけれど、35 ページ一番下になりま

す括弧書きが事務事業になりますけど1060こちら社会教育総務費にかかります雇用保険の

本人負担分。おめくりいただきまして 36 ページから上の 1065 公民館と 1073 博物館、1075
図書館、1081 文化財保護費、1082 埋蔵文化財保護費、1093 の保健体育総務費それぞれの

計上でございます。その下の 10 節の文化センター自主事業の入場料でございます。こちら

ホール事業のチケット販売収入でございます。20 節の雑入でございます。02 自動販売機電

気料でございます。自販機の電気料になりますけれど事務事業 1090 文化センター、1092
地域交流センター、1094 の屋内体育施設のそれぞれの計上でございます。そのまま下いき

まして 08 の社会教育学級の資料代等負担金、1067 公民館になりますけれど成人講座の収

入でございます。09 の各種冊子の売捌代ということで 1072 博物館の売捌代収入でござい

ます。おめくりいただきまして 39 ページをお願いいたします。39 ページ、下の方になりま

すけれど事務事業 1070 青少年健全育成費になります。すみません、1070 青少年健全育成

費、子ども会の地方助成金でございまして上伊那の地方青少年育成会連絡協議会からの助

成金でございます。1072 博物館管理費に当たります学習会等参加費でございまして参加料

の負担収入となっております。おめくりいただきまして 40ページになります。すみません、

39 ページの続きがオリジナル図書バックの売上収入です。すみません、1091 が文化センタ

ー事業費に当たります市町村振興協会の交付金でございます。長野県市町村振興協会市町

村振興宝くじの交付金にございますサマージャンボ基金、それからオータムジャンボから

いただきます交付金でございます。1092 のうち地域交流センターの太陽光の発電電力販売

代と 1092 地域交流センターの施設管理の負担金、それと地域交流センターの光熱水費の負

担金となります。1093 の保育体育総務費でございますが、社会体育教室等参加者の保険料

の負担金ということでスポーツ教室オープンの保険加入によります参加者からの負担金収

入でございます。1093 スポーツ拠点づくりの自立促進事業の助成金、こちらも歳出の方で

説明を申し上げますが助成金収入でございます。1093 保健体育のスポーツ振興くじの助成
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金とございます。1095 が屋外体育施設沢運動場駐車場、沢公民館前の駐車場になりますけ

れど（聴取不能）使用料、沢区からの負担金収入でございます。1095 番場原運動公園の水

道使用の負担金収入でございます。歳入の方は以上です。失礼いたしました。最後に 41 ペ

ージをご覧ください。23 款の町債でございます。10 目の教育債ということで 07 体育施設

の整備事業債ということで屋内体育施設管理費に当たります町民体育館、武道館の耐震改

修の実施設計業務委託に伴います起債でございます。歳入の方は以上でございます。 
 続きまして歳出になります。146 ページをご覧ください。10 款の教育費でございまして

06 から社会教育費、01 の社会教育総務費でございますが 147 ページになります。1060 社

会教育総務費でございます。こちら社会教育委員さん 7 人の委員会報酬、それから社会教

育主任指導員、原先生になりますけれど 1 人おります報酬となっております。人件費に係

るものは総務一括でお願いいたします。08 節 報償費でございますけれど、生活改善協議

会の理事会出席謝礼ということで生活改善の委員さん 9 人の方の謝礼を予定しております。

あとその下は文化芸術大会出場者激励金ということで昨年度新設しました激励金でござい

ます。こちらが個人に 1 万、団体に 2 万というものでございまして 3 万円の計上でござい

ます。旅費につきましては社会教育委員さんの関東甲信越大会に出席を予定した計上とな

っております。あとは消耗品、それから使用料及び賃借料ということで公用車リース商用

車のキャラバンを使っているわけですが、昨年契約しまして 29 年度に契約したものを継続

でございます。19 の負担金、補助及び交付金でございますけれど、負担金につきましては

全国の生涯学習市町村協議会の負担金の計上、それから補助金につきましてはみのわ太鼓

保存会への補助金と伊那美術展の補助金ということで計上をしております。1061 人権教育

費でございますが、こちら人権尊重まちづくり審議会の委員報酬ということで 12 名の委員

さんの報酬を計上させていただいております。私からは以上です。 
○西出公民館主事 148 ページをお開きください。公民館費でございます。事務事業コード

1065 公民館管理費であります。こちらは公民館に係わる人件費等の管理的及び事務的経費

を計上してございます。まず 01 節 報酬であります。非常勤職員報酬ということで公民館

運営審議会委員の報酬ということでこちら会議の報酬になります。あと公民館長、また非

常勤職員の報酬 2 名の方の分になりますけれどもそちらの報酬になります。あと人件費に

つきましては総務課一括です。09 節 旅費です。こちらにつきましては公民館長の普通旅

費、こちらは関東甲信越また県公民館等々の会議の際の旅費であります。あと公民館運営

審議会委員旅費ということでこちら 2 年に一度光進地の視察をしておりましてそちらの旅

費になります。10 名分でございます。あとは職員の普通旅費、費用弁償につきましは非常

勤職員の費用弁償になります。10 節 交際費であります。こちら公民館長交際費というこ

とで早起きソフトの開幕式等々、館長が出席させていただくもののご祝儀であります。11
節 需用費は消耗品であります。13 節 委託料であります。こちら庭木等手入管理業務委

託料ということで松島コミュニティセンターの敷地内の庭園管理を松島区へ委託しており

ますのでそちらの委託料となります。19 節 負担金補助金及び交付金であります。こちら
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上伊那地方視聴覚教育協議会負担金ということでございます。あとは公民館大会等の負担

金ということでこちらは参加の負担金となります。昨年比で 193 万 2,000 円の増となって

おりますが、こちらは人件費に係るものと公民館の（聴取不能）市の視察の旅費の分で増

額しております。続きまして 1066 公民館事業費であります。こちら分館支援に係る経費及

び町内一周駅伝でありますとか町民文化祭などの公民館事業の経費を計上してございます。

まず 01 節 報酬であります。非常勤職員報酬ということでこちら文化部の部員さん、また

視聴覚部部員さんの報酬、あと分館長、地区館長の報酬、副分館長、副地区館長の報酬、

分館主事また地区館主事の報酬が計上してございます。08 節 報償費であります。こちら

は文化祭等々の際の視聴覚機材の借用でありますとかまた文化祭の実演の立体書画の関係、

あと講演会、公民館で行われる事業の謝礼、こちらサポーター養成講座でありますとか子

ども冬まつり、またビデオ撮影、こちら駅伝と文化祭、あとは元気はつらつ地域出前講座

の謝礼等々が計上してございます。11 節 需用費で消耗品です。あと 04 の印刷製本費であ

ります。こちらは生涯学習だよりの公民館負担分と文化祭等々のチラシの分、あと町内一

周駅伝の 60 周年の記念誌の発行もこちらの方で計上してございます。12 節 役務費であり

ます。手数料としてこちら賞状等の筆耕ですけれども、町民文化祭等の小学校にお渡しす

る賞状の分でございます。あと 06 の保険料でありますけれども、こちら公民館の事業に関

する保険がそれぞれ計上してございます。13 節 委託料であります。こちらは町民文化祭

の舞台照明、音響等の委託料、舞台屋さんに関する委託料であります。あと町内一周駅伝

の 60 回の記念大会の講演に関する委託料を計上してございます。14 節の使用料及び賃借料

ということで文化祭の際の機材の借上料また複写機のパフォーマンスチャージ料というこ

とで計上してございます。こちら昨年 195万 1,000円の増ということでありますけれども、

こちらはすべて駅伝の記念大会に係る記念誌の発行と記念講演の関係の委託料の分の増額

分でございます。149 ページの下段でございます 1067 成人講座事業費であります。公民館

の大学学級及び各種講座に係る経費を計上してございます。08 節 報償費でありますけれ

ども、こちら学級講座の講師の方の謝礼ということであります。11 節 需用費であります

けれども、こちら消耗品と窯の燃料費を計上してございます。14 節 使用料及び賃借料で

ありますけれども、こちらは公民館の大学学級で館外学習する際の施設入場料、また複写

機のパフォーマンスチャージ料を計上してございます。以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○藤澤生涯学習係長 150 ページになります。1070 青少年健全育成費でございます。こち

らは青少年健全育成協議会委員報酬に係わる計上となっております。01 の報酬が地方青少

年問題協議会におきます青少年健全育成協議会 25 人以内ということで 22 名の方ですけれ

どこちらの委員報酬の計上でございます。あと 08 の報償費でございますけれどみのわ少年

少女合唱団の講師謝礼、今 2 名の方に月 2 回で見ていただいてるんですけど謝礼の計上で

ございます。あと 11 の需用費、消耗品でございますけれど公園遊具関係の消耗品の計上で

ございます。光熱水費につきましては公園の電気料、水道料となっております。06 の修繕
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料は児童遊園の遊具の修繕でございます。12 の役務費、04 手数料でございますけれど児童

遊園のし尿汲取等手数料でございます。06 の保険料につきましては県子ども会安全共済会

保険ということで年中、年長、小中学生それから育成会の保護者の方の保険 3,200 人ほど

を予定しての計上でございます。あと委託料につきましては公園遊具の安全点検委託料と

いうことで 3 年ごとの実施となっておりまして町内 37 箇所の安全点検を行います。あいさ

つ運動啓発のぼり旗の作成委託料ということで 11 万 8,000 円計上してございます。14 節の

使用料及び賃借料でございますけれど、こちら児童遊園の土地の賃借料 8 箇所、8 名の方、

9,815 ㎡の土地賃借料でございます。19 節の負担金補助及び交付金でございますけれど、

負担金としまして上伊那地方青少年育成会の連絡協議会の負担金、03 の交付金でございま

すけれど青少年健全育成事業交付金ということで夏行われますマス釣り大会天竜川漁協組

合の交付金でございます。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○柴文化財係長 博物館費のご説明を申し上げます。151 ページの真ん中からになります。

0604 の博物館費ということで本年度は 2,700 万円の予算ということで前年比だと 846 万

1,000 円の増額になります。そのうちの 1072 の博物館管理費ですが、こちらは博物館の維

持管理等に要する経費になります。博物館管理費の方が 2,165 万 1,000 円ということで前

年比 943 万 1,000 円の増額になります。主なものの説明ですけれども 152 ページのところ

になりまして、上の方になりますが 13‐01 委託料ということで 589 万 1,000 円です。この

うち新規といいますか、のものにつきましては委託料の下から 2 番目、郷土博物館耐震診

断業務委託料ということで現在の博物館が耐震工事が可能かどうかということを判断する

ために耐震診断を行います。こちらが 527 万 3,000 円計上しております。それからその下

の追分歌碑公園サクラ剪定業務委託料ということで松島の追分公園のところを博物館で管

理になっているんですが、そちら桜の剪定ということで 28 万 9,000 円計上しております。

その下の 14‐01 使用料及び賃借料ということで 57 万 8,000 円でありますけれども、その

うちの一番上の複写機リース料ということで新しいコピー機に 9 年ぶりにするということ

で 13 万 2,000 円計上しております。その下 15‐01 工事請負費ということで 385 万円計上

しております。こちらは郷土博物館の耐震診断用のアスベストの撤去工事ということで博

物館鉄骨造なんですけれども屋根、天井裏というか、屋根裏というかと床下にアスベスト

が吹き付けてあるんですが鉄骨のつなぎ目がどうなっているかを確認するためにはそのア

スベストを取らなきゃいけないということで床下と 1 階天井、2 階天井の 3 箇所においてア

スベストを取るということで工事費として計上しております。続きましてその下の 1073 博

物館事業費ですが、ソフト事業の経費になります。本年度は 450 万 7,000 円ということで

前年比ですと 98 万 7,000 円の減額になっています。主なものですけれども 153 ページにな

ります。上の方になりますが 11‐04 印刷製本費ということで 154 万 4,000 円計上しており

ます。歳入のところでも説明がありましたけれども「箕輪町の史跡と文化財」を印刷する

ということで町の文化財を紹介する冊子が全く古くなってしまって新しいのにしてほしい
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という要望等もありましたのでここでするものですけれども、この印刷製本費につきまし

ても本年度の箕輪学のテキストと同様に生涯学習まちづくり基金の河手さんの寄附金の方

から賄いたいというふうに思っております。それからその下の 1083 の資料収蔵施設管理費

ですが、こちらは旧長岡保育園を収蔵庫にしてるんですがそちらの維持管理費になります。

主なものとしましては下の方になりますが13‐01の委託料ということで施設の警備委託と

いうことで 25 万 2,000 円、その下の使用料及び賃借料ということで駐車場の用地借上料で

12 万 8,000 円等になっております。以上が博物館関係になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○赤松図書館係長 続きまして 153 ページの下から 154 ページにかけてでございます。図

書館費でございます。前年比に対しまして 86 万 8,000 円の増になってございます。まず最

初に 1075 図書館管理費ですけれども、図書館の運営に係る人件費を含む経費及び施設の管

理の関係の経費でございます。まず最初 01 の報酬ですが、非常勤報酬ということで図書館

の協議会の報酬、6 人分でございます。その下にあります図書館長 1 人、非常勤司書 3 人分

ということで計上しております。それ以下、02 そしておめくりいただいて 154 ページの 09
までの関係が人件費に係わるものでございますので総務課一括となっておりますので省略

させていただきます。ちょっと戻りました 08 の報償費の関係でございます。図書館の選定

委員会謝礼ということで 7 人分、そして作業ボランティアの謝礼ということで約 10 人分を

計上してございます。11 の需要費の関係です。消耗品の関係ですが図書館の諸々の消耗品

に関係するもの、そして燃料費ですけれども移動図書館車、そして館内のストーブ等の燃

料費で関係ございます。電気料を含む光熱水費、そして修繕料の関係でございますが、移

動図書館車の修理ということで 2 年に 1 遍の移動図書館車の車検の年になりますのでその

経費でございます。あとは図書館の施設管理に係る修繕費の計上でございます。12 の役務

費の関係でございます。通信運搬費がございまして手数料の関係でございますが、消防設

備点検手数料、年に 1 遍でございますがその手数料、そしてタイヤの交換の手数料、そし

て絨毯等のクリーニングの手数料、先ほど申し上げました車検でございますんで移動図書

館車の点検手数料の計上でございます。13 の委託料でございます。自動ドアの点検委託料、

そして清掃業務の委託料ということで計上してございます。14 の使用料及び賃借料でござ

います。複写機のリース料、本体の借上の関係でございます。複写機のパフォーマンスチ

ャージ料、使用料に関する関係でございます。続いて書籍データベースの使用料でござい

ます。これも年間の計上でございます。図書館管理費のシステムリース料でございます。

町内学校 6 校を含むシステムのリース料ということで一括で図書館の方で計上しているも

ので平成 27 年の 10 月から 5 年間ということでその 4 年目に当たるものでございます。ケ

ーブルテレビの受信料、そしてシステムサーバーの共同利用料ということでこれは上伊那

協定で結んでおります 7 市町村によります利用料の分担金でございます。NHK の受信料、

清掃用具、マット、モップ等の使用料の関係でございます。15 の工事費の工事請負費の関

係でございます。これにつきましては一般質問でも出ております図書館の南庭の広場の関
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係の改修工事の関係でございます。これにつきましては当初昨年度も計上させていただき

ました今年度計上することになりまして図書館の庭の南庭の既存の花壇の止めてる、くく

っている縁石、それと樹木の関係を撤去して一帯を平らに整地しましてそのあと芝を植栽

して広場にするという工事の関係でございます。155 ページの頭でございますが同じく工事

費の関係ですが世代間交流室の照明器具の関係ですが、現在蛍光灯になっておりますので

これを LED 化の工事ということで改修したいということでございます。19 の負担金、補

助及び交付金の関係でございますが、負担金のみでございまして図書館協会への負担金、

県郡図書館協会への負担金、図書館協会公共図書館部会の負担金、そして県の図書館大会

の参加負担金ということで計上してございます。25 の積立金の関係でございます。図書館

の建設基金の積立金の利息分ということでございます。続いて 1076 の図書館事業費の関係

でございます。図書館の事業、ソフト事業そして書籍の購入費の事業費でございます。ま

ず最初、報償費の関係ですが成人向け講座の謝礼、そして需用費の関係ですが図書の購入、

そして図書のソフト事業に係わります諸々の消耗品の購入費でございます。13 の委託料で

ございます。移動図書館車の運転業務ですが、シルバー人材センターへの委託料でござい

ます。そして郷土史のデジタルアーカイブ委託料でございますが、町観光の本の書籍のデ

ジタルアーカイブ化の委託料を計上してございます。続いて 1078 の子供読書推進事業費の

関係でございます。子ども、小さい子ども達に対するソフト事業、そして本の購入費が主

になっております。08 の報償費の関係でございます。読育ボランティアの養成講座等の先

生等への支払う謝礼を計上してございます。そしておはなし応援団と毎年共催しておりま

す絵本作家等著名な絵本作家を呼びましてのおはなし会等を開くための講師の謝礼金を計

上してございます。11 の需用費の関係でございます。消耗品費ですが読育関係の子ども向

けの絵本、自動車等の購入費を充てております。印刷製本費の関係でございますがおはな

し応援団との先ほどお話しましたおはなし会等の事業に係るチラシの印刷代でございます。

12 の役務費ですがボランティアさんを灌漑ボランティア、そしておはなし会等の読育ボラ

ンティアの関係の皆さんをお願いする関係で保険料を計上してございます。以上でありま

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○柴文化財係長 続きまして文化財保護費ということで説明をさせていただきたいと思い

ます。155 ページの一番下ですが文化財保護費ということで全体としましては 656 万 1,000
円ということで前年比76万9,000円の減額となっております。おめくりいただきまして156
ページをご覧ください。1 番上のところですが 1080 伊那谷人形浄瑠璃地域伝承活動費とい

うことでこちらについても先ほど収入のところでも若干説明がありましたけれどもこちら

は伊那谷の 4 座のまとまってのというか、活動費になります。事務局が本年度で箕輪町終

了で阿南町になりますので新年度は負担金のみの予算計上ということで負担金 25万という

ふうに計上してあります。その下の 1081 文化財保護費ですがこちらにつきましては町の指

定文化財等に関する保護に関する経費になります。主なものになりますけれども下の方に



 
 

平成３１年３月定例会福祉文教常任委員会審査 

-12- 
 

なりますが 13‐01 委託料の関係ですけれども県・町史跡整備業務委託料ということで 35
万 7,000 円、それから天然記念物枯枝緊急除去等の委託料ということで 20 万円と合わせて

55 万 7,000 円の計上がしてあります。157 ページにいきまして上の方になります 03 交付金

の関係ですが 31 年度の新規というか、そういったものになりますけれども交付金の欄の一

番下になりますが松島王墓古墳環境整備事業交付金ということで 30年度中に松島神社さん

の方から史跡の中にある樹木が枯れて倒れそうで危ないという話がありましてその関係で

環境整備をするということで補助金要綱に乗っ取って 20 万 3,000 円の交付金を計上してお

ります。続きまして 1082 の埋蔵物文化財保護費ということで遺跡の緊急調査に準する経費

になります。予算額は 188 万 2,000 円ということで、前年比 3 万 6,000 円の減額になって

おります。主なところですが、真ん中辺の賃金ということで発掘作業員等の賃金というこ

とで 49 万 2,000 円、それから一番下の使用料及び賃借料ということで発掘調査機材等の借

上料ということで 25 万 4,000 円等計上しております。それから一番下になりますけれども

1080 東山山麓歴史コース整備事業費ということで 39 万 4,000 円、前年比 5 万円の減にな

っております。主なものですがおめくりいただきまして 158 ぺージ、一番上になりますが

13‐01 委託料ということでコース案内板等制作業務委託料ということで各地区に設置して

ある案内板が時間が経ってかなり内容が変わってきた、また傷んできたということがあり

ましてこれをつくり直すというか、そういった委託料になります。31 年度は北小河内の看

板について行う予定です。文化財保護費については以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○藤澤生涯学習係長 続きまして 1090 文化センター管理費でございます。こちらは文化セ

ンターの維持管理に係わるもので消耗品、燃料費、ガス、灯油、ガソリン、それから光熱

水費、電気水道ですとか修繕料、それから通信運搬としまして電話代とかございまして委

託料につきましても特に新しいものはなく維持管理上のものでの計上となっております。

主なものとしまして 15 節 工事請負費でございますけれど、こちらホール内の音響になり

ますけれど開館以来の音響設備になっておりまして、老朽化に伴いました更新で電力増幅

化とか監視設備、スピーカーの使用関係なりますけれどこちらを予定しております。それ

と浄化槽、300 人槽になるわけなんですけど、こちらも開館当初からのもので老朽化で故障

も多く操作系統も複雑だということもありまして現代型に一新する予定でございます。照

明 LED 化ですけれど、こちらもエントランスそれから使用度の高い事務所の LED 化を進

めてまいります。18 の備品購入費でございますけれど、文化センター内の机が折り畳み式

で運ぶときに危ないということで昨年度から平行スタックテーブルというものに変えてき

たんですけれど、2 年に分けまして 31 年度を最終としまして入れ替えを行ってまいります。

負担金についても特に新しいものはございません。県法律文化施設協議会の負担金、それ

から伊那防火管理協会の負担金、浄化槽の維持管理組合の負担金の計上でございます。続

きまして 1091 文化センター事業費でございます。こちらはホール事業に関するものでござ

いまして 08 の報償費、打ち合わせ等の謝礼の計上、それから実施に伴います消耗品、それ
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からポスター、チラシ、チケットなどの印刷、それから広告、新聞、雑誌などになります

けれど計上させていただいております。委託料につきましてはホール事業また日本の太鼓

それから収入の方でありました人権の花の活動報告、それと私どもがやっている人権講演

会、一緒に合わせたものを予定しております。あと豊島区の交流事業としまして東京音大

のアンサンブルなども今計画しているところでございまして、そういった委託料の計上で

ございます。舞台の照明音響業務委託料につきましては舞台の管理運営操作行います、こ

れへの委託金で計上してございます。あと 14 の使用料及び賃借料、こちら利用の際に日本

音楽著作権協会に払うもので計上してございます。続きまして 09 目の地域交流センター事

業費になりまして、おめくりいただきまして 160 ページになります。こちらは地域交流セ

ンターの維持管理に伴うものでございまして、こちらも維持管理上の消耗品、燃料費、光

熱費、修繕費の計上と委託料につきましても新しいものはございません。通常どおりのも

のでございます。使用料についても同じでございます。15 の工事費につきましては消防設

備点検で出ました非常灯バッテリー等が指摘されてましたので指摘改善ということで取替

工事を計上させていただいております。以上です。 
○小池スポーツ振興係長 スポーツの関係最後になりますが、よろしくお願いいたします。

続きまして 1093 保健体育総務費でございます。こちらにつきましては体育に係る総務とい

うことで大会運営費、それから人件費等の項目でございます。こちらにつきましては本年

度 4,044 万円ということで昨年度に比べ 311 万 1,800 円ほど増額という予算の見込みでご

ざいます。こちらにつきましては 1 報酬としましてこちらの体制、スポーツ推進委員さん

12 名、それから非常勤職員の中でフェンシング指導員 1 名、それから事務 1 名といった体

制で行っておりますのでそういった方々に係る報酬を見てございます。人件費につきまし

ては総務課一括の方でご説明があるかと思います。8 報償費の部分でございます。本年度

の先ほどの補正のときにも最後申し上げましたが、いろんな講師の方々をお願いする都合

がございますので当初ではこのようになっております。最後の行のランニング教室講師と

いうのは荒井広宙さんを本年度も箕輪にゆかりがあるということでお願いをする予定です

が、つい先ほど自衛隊を辞められたというようなお話もありますので、またオリンピック

前の大事な年ですので一応予算は計上してございますがやりたいなというふうに考えてい

るところです。続きまして旅費のところにつきましては本年度スポーツ振興委員の山岡委

員長さんが上伊那の持ち回りで関東体指の表彰を受ける予定でございますので、昨年に比

べ若干増額をしてございます。その中であと主なところにつきましては需用費、役務費、

委託料等につきましてもナイトランの項目がそれぞれ入っておりますので項目立てをして

ございます。また、委託料の中でフェンシング競技力向上事業ということで元ナショナル

チームオリンピック監督を迎え年間講習会を実施する予定でございます。19 負担金のと

ころにつきましては先ほどの関東体指の方にも今年度は表彰の見込みでございますので負

担金等の計上をさせていただいております。ページをめくっていただきまして 162 ページ

です。最後、積立金としまして生涯学習まちづくり基金積立金の方にフェンシングとそれ
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からプロスポーツとの連携等も考えておりまして 700 万の積み立てを考えているところで

ございます。1094 屋内体育施設管理費の説明に入らさせていただきます。屋内体育施設に

つきましてはながたドームをはじめ、町内の体育館等の屋内施設の管理をするための費用

でございます。こちらにつきましては例年とほぼ変わっておりませんけれども、本年度総

額が 3,013 万 3,000 円で昨年に比べ 1,496 万 3,000 円ほど多いわけですが、この中の主な

ものとしましては 13 委託料の町民体育館・武道館耐震改修実施設計業務委託料の 1,900 万

円のものでございます。こちらにつきましては改修費につきましてまだ試算途中でござい

ますけど、約 6 億円程度かかるのではないかというようなお話の中から標準的な設計の業

務委託料を計上させていただいたものでございます。ただ、こちらにつきましてはこの後

のお話等の中でいろいろ変更もあるかとは思いますけれども緊急防災対策減災事業債が平

成 32 年までというような時限つきの有利な起債でもございますので、本年度当初予算のと

ころで計上させていただきたくお願いしたいところでございます。続きまして 1095 屋外体

育施設管理費でございます。屋外体育施設ということで町内各種にあります運動場、グラ

ウンド、テニスコートの施設を通常管理するための経費でございます。こちらにつきまし

ても本年度 1,166 万 3,000 円に対し、昨年度に比べまして 310 万 5,000 円ほど多いわけで

すが、この中の主なものとしましては最下段にございます 15 工事請負費でございます 320
万円ほどでございますがこちらの内訳としましては番場の第一グラウンドにあります変電

設備がやはり造られてから一度も取替えをしていないということで、落雷等があった際に

は周辺民家、工場等への影響もあるというような恐れをずっと指摘されておりましたので、

キュービクルの中の基盤の変更、それからめくっていただきまして 164 ページになります

が沢運動場の外野看板フェンスのとりあえず塗装工事ということで塗装の工事のほうを予

算計上させていただいているところでございます。説明以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明をいただきましたので質疑を行います。

質疑ございませんか。松本委員 
○１１番 松本委員 159 ページの文化センターの音響の関係なんですが、この金額はこの

金額で別に構わないんですが、この間中学生の模擬議会で構造上のあれをいわゆる合唱団

入っていて音響があまり芳しくないのではないかというような質問があったわけですが、

この音響だけで全部すべてを解決しようというのはたぶん無理だと思いますがこの辺のこ

とは触れて話はしてあるんでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 今回は音響のアンプ等設備関係になってまいりますので中学生

の模擬議会で質問がありましたホールの音響ということになるとですね、やはり音響を使

って調整できる部分、それともともと多目的で持っているホールの性質という両方がある

かと思います。ですので今回は音響設備の老朽化に伴うものになりますのでこれですべて

が解決できるものではございません。ただ、中学生の模擬議会でも説明をさせていただき

ましたけれども多目的ということで可動席等になっておりますのですべてを解決するのは
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難しいとは考えております。以上です。 
○１１番 松本委員 それで今伴ってなんですが、音響の方とその辺はちょっと話は多分

無理だと思いますが、話はされましたでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 音響関係につきましては今現在、音響等また舞台を担当してい

ただいている業者とも話を随時しております。その中でもやはりホールの持っている特性

ということからアンプ等のところで対応できる分は行っております。そのほか今回ですが

マイクを使わないようなものにつきましてはやはり歌う位置だとかそういうものによって

対応できる部分ありますので中学生、小学生、この前のコンサートもそうですけれども歌

う位置というものは前面に出るとか、そういう形の調整を図っていることは事実でありま

す。舞台に出ていただく方、またそこの舞台を操作していただく委託先のところを含めて

なるべく聞きやすく、また歌う人も歌いやすくという形ではなるべく調整を図っているの

が現状であります。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 今の文化センターの改修に関連してですけど先ほど説明の中でも

ある程度経年というか、年が経ていろいろ傷んできているということでありますけれども、

今後はこれ、計画的に改修を進めていく考えがあるのかどうかということをお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 文化センター平成 8 年に建築開館という形で 20数年が過ぎてご

ざいます。その中で町の個別計画についても来年度一応策定をしていきたいと考えており

ます。これにつきましては企画振興課の方で一括して予算を委託料等調査は計上しており

ますのでその中で文化センターの個別計画、その他の文化施設、また体育施設についても

行っていきたいと考えておりますのでその中で今後施設改修というものは必要になってま

いりますので、その部分についても調査、検討し、計画へ反映をし、順次改修をしてまい

りたいと考えております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 長寿命化の個別計画？ 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 その通りでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 今度違う関係ですけれども、7 つくらいちょっとお聞きしたいと思

いますけれども一つ、先ほどの最初のところで唐澤委員の質問があったんですけどナイト

ウォーク＆ランですけれども、人数はあまり増やせれないというような状況だったんです

けれども今回 2 回やった、この今回の開催するにあたっての充実の度合いというのはどん

なふうな状況なのかお聞きをいたします。それが一つ。それから町民体育館と武道館の耐

震改修の実施設計があるわけですけれども、これについて計画としては耐震のみなのか、
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ほかの改修というのも考えながら入れて行っていくことはないのかどうかということをお

伺いいたします。それから 3 つ目ですけれども、沢の運動場のフェンスですけれども今、

看板というか広告があるわけですけどそれはなくしてただ真っ黒に塗るのか、透明に塗る

のかわかりませんけれどもそういう看板はなくするという計画なのかお伺いします。それ

から 4 つ目ですけれども図書館の外の南庭の整備ですけれども、今回こういうことで芝を

張るということで、誰かの一般質問の中にもありましたけれどもこれからあそこにウッド

デッキというか、そういうものもこれからの計画の中に前提で改修をするのかどうかとい

うことであります。それからその次ですけれども箕輪町の史跡と文化財のというのの印刷

ですけれども、内容については更新なのか、新しい部分というかいろいろの今までの調査

の中で新しい部分が出てくるのかどうかということについてとりあえずお伺いいたします。 
○唐澤文化スポーツ課長 私の方から最初のナイトラン、町体、沢のフェンス、図書館の

庭に関して説明させていただきます。文化財の関係につきましては柴係長の方から説明さ

せていただきたいと思いますのでお願いいたします。まず最初にナイトランの関係でござ

いますけれども、一昨年プレということで今年度になりますけれども第 1 回ということで

toto を活用して行ってございます。今年度につきましては定員を 500 人ということで行っ

てまいりました。来年度につきましては今のところ 100 人増の 600 を想定をしてございま

す。やはり夜という関係もございます。また駐車場の関係もあるということでこの人数で

今年度は今のところ計画をしていきたいと考えてございます。特徴的に変わった点としま

しては昨年度も福与区等、また給水所のポイント等につきましては地域の協力をいただき

ました。また、安全管理等につきましてはチップ型を採用して昨年度も事故なく終了する

ことができております。一応平成 31 年度につきましてもウッドチップ、また地域とともに

ということでおもてなし等を各地区と沢等含めて行っていきたいと思います。さらに昨年

度につきましてはテレビ CM 県内行いまして広く県内からも参加をいただくことができま

したので来年度、平成 31 年度につきましては東京近郊のケーブルテレビ等になるかと思い

ますけれども、CM の方を行いながら県外からも多くの方に来ていただけるように取り組ん

でまいりたいと思います。詳細については今後また検討しながら行ってまいりたいと思い

ます。 続きまして町民体育館の改修でございますけれども、来年度につきましては耐震

の診断の設計もう既に終わっておりまして、今危険な状態の中でもご理解をいただき、ま

た現在使用しているのが現状でございます。来年度の耐震の実施設計につきましては町民

体育館、武道館の耐震改修が基本にはなりますけれどもその中においてアリーナまたその

ほかの床、サッシ、こちらについても耐震と関わってくる部分が非常に多くあるかと思い

ます。ここの部分につきましては設計の中でどのような形がいいのか、今の現状等の形を

含める中で敷地の中でそういう部分につきましても行っていきたいと思います。なお、床

等の改修等につきましては toto 助成等活用できるものがあるかどうかも引き続き検討して

まいりたいと考えております。 続きまして沢のフェンスについてでございます。こちら

については錆等があるということで担当課の方からも要望している中で来年度予算の方を
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今のところ計上させていただいてございます。こちらにつきましては看板ということもあ

りますけれども、やはり広く皆に見ていただくということで環境に配慮しながら単色とい

う形になることが考えられます。やはり文字等書きますとどうしてもそのあとの補修等あ

りますので、まず来年度につきましては一色で考えていきたいということでこちらについ

ては景観条例等もありますのでそこと一致するような色を今後選定をして塗っていきたい

と考えておりますのでお願いいたします。 続きまして図書館の南の庭の改修についてで

ございます。こちらにつきましては図書館利用者のみならず役場等来庁者の皆様にも広く

使っていただく庭となるように改修をまず来年度から取り組んでまいりたいと考えてござ

います。改修内容につきましては一般質問でも説明をさせていただきましたけれども、現

在の現状としては旧の花壇、また縁石等がありまして全体的な平らになっていない状況が

ありますので子どもたち、またご高齢な方が歩いても安全でない部分がございますのでま

ずはこの縁石撤去等を行いながらなるべく平ら等に行ったあと、一旦は芝生等で座ったり

できるような形にしたいと思います。また図書館の耐震改修によりまして南側に若干犬走

り等もございます。そういったところを含めまして今後おはなし会、講座等、また読み活

動ができるような会場にしたいとも考えておりますのでウッドデッキにつきましてはその

中で今後引き続き検討してまいりたいと考えております。4 点については以上になります。

最後に柴係長の方から文化財の冊子の関係については説明をさせていただきます。 
○柴文化財係長 ご質問がありました史跡と文化財の内容なんですけれども、町内には国

県町の指定文化財合わせまして 60 件以上実は指定があるのと、それから保存樹木っていう

のがやはり 20 件以上ありまして全部合わせて 90 件以上あるんです。これまでマップみた

いなのはあったんですけれども、わかりやすい紹介した冊子が、以前はモノクロの小さい

コンパクト版のものがあったんですが、ちょっとそれ以来なくてですね、分かりづらいと

いうようなご意見もいただいてますのでそういった基本的には指定文化財等を中心に紹介

するという冊子になろうかと思います。ただ、地域によっては指定してなくてもですね、

これは外せないというようなものもあろうかと思いますのでそういうものも足して紹介し

ていきたいと思っております。それから近年いろんな、この間もちょっとあったんですが

小川森戸さんのご遺族の方からおじいさんの資料がたくさんあるのでもらってくれないか

というようなご相談がありまして 1 回見に行きましたら未知の資料といいますか、初めて

聞くような池だとかそういったことが書いてある本がありまして今後そういう未知の資料

についてもしっかり調査をして今回の冊子に載せられないにしましてもまた今後の特別展

の機会等を通じましてまたそういったものについても紹介していきたいというふうに考え

ております。 
○４番  釜屋福祉文教常任委員長 他には。大槻委員 
○２番 大槻委員 かねてから私もこれ、だいぶ心配してはいたんですけど、博物館のア

スベストですけれども先ほどお話聞きましたら床下とか上部の部分撤去できそうというこ

とでございます。完璧というか完全に今回取り除くことができるということでよろしいで
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すか。 
○柴文化財係長 すみません、説明不足でした。今回のアスベストの撤去は耐震診断をす

るために部分的にというか、そこの箇所だけを撤去するものになります。先ほども言った

んですが鉄骨造りであるのでつなぎ目の部分のボルトとかそういったものがどうなってる

かというところを見ないと耐震診断すらできないということを言われてますので、耐震診

断をするために 31 年度については 3箇所のアスベストを撤去して診断をするということに

なりますのでそれで耐震診断が可能だよということになりましたら今度は今博物館協議会

の方で今後どこに建てたら、どこをどうやって使っていったらいいのかというのを検討し

てましてそれがまた答申というかそういったものが出てくると思いますのでそれに沿って

例えば今の既存の博物館を改修することが可能だという判定が出た場合についてはアスベ

ストを完全に除去してその上で耐震診断をしたいという選択肢の一つになるんではないか

というふうに思っています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 一般質問でも申し上げてきた経過もあるんですが、文化センター

の改修等を考える中で中央棟が有効活用されているのかどうかという疑問があるわけで、

その辺についてどう考えているかということが 1 点。それからこれも一般質問で申し上げ

てきた経過があるんですが、文化センター西側の保育園との間の駐車場の有効利用を考え

た方がいいんじゃないか。もう少し実効性のある駐車場にすることによって台数多く駐車

ができるんじゃないか、その辺のことの考えがあるかどうか。それから今度の一般質問の

中でも若干触れてますが、松島本城跡という町的に役場、図書館等があるわけですけど段

丘の突端がそうした歴史的な遺産というようなイメージが強いんで、そういうことも含め

て調査研究いわゆる改修等を考える中でその辺のことも含めて調査研究する必要があると

思うが、そういう考えがあるのかどうか。以上。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 文化センターの中央棟というのは棟の真ん中に棟の部分でよろ

しいでしょうか。3 階といいますか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員すみません、中央棟の位置ですけど。 
○９番 唐澤千洋委員 中央棟に以前は喫茶スペースみたいなのがあったと思うけれども、

そういうようなものの活用が十分じゃないと思うんだよ。改修計画の中でそういうところ

をどういうふうに考えているか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 今現在の中央棟 2 階の部分につきましては学校教育課の方で使

用してございます。3 階等については確かに利用をしておりませんけれども、照明等の配置

等をしている現状があります。こちらについては今年度、外壁の部分の危険性ということ

で外壁等も修理の方を予算を認めていただきまして修理を行っております。今後この部分

につきましてもどのように今後活用していくかにつきましては個別計画がいいのか、それ
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とも社会教育的な部分の社会教育委員会等の委員の皆さんの意見も聞きながら改修の中に

も生かしてまいりたいと思います。また、文化センターと保育園等の間に駐車場、また西

側にも駐車場ございます。一昨年から駐車場の配置がわかりづらいというご指摘もいただ

きまして案内看板また駐車場を P1、P2、P3 ということで区画も行いながら案内表示もさ

せていただいてございます。今 P2 につきましては特に文化センターの利用者、また保育園

の関係者、送り迎え等で非常に多くの方が利用されている現状でございますのでこちらに

つきましてはなるべく広く駐車場をとるということは縁石等を寄せれば可能だと思います

けれども、保育園の子どもさんも歩かれるということもありますので保育園とも相談しな

がら安全な駐車場、また有効的に使えるよう今後検討してまいりたいと思います。また、

最後にありました松島城跡の跡地ということでこの部分ございますので図書館の南庭の改

修等におきましても安全性を確保しながら周りにも看板等史跡のものがありますけれども、

そのようなものもできるかどうか前向きに検討をしてまいりたいと思いますので、ご意見

大変ありがとうございます。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 一つお礼ですけれども、松島氏墓域、昨日見て回ったわけですけ

ど説明看板、立派な看板をつけていただいてありがとうございました。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○柴文化財係長 墓域の看板については以前ご質問いただいたときに確かにへぼかったの

で直させていただきました。今年もですね、1 個、明音寺の楼門の看板もへぼかったのでき

れいにしました。ご指摘いただいたようにちょっとずつではあるんですが今後も修繕を少

しずつきれいにしていきたいと思っております。ありがとうございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 二つほどお聞きしますけれども、一つは青少年健全育成費のとこ

ろの 270 万の前年に比べての減額の主な理由とそれからあいさつののぼり旗ですけれどど

んな所に配置する計画なのか、配置するというか建てるために購入するのかどうか。そこ

ら辺をお伺いいたします。それともう一つ、ウォーキングのまち箕輪を全国発信して町長

の施政方針にありましたけれども天竜健康ウォークをさらなる充実を図りという部分があ

りまして、町がどのような体制で支援をしていただいけさらに充実してあげるのか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○藤澤生涯学習係長 青少年の減額理由でございますけれど、こちら一昨年から松島区、

木下区の遊具新設を行いまして今年度は金額は下がりましたが 250 万円でございますけれ

ど、沢区の遊具を整備いたしました。3 区が終了したところでここで一旦ということでござ

いまして工事費の減額分でございます。それとのぼり旗につきましては平成 29 年度で 15
区に配れるようにつくったわけでございますけれど、つくって配ったという段階です。31
年度は信州あいさつ運動、箕輪町あいさつ運動、セーフコミュニティと一緒にやっていた

りするところもあるんですけれど、そのときに使うのぼり旗をデザインを変えて作るとい
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うことで考えております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 今ご質問いただきました天竜ウォークの関係でございます。天

竜ウォークにつきましては町民有志の実行委員会が主催となりまして本当にそれぞれがボ

ランティアという形でご協力いただきながら何年も続き、また多くの方がウォ―キングの

町ということで本当に幾つものコースでこう開催されてるものであります。また、昨年等

につきましては中学生の協力ということで提案を箕輪学の関係でいただきまして、中学生

のご参加もいただきながら広く人数が極端に 2,000 人、3,000 人ということはなかなか先ほ

どのナイトランと同様で駐車場の関係等ございますけれども、やはりウォ―キングにつき

ましてはやはり多くの方の想いの中で作り上げ検討しながら作っていくものが一番のもの

であると考えております。教育委員会としましても町としましても昨年ですか、一昨年、

記念大会等については金銭的な補助もさせていただいておりますけれども今後につきまし

てもやはり健康というものが必要になってまいります。その中で実行委員会で本当に行っ

ていただいております天竜公園につきましては協力できる分につきましては、また相談を

しながら町として教育委員会として取り組んでまいりたいと思いますのでまたよろしくお

願いします。以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいでしょうか。その他には。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 149 ページですかね、委託料の中に町内一周駅伝の記念講演 150
万ですかね、予算としてるわけですが、先日一般質問でも講師等について質問があったよ

うな気がしてますけれども、記念大会に向けてどんなような形で盛り上げていくというか、

節目をお祝いするような形で考えているのか、例えば記念式典なんかはどういう形でこの

日程の中に入れられるのか、大体おおよそのこの 60 回大会の日程というかスケジュールと

かそんなことをちょっとご説明いただきたいと、予定をお聞かせいただきたいというふう

に思います。それからもう 1 点は 36 ページのところで自主事業の入場料予定されているよ

うですけど、どんな自主事業を考えておられるか、2 点お伺いしたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○西出公民館主事 記念大会の式典等の関係ですけれども、事前事後には特別なことは予

定してございません。大会当日に表彰式になろうかと思いますが表彰式の折に記念講演を

していただくことと、あともしくはいずれかの区間を選手と一緒にお願いする方と一緒に

走っていただいて盛り上げていただくというようなことを考えております。あと記念誌の

発行になりますけれども講師というかにつきましてはまだ確定はしておらないんですが、

有森裕子さんと千葉真子さん、瀬古利彦さんのいずれかの方をお願いしたいということで

今調整しております。こちらについてはオリンピックの前年ということでありましてスケ

ジュールが出てくるのが今月になるそうです。なので今月の末にははっきりすると思うん

ですけれども、そちらの方と一応交渉しており区間の選手との同走と記念表彰式での記念

講演ということで一応内容については調整しておるところであります。以上です。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 もう 1 点自主事業いいですか。課長 
○唐澤文化スポーツ課長 平成 31 年度の文化センターの自主事業でございますけれども、

まだどなたが行うかということについてはまだ検討中でございます。今年度につきまして

もまたぜひ地方等でなかなか東京等今行きやすい時代にはなりましたけれども、やはり地

域で一流のものが聴けるということで今までもそのような形でなるべく来ていただいてお

りますので、今年度につきましても一定の約 300 万という範囲内になるかと思いますけれ

ども、その範囲内で今プロダクション等幾つもありますのでその中と調整を図っている段

階でございます。決まりましたらなるべく早めに周知をしながらより多くの方に一流の方

の皆さんのものを聴いていただいてということを考えていきたいと思っておりますのでよ

ろしくお願いいたします。それと先ほどの駅伝の講師の関係につきましては、またプロダ

クション等々調整中になりますので申し訳ありませんけれども、まだ実行委員会でも検討

してまいりますので今の段階ではプロダクションとそういう方を一応ランナー、走れる方

ということで当たっているということでご承知いただきましてまだ部外秘という形でお願

いできればと思いますのでよろしくお願いいたします。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑を終わります。討論に入りますが何か討

論ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。議

案第 17 号 文化スポーツ課に係わる平成 31 年度箕輪町一般会計予算につきまして可決す

ることにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 可決すべきものと決しましたので原案のとおりに可決

すべきものと決しましたのでその旨を報告いたします。 
【文化スポーツ課 終了】 

 
②子ども未来課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは休憩に引き続きまして委員会審査を行います。

それでは子ども未来課に係わる議案第2号 平成30年度箕輪町一般会計補正予算（第9号）

につきまして審査を行います。細部説明をお願いいたします。課長 
○北條子ども未来課長 それでは議案第 2 号 平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9
号）につきまして担当の係長の方からご説明をさせていただきますのでよろしくお願いし

ます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 それでは平成 30 年度箕輪町補正予算書（第 9 号）、25 ページをお

開きください。歳出の方より説明をさせていただきます。25 ページの中段下になります。

児童福祉費のうち子ども未来課に係る部分ですけれども、0371 児童手当費でございます。
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こちら補正額が 1,053 万円の減となってございます。こちらは児童手当の支給対象者数が

見込みよりも少なかったための減額となってございます。続きまして 0376 運動あそび推進

事業費でございます。こちら 100 万円の減額とさせていただいております。こちらですけ

れども保育園の巡回指導をお願いしておりました運動保育士の体調不良のため報償費の減

ということで保育士がそれぞれの園で工夫をして現在実施をしております。続きまして保

育園運営費のうちおめくりいただきまして 0380 補正額 10 万円となってございます。こち

らは備品購入費でございます。先日、中京箕輪会様より子ども育成指定寄附金として 10 万

円の寄附をいただきました。こちらは上古田保育園の未満児用遊具等の購入に充てさせて

いただきたいため、備品購入費を増額をお願いするところでございます。 
○三井保育園施設係長 引き続き補正予算書の 26 ページをご覧ください。0398 児童発達

支援費についてですが 338 万 3,000 円の減になっております。詳細につきましては 12‐04
手数料、児童発達支援事業所改修工事建築確認手数料ということで 5 万円の減で計上して

あります。こちらは若草園の移転に伴い旧東部診療所を改修する予定でございましたが、

事業の延期中止に伴うものでございます。続きまして 13‐01 委託料ですけどもこちらも児

童発達支援事業所改修工事実施設計業務委託ということで 333 万 3,000 円の減ということ

で計上してあります。こちらも事業の延期中止に伴うものでございます。 
○前島子育て支援係長 引き続きまして歳入の方ご説明をさせていただきます。戻りまし

て 12 ページ、予算書の 12 ページをお開きください。16 款 国庫支出金のうち 01 項 03 民

生費国庫負担金でございます。こちら 03 節 児童手当費負担金でございますが、先ほどの

歳出でもご説明しました支給対象者の減による減額に伴い国からの負担金も 786 万円の減

とさせていただいてございます。続きまして次のページ 13 ページでございます。こちら 17
款 県支出金でございますがこちらも県負担金の部分 03 節 児童手当費負担金、こちらを

133 万 5,000 円の減としてございます。こちらも児童手当に係る県の負担金の減額となって

ございます。続きまして 16 ページをお開きください。19 款 寄附金の部分でございます。

民生費寄附金のうち 01 節 民生費寄附金でございますが、先ほどご説明しました中京箕輪

会からの 10 万円の寄附金ということでこちら寄附金の増額とさせていただいております。 
○三井保育園施設係長 18 ページをご覧ください。23 款 01 項 町債のうち 03 目 民生債

の児童福祉施設整備事業債、0398 児童発達支援事業費についてでございますが、児童福祉

施設整備事業債 340 万円の減になります。こちらも事業の延期中止に伴うものでございま

す。続きまして 5 ページをご覧ください。繰越明許補正ということで上段にございますが、

03 民生費 02 児童福祉費、木下保育園建設事業ということで 7,520 万円を追加出しておりま

す。こちらでございますが、木下保育園建設事業の建設用地の取得費と建物等の移転補償

料等になります。現在でございますが、土地売買仮契約の事務を進めているところでござ

います。続きまして 7 ページをご覧ください。地方債補正ということで先ほどもご説明い

たしましたが、児童福祉施設整備事業債ということで 340 万円廃止になってございます。

以上で平成 30 年箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）子ども未来課分の説明を終わります。 
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○１１番 松本委員 先ほど説明がありました児童手当のところで運動指導者の体調不良

のためっていう説明がありましたが、各保育園で行っているということで具体的にはどの

ような形でやっておりますか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 運動あそびの方ですけれども、毎年保育士の方も運動あそび保育

士の方から研修を受けております。各園学年に合わせまして、保育園の方で運動あそびサ

ーキット等を、鉄棒ですとかマットを組み合わせた運動あそびサーキット等をつくったり

ですとかあと廊下の方にもくまさん歩きですとかそういった印をつけて日々の保育の中で

子どもにそういった動きをさせるですとかあとは雑巾がけですね。雑巾がけが非常に腕の

力や足の力をつけるのに良いということで大きいお子さんのクラスなんかはそういったも

のを取り入れながら保育士の方が工夫して運動あそびということで取り入れてございです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょう。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 若草園の移転の先の改築が中止ということで減額になってるんで

すけども、この若草園の移転をというか、増築をしなきゃいけないせっぱ詰まった度とい

うのはどのくらくいなんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 現在の利用者さんは 11 名ということなんですけれども、年度によ

って利用者が変わっていくということと、あと最近重度の障がいをお持ちの方も若草園を

ご利用されているということでそちらの方たちがいる場所を安全な場所を確保するってい

う面ではなるべく早い時期に次の移転場所等を検討したいというふうに思っております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 ここで来年度あたり中には決めなきゃいけないとかいう状況では

ないということ。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 課としましては三日町保育園の利用者も増えているということも

ございまして、できるだけ早く次の場所を探したいというふうに思っております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 ということで一般質問でしたんですけども保育園に隣接、隣接と

いうかひっついていなきゃいけないということが条件という。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 今利用されているお母様方からはできれば保育園に隣接をしてほ

しいという意見が強かったということですので、それも念頭に入れながら次の場所を探し

たいというふうに思っております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 そういう要望が大きかったということが原因でこうなったってい

う解釈じゃいけないの。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 今回の延期の大きな理由はやはり隣接を望む方が多かったという

ことでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはよろしいでしょうか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 それに関係してですけれども、木下保育園の方の進みぐあいの中

でその辺のふうな状況どういうふうに考えていかれるか。つまり木下保育園あたりがそう

するとすぐ考えられるわけですけれどもその辺いかがでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 木下保育園の隣接も念頭に入れて検討していきたいというふうに

思っております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 できるだけ隣接ということでできるだけでなくなったときにはま

た東部診療所跡地へ戻ってくる可能性はありますか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 いろいろな選択肢を考慮しながら検討していきたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはよろしいでしょうか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑を終わります。討論ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。子ども未来課に係わ

る議案第 2 号 平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）につきまして原案のとおり

に可決することにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨本会議でご報告をいたします。 
 続きまして子ども未来課に係わる議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算につい

て細部説明をお願いいたします。課長 
○北條子ども未来課長 それでは議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算につきま

して担当の係長の方からご説明をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 それでは 31 年度主要事業の概要等調書の 18 ページお開きくださ

い。子ども未来課に係る主要事業につきましてこちら 18 ページの一番上からの事業が子ど

も未来課に係る部分になってございます。申し訳ありません。概要調書を見ていただきな

がら予算書 83 ページでございます。予算説明書の 83 ページ一番下の段になりますけれど

も、03 款 民生費のうち 02 項 児童福祉費が子ども未来課に係る部分になってございます。

次のページおめくりいただきまして事業ごと説明させていただきますけれども、0370 児童
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福祉総務費でございます。こちらは子ども未来課で実施する事業に係る経費となってござ

います。01 節の報酬でございますが、こちら子ども・子育て審議会委員報酬でございます。

来年度子ども・子育て支援事業計画の策定のため前年度よりも回数を若干多く開く予定で

ございますので予算を 3 万 6,000 円ほど増とさせていただいてございます。人件費に係る

部分につきましては総務課の方で合わせて説明とさせていただきます。08 節の報償費でご

ざいます。こちらは昨年度に引き続きまして出産祝い金・ありがとうギフトということで

箕輪町で生まれたお子さんに対するお祝いの気持ちを送る事業ということで引き続き 472
万 5,000 円ということで計上させていただいております。続きまして 13 節の委託料でござ

います。こちらが子育て情報アプリみのむしの保守委託料、それから子育て情報発信イベ

ントの委託料でございます。こちら 30 万円計上してございますが子育て発信のイベントに

つきましては子どもフェスタということで 29、30 年度と町民の有志の方、実行委員という

ことで開催をしてございます。来年度はフェンシングの大会に合わせて 10 月に開催予定と

いうことで現在計画をしておりますので実行委員会への委託料ということで計上をさせて

いただいてございます。続きまして子育て支援サイト更新保守委託料でございます。こち

ら 847 万円計上してございます。子ども未来課で運営しております支援サイト、いいね！

みのわっ子でございますが、こちらがサーバーの保守の期限が更新時期を過ぎておりまし

てこちらの更新と支援サイトの見直しということでこちらに計上させていただいてござい

ます。それから 19 節の負担金、補助及び交付金でございます。こちらが施設給付費負担金

ということで 578 万 4,000 円でございます。こちらは認定こども園に通われるお子さんに

つきまして施設の方に町から給付する金額となってございます。それから 02 の補助金でご

ざいますが、こちらは幼稚園就園奨励費補助金ということで町外になりますけれども町の

お子さんが幼稚園に通う場合に就園奨励費ということで補助金を 341 万円ということで計

上をさせていただいてございます。続いて下の段になりますけれども、0371 児童手当費で

ございます。こちらは対象となるお子さんへの児童手当の給付費でございます。こちらが 4
億 1,988 万円を計上してございます。次のページにまいりまして 0372 子育て支援センター

事業費でございます。こちらは子育て支援センターの運営に係る経費ということで計上さ

せていただいてございます。1,889 万 1,000 円でございます。こちらは報酬としまして非常

勤職員、子育て支援センター職員分の報酬を 450 万 8,000 円、それから 08 節の報償費でご

ざいますがこちらは子育てイベント、支援センターの方で企画をいたします子育てイベン

トの講師等謝礼ということで 23 万 7,000 円計上してございます。おめくりいただきまして

86 ページになりますけれども、19 節の負担金、補助及び交付金でございますが 01 の負担

金、4 万 2,000 円でございます。こちらは定住自立圏の関係で伊那地域子育て支援施設相互

利用負担金となってございますが、伊那市、南箕輪、箕輪町の子育て支援センターを共通

で現在利用できるようになっております。このたび 3 市町村で共通の支援センターのパン

フレットということで作成を予定しておりますのでそちらの箕輪町の負担分ということで

計上してございます。02 の負担金でございます。こちらは補助金でございます。こちらが
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地域子育て支援事業補助金 24 万 5,000 円でございますが町内で各子育てサークル活動をさ

れていますけれどもそちらの子育てサークルに対して補助を出すものでございます。その

下でございますが、ファミリーサポーター利用助成金でございます。こちらは 16 万 8,000
円ということで新たに計上させていただいておりますが、ファミリーサポーターを利用さ

れる場合、有償ボランティアということで 1 時間 700 円の利用料が掛かるんですけれども

低所得者等の生活に困難を抱える世帯でちょっと子育てにそういったお手伝いか必要な方

たちにひと月 10 時間までの利用料を助成するというものを新たに計画をいたしまして、16
万 8,000 円ということで計上をさせていただいております。続きまして運動あそび推進事

業費でございますが、こちらの方新年度は保育園で先ほど申しましたが、保育士の方で保

育の日頃の保育活動の中で運動遊びに定着をしているということで取り組んでいくという

ことで事業としましては予算は計上せず引き続き保育活動の中で取り組んでいくというこ

とでこちらは予算を今回は計上をしてございません。続いて 0377 読育推進事業費でござい

ます。こちらが 114 万 2,000 円の予算を計上してございますが、こちらは主にみのわっ子

絵本プレゼント引き続き 7 ヶ月、2 歳児、それから卒園児の絵本のプレゼント、それから保

育園での読育の充実ということで保育園図書に 41 万円、その他消耗品ということで 2 万円

を計上してございます。続きまして保育園運営費でございます。0380 保育園運営費 7 億

6,459 万 9,000 円を計上してございます。こちら報酬ということで非常勤職員等への報酬 2
億 4,889 万 8,000 円でございます。それから 07 の賃金でございますが、こちら 537 万 5,000
円、こちらは産休代替の保育士の賃金ということで計上してございます。それから 08 報償

費でございます。こちら 142 万 6,000 円を計上してございます。主なものとしましては保

育園を巡回する療法士等の謝礼、それから健康診断の医師への謝礼、それから今までいき

いき保育ということで実施しておりましたけれども新年度みのわっ子チャレンジ事業とい

うことで各保育園でまた独自に取り組みを計画しておりましてそちらの講師謝礼というこ

とで 16 万 3,000 円ということで計上してございます。また下のプール監視ボランティアの

謝礼でございますが、国の方からの指針でプールの際に必ず 1 人は監視員をつけてプール

のやっている時に監視員をつけるようにということで通達が出ておりまして、そちらのボ

ランティア謝礼ということで 4 万 2,000 円を計上してございます。それから 11 の需用費で

ございますが、先ほどもちょっと申し上げましたがいきいき保育に変わりまして来年度か

らみのわっ子チャレンジ事業ということで、消耗品 43 万 4,000 円を計上してございます。

13 節の委託料でございますけれども、1,189 万 5,000 円ということでこちら一番下になり

ますが保育園の広域入所、箕輪町のお子さんで他市町村の、やむを得ず他市町村の保育園

を使うお子さんについての広域入所の委託料とことで 205 万 8,000 円を計上してございま

す。それから同じく委託料の中ですけれども、保育園第三者経営評価委託料ということで

111 万 1,000 円を計上してございます。こちらは 29 年度に木下北と南、30 年度に今年度で

すが沢と長田、東箕輪の評価が済んでおります。来年度につきましては松島、残った上古

田、三日町の 3 園の第三者評価を予定しておりますのでこちら計上をさせていただいてお
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ります。それから下の保育支援システム導入・保守委託料でございますが、こちらが 714
万 2,000 円ということで計上してございます。各保育園の保育士業務の効率化を目指しま

して導入を計画させていただいております。その下ですが給食管理システム更新保守委託

料でございます。こちらは今現在使っている栄養計算システムの方がちょっと 5 年以上経

過していて栄養の数値等も変わってきておりますので新しいものに更新をさせていただく

ということで計上をしてございます。それから 14 節の使用料及び賃借料でございます。こ

ちらが 542 万円となっておりますが、保育園冷風機ということで木下北と南の方に 4 台ず

つ冷風機をリースしたいということで計上をさせていただいてございます。 
○三井保育園施設係長 引き続き予算書 88 ページをご覧ください。保育園運営費のうち

0381 保育園施設整備費についてご説明いたします。予算額 7,088 万 8,000 円、保育施設の

整備に係わるものでございます。主な支出のみにつきましてご説明いたします。主要事業

の概要等の調書 18 ページの中段にも記載してございますので一緒にご覧ください。屋外遊

具整備事業といたしまして11‐06修繕料に来年度は保育園の屋外遊具修繕費用といたしま

して 184 万 1,000 円を新規に計上いたしました。また 15‐01 工事請負費に遊具の更新工事

としたしまして 187 万 7,000 円を計上してございます。保育園施設整備事業といたしまし

て 15‐01 工事請負費に空調設備設置工事を 3,000 万円、こちらは上古田、東箕輪、長田保

育園にエアコンを設置する工事となっております。また保育施設長寿命化事業といたしま

して三日町保育園園舎の寿命化工事としましてこちらも 15‐01 に 01 工事請負費に 2,800
万円を計上してございます。こちらは主に屋根、外壁の修繕工事になっております。また

13‐01 委託料に単価替設計委託料及び工事監理の委託料といたしまして 117 万 7,000 円を

計上してございます。続きまして予算書の 89 ページをご覧ください。04 児童福祉施設建設

費、0395 保育園建設費についてご説明いたします。予算額につきましては 4,443 万 4,000
円となってございます。こちらにつきましては木下保育園建設事業に係わるものとなって

おります。こちらも主な支出のみにつきましてご説明いたします。こちらも主要事業の概

要等調書の 18 ページも一緒にご覧ください。13‐01 委託料に 3,974 万 8,000 円を計上し

てございます。こちらにつきましては実施設計業務委託、地質調査業務、建設用地管理業

務等の委託料となってございます。続きまして 22‐01 補償・補填及び賠償金に 415 万 3,000
円を計上してございます。こちらにつきましては建設用地に係わる西天竜改良区への保証

料になります。その他の歳出につきましては予算書に記載してあるとおりでございます。 
○小林こども相談室担当係長 引き続きまして 05発達支援費のご説明を差し上げたいと思

います。0396 子ども・子育て支援事業費、本年度予算額 3,138 万 3,000 円を計上してござ

います。01 報酬ですけれども非常勤職員の報酬になっておりまして、教育相談員とそれか

ら子育て支援ネットワーク協議会の委員報酬になってございます。おめくりいただきまし

て 90 ページになります。13 委託料、01 委託料になります。病児・病後児保育委託料、こ

ちらは上伊那生協病院でのいちごハウスの委託料になります。2,422 万 3,000 円の計上にな

ってございます。19 負担金、補助及び交付金、01 負担金でございます。病児・病後児保育
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事業運営費負担金になります。こちらは伊那中央病院敷地内に開設された病児保育施設の

アルプスの運営費に係る負担金でございます。続きまして 0397 相談支援事業費でございま

す。こちらは本年度予算額 15 万 7,000 円になっています。 
○福島子育て支援担当係長 続きまして0398児童発達支援事業費について説明させていた

だきます。こちらは三日町保育園に併設されています箕輪町子ども発達支援事業所「若草

園」の運営費と事業に関する予算になっております。昨年度比 450 万 3,000 円の増という

予算ですけれども、こちらは主に人件費に係わる増になっております。そのうち報酬の方

が 644 万 3,000 円、こちらは通常保育士、看護師、代替の保育士、あと児童発達支援管理

責任者の分になっております。それ以外については備品購入費、昨年度は 0 でしたけれど

も今年はプールのボール等遊具の劣化がありましてそちらの購入と身長体重計に関しまし

て購入するということで 24 万 2,000 円盛らせてもらっております。 
○前島子育て支援係長 引き続きまして歳入の方を説明をさせていただきます。説明書の

方 20 ページにお戻りいただきたいと思います。すみません、15 ページの 14 款 分担金及

び負担金でございます。下の段になりますけれども 03 民生費負担金のうち 02 節 児童福

祉費負担金でございます。こちらが 2 億 1,329 万 5,000 円ということで計上してございま

す。こちら保育園に係る利用者の負担金、現年分、滞納繰越分、特別保育分になります。

そのほか保育園広域入所負担金ということでこちらは他市町村のお子さんが箕輪町の保育

園をお使いになったときの他市町村から入る負担金になってございます。その下が病児病

後児保育利用負担金ということで 464 万 4,000 円、こちらは辰野、伊那、南箕輪のお子さ

んが使われた際の負担金分となってございます。おめくりいただきまして 16 ページの 09
相談支援事業費負担金 15 万 7,000 円、それから児童発達支援事業費負担金 1,524 万 5,000
円でございますが、こちらは相談支援事業それから若草園児童発達支援事業につきまして

国民健康保険連合会からの収入分となってございます。ページおめくりいただきまして 20
ページでございます。16 款 国庫支出金のうち 03 民生費国庫負担金でございます。02 節 

保育園運営費負担金でございますが、こちら子どものための教育・保育給付費負担金とな

っております。こちらは認定こども園等を利用されるお子さんについて町から施設に給付

した部分につきまして、国からの負担金分 109 万 5,000 円を計上してございます。その下

03 児童手当費負担金でございます。こちらが 2 億 9,274 万 4,000 円でございますが、こち

らも児童手当を支給した額に対しまして国からの負担金ということで計上してございます。

その下の段になりますけれども、02 項 03 目の民生費国庫補助金分になります。02 節 児

童福祉費補助金ですが 1,335 万 9,000 円を計上してございます。こちら子ども子育て支援

事業補助金、主な事業としましては子育て支援センターでの地域子育て支援拠点事業、そ

れから子ども・子育て支援事業費でございます。利用者支援等につきましての国からの補

助金となってございます。その下、12 の子ども・子育て支援体制整備補助金でございます

が、こちら 12 万円ですがこちら保育士の研修についての国からの補助金となってございま

す。次のページ、21 ページ、中ほどの下になりますが、同じく国庫支出金のうち目 10 の教
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育費国庫補助金のうち 01 節 幼稚園就園費補助金でございます。こちらが 79 万 5,000 円

ですけれどもこちら幼稚園を利用されているお子さんについて町から補助金を出させてい

ただいておりますが、こちらについて国からの補助金ということで 79 万 5,000 円計上して

ございます。続きましておめくりいただいて 23 ページ第 17 款 県支出金のうち 03 目 民

生費県負担金でございます。02 節 保育園運営費負担金ですが、こちら先ほど国のところ

でもご説明しました子どものための教育・保育給付費県負担金でございます。認定こども

園を利用されているお子さんについての補助金に係る県負担分ですが 109 万 5,000 円を計

上してございます。同じく 03 児童手当費負担金でございます。こちらも児童手当給付に係

る県負担分ということで 6,356 万 8,000 円を計上してございます。おめくりいただきまし

て 24ページ、県支出金中ほどになりますけれども 02節 児童福祉費補助金でございます。

こちら 01 の子育て支援総合助成金 20 万 7,000 円でございます。こちらは産休代替保育士

の費用につきまして県からの補助金となってございます。その下、子ども・子育て支援事

業補助金でございますがこちらは先ほど国でもございましたけれども子育て支援センター

事業、それから子ども・子育て支援事業についてそれぞれの補助金ということで 1,323 万

9,000 円を計上してございます。その下、多子世帯保育料減免補助金でございます。こちら

は第 3 子以上のお子さんが保育園を利用した場合に保育料減免しておりますけれども、そ

ちらにつきまして県からの補助金ということで 387 万円計上してございます。その下の木

質空間整備事業補助金でございます。こちら保育園の方でみのわっ子チャレンジ事業の中

で丸太のイスですとか県産材を使った渡り棒というか平均台等を購入したいと考えており

まして、それにつきまして県の補助金がございますので 28 万 9,000 円ということで計上し

てございます。続いて 30 ページでございます。19 款 寄附金でございますが民生費寄附金

の部分でございます。保育園運営費ということで子ども育成指定寄附金として計上してご

ざいます。次のページ 31 ページのふるさと応援基金繰入金の部分ですけれども中ほどに

0380 保育園運営費に 906 万 5,000 円ということですみません、その上の 0377 読育推進事

業費、それから 0380 保育園運営費ということでそれぞれ充てさせていただいております。

備品それから絵本購入等に充てたいと考えております。それから続いておめくりいただい

て 34 ページ 22 款の諸収入でございます。こちらの 34 ページの一番下の段になりますけれ

ども、01 雑入のうち 06 節 保育園職員給食費負担金でございますがこちら 918 万円とい

うことで計上をしてございます。その次のページ 35 ページですけれどもこちらも諸収入の

うち 09 節 雇用保険料本人負担分でございます。中ほどにございますが 0372 子育て支援

センター事業費、それから保育園運営費、子ども・子育て支援事業費、児童発達支援事業

費、こちら非常勤職員に係る雇用保険料の本人負担分ということでそれぞれ計上をさせて

いただいております。おめくりいただいて 38 ページでございます。諸収入のうち 20 節の

雑入になりますけれども 38 ページの上から少し下がったところですけれども、0372 子育

て支援センター事業費に充てる部分としまして子育てイベント参加者負担金それから保育

運営費の中になりますが土曜保育、希望保育等の通園者おやつ代、それから保育園太陽光
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発電の電力販売料、それから園児用名札代、それから証明書の発行手数料、それから若草

園利用者の給食代、その下保育実習謝礼金ということで子ども未来課に係る部分計上をさ

せていただいております。 
○三井保育園施設係長 41 ページをご覧ください。23 款 町債、01 町債のうち 03 民生債、

02 の保育園整備事業債に 810 万円を計上してございます。01 の保育園建設事業債に 3,150
万円、こちらは 0395 保育園建設費、木下保育園建設事業に係わるものです。続きまして

02 保育園整備事業債に 4,860 万円を計上してございます。こちらは 0381 保育園施設整備

費の空調設備設置工事、三日町保育園園舎長寿命化工事に係わるものになってございます。

以上で平成 31 年度箕輪町一般会計予算の子ども未来課分の説明を終わります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明終わりましたので質疑を行います。質疑をお

願いします。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 先ほどの保育支援システムの導入ですけれども、具体的などんな

ものなのかっていうことと、今回見積った部分のある程度こういうものっていうのを具体

的な機種とかそういうのが方向が決まっているのかということと、それだったら初期費用

とランニングコストはどんな状況なのかっていうのをお伺いいたします。それともう一つ、

予算には出てきているのかどうかわかりませんけれども、第 2 期子ども子育て支援計画と

いうのを策定しますというんだけど、この内容というか具体的にまだ決まってなければで

すけど、その内容をお伺いいたします。それからみのわっ子チャレンジ事業というのはも

う少し具体的にお願いをしたいと思います。それから保育料なんですけれども、今回とい

うか来年の入園児の状況を前年に比べてどんなふうに見積もったのかということと滞納と

いうかそれが増えてるのか減ってるのか、そんな状況と改定をする見込みがあるのかどう

かということも合わせてお願いをしたいと思います。認定こども園に通っている子どもの

数、それから幼稚園に通っている子どもの数を教えてください。それとちょっと細かいで

すけれども主要事業の概要 18 ページのところにあります 0372 の子育て支援センター事業

費、それから 0380 の保育園運営費というののこの予算額というのが予算書と違うんだけど

そこら辺のところどういうことなのか教えてください、以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 まず保育支援システムに係る部分でございますが、まずどういっ

たものかというご説明ですけれども各教室の担任保育士の方に 1 台ずつタブレットを持つ

ような形になります。それからデータを管理する本体のパソコンは現在ある保育園に支給

されているパソコンの方に導入できるものでございまして、それからあとは保育園の降園

の際にタッチパネルで保護者の方が来たときにその子の名前を押すと自動的に登園、降園

の記録がつくような形のものを想定してございます。それぞれの保育士が手元に持ってい

るタブレットなんですけれども、担任のセキュリティーもありますので担任の保育士が暗

証番号等入れると起動するというような形になります。その中で本体の方に子どものそれ

ぞれの児童台帳という記録を入力していくことでそれぞれの担任の端末の方でもその子に
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ついての情報がそのクラスのお子さんについての情報が見れるような形になります。それ

から日々の記録でございますけれども、お子さんの記録の様子もタブレットを入力するこ

とでお子さんの日々の記録が残っていくようになっております。今現在全部保育士紙の方

で記録をしておりまして出席、それぞれ出席簿ですね。それを計算をして小学校にあげる

保育要録等に出席率ですとかそういったものを毎月、毎年度、最終的には卒園のときにあ

げるような資料作るんですけども、それがそれぞれの集計で手計算というような形で今や

っている状況ですがこのシステム作りますと日々の記録でもって最終的な出席率ですとか

（聴取不能）記録が打ち出せるような形になってまいります。それからお子さんの発達に

応じて記録をつけていくようなものがあるんですけれども、大本の保育指針というものが

あるんですが、それに基づいて発達段階を記録をしていくんですけれども元の保育指針の

改定があった場合、システムにそれが反映されましてそれに沿った発達記録がつけていけ

るというようなものになってございます。それから保育園の方で健康診断ですとか成長記

録をしておりますけれども、身長体重の記録ですとかもタブレットを使って入力していく

ことで経年のそのお子さんの成長記録、健康診断の結果も入力が進んでいくようになって

おります。そのほかには初期投資ですけれども本体はパソコン等は今現在あるものを使え

るということでございます。それからタブレットと保守のソフト、タブレットの導入が 1
台 3 万 4,000円ということで計上しておりましてランニングコストは一つの ID というのが

保育園に付与されるのでそちらが各保育園に月々2 万 3,000 円の 1 年で 27 万 6,000 円とい

うことで 30万円弱の保守というかで初年度の導入以降はそれがかかってくるふうになりま

す。続いて子育て支援事業計画の第 2 期についてですけれども、子ども子育て支援計画の

第 2 期の改訂についてですけれども、1 月にアンケートを就学前のお子さんがいる世帯にア

ンケートを配付をしまして現在集計を進めているところでございます。その集計に基づき

まして保育子育て支援の利用ニーズを分析をいたしまして新しい 31年度の中でその利用ニ

ーズに基づいて第 1 期から改定が必要な部分ですとか追加が必要な部分の計画について子

育て審議会の方たちを中心に計画を立てて 31 年度中に計画策定で 32 年度からの新たな計

画に基づいて事業を行っていくというようなことで予定をしてございます。それからみの

わっ子チャレンジ事業についてですけれども、こちらは各子どもたちの「ものづくりのま

ち・みのわ」ということで子どもたちの見たい、知りたい、やりたいという好奇心をより

育てる保育ということを目指して各保育園で今計画を立てているところです。それぞれの

園の特徴を生かした、例えばやまほいく認定を受けている園であれば地域の環境を生かし

た外遊びですとか実際の体験を通した保育を取り入れてしていくですとか、あと沢保育園

ですと今年も取り組んでますプレミアムフライデーというような形で園の中の遊びを取り

入れながら子どもたちが好奇心を持って取り組める保育というようなものを目指していき

ます。それから先ほどもありましたが木質空間整備事業ということで木を使った遊具です

ね、丸太の椅子ですとかそれから渡り棒というようなものを取り入れまして体を使って木

に触れ合いながら遊べる保育というものも一つみのわっ子チャレンジで取り組んでいきた
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いと思います。そのほかには箕輪町地域の人材としまして経験豊かな人材がいらっしゃる

ということでぜひ保育園の方でもそういった方に来ていただいてものづくりの体験ですと

かそういったところをご支援いただけるようなことができればというふうに考えておりま

す。保育料につきましてですけれども、入園希望の人数につきましては現状では 830 人弱

という、を少し超える約 830 人というような人数の希望をお受けしております。保育料に

つきましては来年度 10 月から 3歳以上のお子さんについて無料になっていくというような

ことで今国の方からも方針を示されてございます。町の方でもこれから検討してまいりま

すけれども 10 月からは 3 歳以上のお子さんについての保育料、それから 0 から 2 歳児につ

いては非課税世帯について保育料の無償化ということで言われておりますのでそちらの対

応が必要になってくるかと考えてございます。保育料滞納状況でございますが、現在保育

園に通われているお子さんについては納入が遅れているような方についてはご連絡を取ら

せていただいて主には児童手当を振り替えていただいて保育料に充てていただくというこ

とができますのでちょっと申し出の書を取らせていただいて児童手当から保育料に充てて

いただいている状況です。卒園されたお子さんについても中学校までは児童手当が支給に

なるということでお願いをしてそちらから保育料滞納分について充てさせていただいてお

ります。それから認定こども園、幼稚園に通われるお子さんについてですけれども、新年

度につきましては伊那の緑ヶ丘幼稚園の方で今現在 7 人希望が出てきております。そのほ

か天使幼稚園と岡谷の聖母幼稚園の方で 1 人ずつということでお話をいただいております。

幼稚園のお子さんについてはちょっと新年度になってからの幼稚園就園奨励費の申請にな

っておりますが、今年度は 15 人のお子さんが通われておりまして新年度も同等くらいの人

数ということで見込んでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 すみません、先ほど 31 年度の一般会計特別予算の主要事業の概要

等の調書のところの子育て支援センター事業費と保育園運営費の総額が違うのではないか

というご指摘いただきましたが、申し訳ございません、説明書の方が正しいので金額が間

違っておりまして申し訳ございませんでした。 
○小出嶋委員 0372 が 1,889 万 1,000 円。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 すみません、0372 の子育て支援センター事業費の総額は 1,889 万

1,000円でございます。それから 0380 の保育園運営費の方でございますけれども 7億 6,459
万 9,000 円でございますので申し訳ございませんでした。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 保育料の関係なんですけどそういうことで 10月から無料というこ

となんだけれど、民生費の負担金の分は去年の予算額よりも多くなっているんだけど、そ

こら辺のところはどういう状況なのかというのが一つと、それから先ほどの保育支援シス

テムなんですけど、登園した時にタッチしてというようなのなんですけど、その他に保護
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者との通信というかなんかそういう機能というのもあるんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 まず保育料につきましてはまだこの予算をつくるときには国から

正確な情報が来ておりませんでした。ですのでこの予算につきましては通常の保育料をい

ただくということで予算をつくらせていただきました。今後国の方からも状況変わってき

ておりますので、それに伴ってまた補正をお願いしたいというふうに思っております。そ

れから保育支援システムの方でございますけれどもこちらの方は保護者とのメールのやり

とり等もできるシステムはもっているというものもありますけれども、町のもみじちゃん

メールを今活用しておりますのでそちらの方で対応できればなというふうには思っており

ます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 食材を朝搬入してくるということだけど、その受け入れというの

は職員がやってるわけ。そうでなくて納入業者が冷蔵庫みたいなのがあって保管してくわ

けかどうかをちょっとお聞きしたい。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 業者のほうがここに入れるっていう場所が決めてありまして、そ

ちらのほう鍵を開けて入れていかれるということになっております。それを温度管理もあ

りますので今度は職員のほうが冷蔵庫の方に入れるという状況をつくっております。 
○９番 唐澤千洋委員 もう一つ。食器の買い替えが 200 万なにがしかあるんだけど、こ

れは一斉にやるわけ、各園。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 食器につきましてはそれぞれの食器に更新年月が決まっておりま

すので計画を立てて順次更新をしております。各保育園同じ時期に更新をかけていくよう

にしておりますので、更新時期が来たものについてそれぞれ更新をしております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。松本委員 
○１１番 松本委員 85 ページの報償費のところなんですが子育てイベントの講師の謝礼

のところなんですが、これは具体的には複数の講師になるのか、あるいはどういうような

講師なのか、具体的に分かるところだけでいいですので。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 子育てイベントの講師ですけれども複数の講師の方を予定してお

ります。例えば童歌を取り入れたふれあい遊びの講師の方ですとか、それからお母さんの

ためのヨガの講師の方ですとか、そういったイベントにそれぞれ講師をお招きして支払い

するものということで計画しております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にございましたら。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 84 ページのところの子育て支援サイトの更新保守委託料というの

が盛ってあるわけですが、更新するということですけどどんなふうなところに重点を置い
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て更新を考えているのか、そして更新するに当たって利用している人たちの意見みたいな

ものアンケートとか何か取って反映してるのか、その辺の利用者の反映をどういうふうに

しているのかということと、どんなところを重点にして更新を考えているかお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 現在、独自でサーバーを持っておりましてサーバー更新というこ

とで金額がこうなってきてしまっておりますけれども、いいね！みのわっ子のサイトなん

ですが保育園の方でお子さんの保育の様子を頻繁に今園長の方で載せています。月平均大

体 7,000 回くらいのアクセスがありまして、ホームページと比べても遜色のないくらいの

アクセスをいただいております。サークルの活動等もそちらに載せさせていただいていて

箕輪町の子育て支援を発信する場としては大変有効なツールかなというふうに考えており

ますので未来課としては今のスペックというか今くらいの機能も持ったサイトとそれから

写真の更新が今こちらの方でできない、枠の主なデザインの更新ができない状況でちょっ

と古い写真が載っておりますのでそういった写真の更新もタイムリーに新しいものが出来

るようにこちらでできるようなものがいいかなというふうに考えておりますし、引き続き

保育園それから子育て支援の方の情報が載せられるようなものをというふうに考えており

ます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 特に利用者の声の反映みたいなものは考えてないということです

かね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 そうですね、保護者の方のご意見ですとか、それから子育て支援

センターに見えてるお母さんですとか、更新というふうになればどういったものが使いや

すいかというようなアンケートを取れればいいかなというふうには思っております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 アンケートを取ったりしながら利用者の方の使い勝手というか、

そういうことも配慮しながらお願いしたいと思います。それから先ほどの保育料の方のと

ころの関連のあれなんですけど、昨年度に比べると増やしてあるんですけれども保育料の

ね、収入。結局、保育料改定するわけじゃないと思うので人数ですよね。未満児のところ

をどういう予測でやったのか、もちろん 10 月 1 日からの改定であれですけど、見込みとし

たときにどういうふうな見込みでその辺の数字をはじいたのか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 この予算を組む時点では国の方針もまだ決定をしておりませんで

したので一応財政とも相談をしまして 10月から無償化分も含めた人数ということで計算を

してございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 予算昨年に比べて増やしてあるんですけれども、未満児が増えて
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おります。未満児が増えるということは保育料も未満児の方が高いですのでそちらの関係

で増やさせていただいているという現状でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 空調の工事ですけど、いつ頃完成予定でしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○三井保育園施設係長 空調の工事につきましてですけれども、現在設計しているところ

でございます。予定では 4 月に発注しまして 7 月までには完成できればとは思っておりま

す。今やはり空調工事集中しておりまして、エアコンの確保が難しいという話ございます

が、町内の業者に確認というか聞いたところ、そんな台数につきましては上古田が 6 台、

長田が 5 台、東みのわが 6 台になります。数が多いわけではないのでそのくらいの台数は

確保できるんじゃないかというふうに伺っております。ですので予定どおりでいけば 7 月

までには竣工できるかなと思っております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 一つ、木下保育園の今後ですけれど、土地の見通しも

ついたりその後住民への説明といいますか、設計部分でもう発表になっていくのか、それ

とも住民の要望とかどこかの時点でお聞きしていただいていれるとかということは計画が

ございますか。係長 
○三井保育園施設係長 住民もしくは保護者会の説明のタイミングということでございま

すけれども、基本的にはこちらで設計の大枠をつくりましてそれを元にお示しした中でこ

こはこうしてほしいとかこうした方がいいんじゃないかっていう部分を検討させていただ

くというふうに考えております。ですのでいただいた意見をそのまま設計に反映していく

ということではなく、それをいただいた中でまた精査して反映できるものはしていくとい

うふうに考えております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 保護者の方は利用する方でありまして場所については

できることで満足ができると思いますが、一番あれなのは住民の方であそこにできること

が区が探して出来て決定したと、その区とのすり合わせがあまりよくなくて未だにもう少

し北のほうが良かったとか、いろいろな近隣のご意見が伝わってきます。設計の段階でな

るべく奥の方に園舎がいくとか幅を広く道をとるとか具体的に納得いかれるようなことで

保育園、未来課が間に入るというか区はいいと言ったけれど住民がっていうものが未だに

あるのでその辺の保護者より近隣を、保護者も大事ですけども近隣のご意見を最大限に設

計に生かせるような手立てを順序としてとっていただければありがたいかなと、そんなふ

うに思ってます。係長 
○三井保育園施設係長 昨年度住民説明会をした際にもやはり地域の方から園舎の位置に

ついて送り迎えの騒音だとか車の交通量が増えるということで意見をお伺いしております

のでそれは最大限考慮しながら設計の方進めさせていただきたいと思います。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 終了でよろしいですか。採決を。質疑は終わってよろ

しいですか。 
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 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは討論ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 17 号 平成 31
年度箕輪町一般会計予算、子ども未来課に係わる案件につきまして原案のとおり可決する

ことにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め原案のとおり可決することに決定い

たしました。その旨を本会議でご報告をさせていただきます。 
【子ども未来課 終了】 

 
③学校教育課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは休憩に引き続きまして福祉文教常任委員会審

査を行います。それではまず学校教育課に係わる案件を議題といたします。議案第 2 号 平

成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）につきまして細部説明をお願いいたします。

課長 
○柴学校教育課長 議案第 2 号 箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）の学校教育課に係わ

る部分の説明させていただきます。補正予算書の 2 ページをお開きください。まず教育費

に係わる歳入でございますが、関係するのが 16 款の教育費国庫補助金でございます。2 ペ

ージは国庫補助金でございますけれども、この中で冷房設備の対応交付金事業が内示があ

ったためにマイナスの 643 万 8,000 円を減額してあります。詳細については下段の事項別

明細書の方で説明させていただければと思います。歳出ですが 4 ページをご覧ください。

教育費の中で学校教育課に係わる部分ですが、小学校費4億5,763万7,000円を254万8,000
円の増額補正でございます。これは光熱水費、工事請負費等の内容でございます。中学校

費 1 億 9,413 万 8,000 円を 114 万 3,000 円の増額補正になっております。部活動の補助金

等の増でございます。それと青少年健全育成費の学童クラブ運営費で 3,681 万 5,000 円を

247 万 7,000 円の増額補正ですが、過年度の国庫支出金返還金の増でございます。それと 5
ページをおめくりください。第 2 表の繰越明許費補正でございます。下から 4 行目と 3 行

目の教育費のところでございます。小学校費で冷房設備対応臨時交付金事業空調設置事業

として 2 億 1,381 万 5,000 円、中学校費で 8,970 万 5,000 円を明許繰越として繰り越すも

のでございますのでよろしくお願いします。進めている工事の状況でございますが、機器

の納入、変電設備の増設、作業員の確保など厳しい状況ですが 7 月末を目標に進めており

ますのでよろしくお願いしたいと思います。詳細については担当の係長の方から説明をい

たします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○井上教育総務係長 補正予算の詳細につきましてご説明の方させていただきます。お手



 
 

平成３１年３月定例会福祉文教常任委員会審査 

-37- 
 

元の補正予算書の 12 ページをご覧ください。初めに歳入の関係でございます。16 款の国庫

支出金の関係でございます。10 目の教育費国庫補助金の関係ですけれども、先ほど冒頭の

ほう課長の方からも説明ありましたとおり冷房設備対応臨時特例交付金の 643 万 8,000 円

の減額補正ということでございます。12 月の補正で歳入の方の補正の方をお認めいただき

まして、こちらこのときの補正予算ですけれども普通教室、特別教室に合わせまして管理

諸室の方も含んでいるものでございました。2 月 1 日になりますけれども国の方から交付決

定の方まいりましたが、普通教室、特別教室のみが補助金の対象になるということでなり

まして当初 6,705 万 1,000 円を見込んでいたものでございますけれども、交付決定につき

ましては 6,081 万 3,000 円ということでありましたのでここで 643 万 8,000 円を減額させ

ていただくものでございます。ではおめくりいただきまして 34 ページをご覧いただきたい

と思います。 
続きまして歳出の関係でございますけれども 10 款 教育費の関係でございます。10 項 1

目の 1005 小学校管理費の関係でございます。合計いたしますと 254 万 8,000 円の増額補正

でございます。内容ですけれども 11 節の 05 細節 光熱水費でございます。93 万 5,000 円

の増額でございます。こちらにつきましては昨年の夏になりますけれども大変猛暑でござ

いました。学校の方でプールの使用に当たりまして水温が 30 度超えてしまうとプールの使

用に適さないということでありましたので、水道水で温度を下げるといったような対策の

方行ってまいりました。その分の水道料の増加等ということでございます。続きまして 11
節 工事請負費の関係でございますが 161 万 3,000 円の増額補正でございます。内容につ

きましては東小学校の燃料タンクの取替工事また北小学校の中校舎北面の端壁面修復工事

ですね。東小学校のタンクの関係ですけれども、こちらタンクが非常に老朽化しておりま

して灯油がちょっと少し漏れるという状況でございますのでこれの取替、また北小学校の

壁の修繕ですけれども壁の面がですね、ひび割れております。こちらにつきましては施設

監査のときの指摘事項でありますので、ここで補正をお願いするものでございます。続き

まして 03 項 01 目の中学校管理費の関係でございます。こちらにつきましては補正額 0 で

ありますけれども先ほどの歳入の関係の減額補正に伴いまして財源の組替ということにな

っております。続きまして 02 目 中学校教育振興費の関係でございますが 11 節 02 細節の

補助金の関係でございます。114 万 3,000 円の増額ということですけれども、こちらにつき

ましては部活動の県大会以上の出場補助金の増という形でございます。11 月から 1 月にか

けましての新人戦の県大会の関係、また全国大会への出場の関係、合唱団だとかフィギュ

アの関係、また陸上、吹奏楽といったもので出場のほうございましてこちらの方の補助金

ということで増額させていただいております。続きまして 06 項 03 目の学童クラブ運営費

の関係でございますが、こちらにつきましては 247 万 7,000 円の増額補正ということでご

ざいます。23 節の 01 細節ですね、償還金利子割引料の関係でございます。こちらにつきま

しては学童の運営につきまして子ども子育て支援交付金といった交付金の方をいただいて

おります。国の方からいただいております。これは学童クラブの運営に対します交付金と
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いったものでありますけれども、平成 29 年のときのですね、交付いただいた額につきまし

ては 1,347 万 8,000 円ということでございまして、平成 29 年度中に収入という形になって

おります。平成 29 年度の 3 月末にですね、実績報告の方を行いました。このときに最終的

に額が確定しましたのが 1,100 万 1,000 円でした。この差分につきまして 247 万 7,000 円

という形になりますけれどもこれが国の方へ還付するという形になります。平成 29 年につ

きましては既に決算済みという形になりますので平成 30年度の歳出の中から歳出還付させ

ていただくということで今回補正させていただくものでございます。以上、今回の補正予

算につきまして詳細につきまして説明の方は以上になります。よろしくお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは細部説明終わりましたので質疑を行います。

ご質問ありましたらお願いします。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 小学校と中学校の冷房設備ですけれども、事業の方は予定通りや

るということでいいですね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○井上教育総務係長 先ほど繰越明許費の関係のお願いもさせていただきました。工期に

つきましては現在発注しまして我々としましても 3 月のやっぱり春休み中の工事が一番作

業としては学校側の運営に影響がなくできるタイミングかなというふうに思っております。

業者の方もですね、材料の手配だとか人の手配だとかということで非常に調整をいただい

ておりまして、特に学校の運営に影響がある教室内の工事につきましてはこの春休み中の

中で完了していくものというふうに予定をしております。学校の外ですね、例えば室外機

だとかキュービクルの関係につきましてはやはりちょっと材料の手配だとかですね、人的

な部分もちょっと若干ありますけれども、もう少しちょっと後ろにものの搬入がいってし

まうかなというところも見えてまいりましたのでここで繰越補正の方をいたしましてまた

補正の方をお認めいただけましたら契約変更の方をいたしまして工事のほう進めていきた

いというふうに考えております。いずれにしても今回の目的が夏の暑い時期前までにエア

コンが稼働できるというところは我々もそうですし、受注いただいている業者さんの方も

認識していただいておりますので少なくとも 6 月いっぱいまたは 7 月の早い段階までには

エアコンが稼動できるような形でということで進めているという状況でございます。以上

です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 交付金が来なくてもということ。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○井上教育総務係長 今回国の方の交付金につきましては管理諸室は対象になりませんで

した。管理諸室は職員室だとか事務室だとか校長室といったあたりになりますけれども、

こちらにつきましては同じタイミングで工事の方をした方が経費的にも安くなったりだと

か、また先生方の環境というところも教育としては非常に大事なところかなというふうに

思っておりますので、そちらにつきましては財政だとか理事者とも相談いたしまして補助
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金は来ませんけれども起債だとか町の単独費用の方で設置していくという形で進めている

ところでございます。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。よろしいですか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 なければ討論を行います。討論ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認めそれでは採決をいたします。学校教育

課に係わる議案第 2 号 平成 31 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）につきまして原案

のとおり可決することにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたのでそ

の旨本会議でご報告をさせていただきます。 
 続きまして議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算、学校教育課に係わる案件を

議題といたします。細部説明をお願いいたします。課長 
○柴学校教育課長 議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算の学校教育課に係わる

部分を説明させていただきます。予算に関する説明書で説明をいたします。1 ページをご覧

ください。学校教育課に係わる歳入でございますけれども 14 款の分担金、16 款の国庫補助

金、17 款の県支出金、18 款の財産収入及び 19 款の寄附金、22 款の諸収入がございます。

詳細については後ほど説明をさせていただきます。歳出でございますが 2 ページをご覧く

ださい。教育費の全体では平成 30 年度より 7,169 万 6,000 円増の 8 億 9,600 万 3,000 円で

学校教育に係わる部分では 2,379 万 7,000 円増の 5 億 5,129 万 1,000 円と青少年健全育成

費の 1,968 万 8,000 円の増で 4,348 万 5,000 円ほどの増額になっております。教育総務費

ではマイナス 761 万 5,000 円減の 1 億 9,123 万 2,000 円で内容としましては報酬とか給与

の人件費の減でございます。小学校費では 1,805 万 7,000 円増の 2 億 5,091 万円で主な理

由は児童用タブレットのリース料、今回は北小の 35 台とか標準学力調査等の増でございま

す。中学校費では 1,335 万 5,000 円増の 1 億 914 万 9,000 円で主な増の理由は生徒用タブ

レットリース料の更新するリース料や標準学力調査、ICT の利用する大型提示装置の更新

等でございます。説明書の 150 ページの青少年健全育成費でございますけれども、学童ク

ラブの北部教室の改修費を 1,675 万 1,000 円ほど計上しております。これについては子ど

も・子育て整備補助金、国県の 3 分の 1 の補助金を利用して改修を行うものでございます。

詳細につきましては係長の方から説明をいたしますのでよろしくお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○井上教育総務係長 では説明書の細かい部分につきましてご説明の方させていただきた

いと思います。はじめにおめくりいただいて 16 ページをご覧ください。14 款の分担金及び

負担金の関係でございます。02 項 03 目の民生費負担金の関係でございますけれども、これ

すみません、ページに跨っているのでありませんが、02 節の児童福祉費負担金の関係にな
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っております。こちらにつきましては学童クラブの運営費負担金現年分、また学童クラブ

運営費負担金滞納繰越分ということでそれぞれの金額の方を計上させていただいておりま

す。これは学童クラブの保護者の皆さんから学童クラブの運営ということでいただく負担

金の関係になりますが、前年度とほぼ同額ということで計上の方させていただきました。

続きましておめくりいただきまして 21 ページをご覧ください。続いて 16 款 国庫支出金

の関係でございますけれども、02 項 10 目になりますが教育費国庫補助金の関係でございま

す。02 節の小学校費補助金につきましては 115 万円ですね。特別支援教育修学奨励費の補

助金ということでこちらにつきましは 2 分の 1 補助ですが計上しました。続いて 03 節も中

学校費補助金の関係ですが、同じく特別支援教育就学奨励金の補助金、こちら中学校分に

なりますけれども計上の方してございます。04 節になりますが社会教育費補助金の関係

106 万円の収入を見込んでおります。こちらにつきましては子ども・子育て支援事業の補助

金、こちらについては学童クラブの運営費分になります。国は 3 分の１補助になります。

続いて子ども・子育て支援整備補助金ということでこちらは北部教室の改築分になります

けれども、これが国の方の補助金 3 分の 1 補助ということで 558 万 3,000 円ということで

合計して 806 万円の歳入の方をみてございます。続いておめくりいただきまして 26 ページ

をご覧ください。17 款の県の支出金の関係でございます。02 項 10 目になりますけれども

教育費県補助金ということで 368 万 5,000 円の収入ですかね、806 万円の収入を見てござ

います。こちらにつきまして先ほどの国の補助金の関係と一緒ですけれども、子ども・子

育て支援事業補助金、学童クラブの運営に係る費用分、県の補助金として 3 分の 1、子ども・

子育て支援整備補助金、北部教室の改築分の 3 分の 1 の補助、県の補助ということでみて

ございます。続きましておめくりいただいて 28 ページをご覧ください。続いて 18 款の財

産収入の関係でございます。01 項 01 目になりますけれども財産貸付収入ということでござ

いますが、こちらについては 01 節の 03 細節になりますが教職員住宅の貸付収入、現在学

校教育課の方ではメゾンみんのわ、また三日町の教職員住宅を保有してございますけれど

も、こちらの家賃収入ということで 109 万 3,000 円を見てございます。これは前年とほぼ

同額という形でございます。続いて 02 目ですね、利子及び配当金の関係でありますけれど

も 13 細節になりますが米山教育振興基金の運用収入ということで 5,000 円、また 14 細節 

やまと教育振興基金運用収入として 2,000 円見てございます。こちらについては利子分の

現在の基金にしております分の利子の収入分ということで来年度につきまして基金の方へ

積み立てするつもりで歳入のほう計上してございます。続いて 1 枚おめくりいただきまし

て 30 ページをご覧ください。続いて 19 款の寄附金の関係ございます。1 項の 10 目ですね、

教育費の寄附金の関係ですけれども寄附金として予算の区分上、設けさせていただくとい

うことで 1,000 円の予算のほうを計上してございます。次のページ 31 ページになりますけ

れども、続いて 20 款の繰入金の関係でございます。02 項の 09 目になりますけれども米山

振興基金の繰入金ということで 75 万円の収入の方を見てございます。前年度比 37 万 5,000
円の増という形になっておりますけれども、米山振興基金の繰り入れということで中学校
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の海外研修の補助金の関係で財源としていきたいというものでございます。現在も行って

いるものですけれども海外研修に行く方お一人に対して 15万円の補助の方を行っておりま

す。ここで 5 人ということで見込ませていただきまして 75 万の歳入を見込みました。平成

30 年度につきましては米山振興基金とですね、やまと教育振興基金とで 37 万 5,000 円ずつ

という形で繰り入れていたものでございますけれども、米山振興基金の基金の目的という

ところにも沿うという形で来年度につきましては中学校海外研修については米山振興基金

の 75 万で財源としたいという考えで予算計上してございます。続きまして 35 ページをご

覧いただきたいと思います。22 款の諸収入の関係でございますが、05 項の 01 目の雑入の

関係でございますけれども 09節 雇用保険本人負担分ということで学校教育課に属してい

ただきます非常勤さんたちの雇用保険の歳入分ですね、34 万 9,000 円を見ております。内

容としては庁務さんだとか給食調理員さんだとか特別支援教育支援員さんなどでございま

す。続いて 1 枚おめくりいただきまして 36 ページをご覧いただきたいと思います。同じく

20 節になりますけれども雑入の関係でございますけれども、07 細節ということで公衆電話

使用料 5 万円の収入のほう見込みました。また、雑入の関係いくつか項目がありまして中

学校の公衆電話設置、また 39 ページになりますけれども小中学校の太陽光発電電力下から

8 行目くらいですかね、39 ページの下から 8 行目くらい、小中学校太陽光発電の電力販売

料ということで 110 万 3,000 円、またその下になりますけども教職員住宅の共益費という

ことで 2 万円の雑入の方を見込んでいるといったものでございます。おめくりいただきま

して 41ページをご覧ください。続いて 23款の町債の関係でございますが 01項の 10目 教

育債の関係でございます。歳入といたしまして 3,190 万円の歳入のほう見込んでいますが、

うち学校教育課に関するものとしては 1,250 万円の歳入でございますけれども、学童クラ

ブの運営費ということで充当を予定していますが北部教室の改築分の起債の借入れという

ことで予算のほう計上させていただいております。歳入につきましては以上のとおりでご

ざいます。 
 続きまして歳出の方のご説明の方させていただきます。ページで言いますと 55 ページを

ご覧ください。はじめに 2 款の総務費の関係で学校教育課所管の歳出の方ございますので

説明いたします。01 項の 05 目の 13 節になりますけれども委託料の関係でございます。上

から 9番目になるかと思いますけれども中学校建物管理業務委託ということで 76万円の支

出を見込んでございます。こちらについては例年行っているものですけれども、中学校の

毎日の戸締まりだったりだとか開け閉め、建物全体の巡視等を現在シルバー管理センター

に委託の方しておりますが、引き続き来年度もお願いしていきたいというものでございま

す。続きまして大分ちょっと飛びますけれども 136 ページをご覧ください。続きまして 10
款になります教育費の関係でございます。01 項 01 目から順に説明させていただきます。は

じめに事務事業コード 1001 教育委員会費ということでございます。こちらの事業につきま

しては教育委員さんたちの報酬だとか教育長の給与、また教育委員さんたちの研修だとか

視察だとかその他経費等を計上しているものでございます。支出といたしましては 1,570
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万 6,000 円ということで前年度比 16 万 8,000 円の増という形ではありますけれども内容の

方は大きく変わっておりませんで報酬等の金額の微妙な差があるといったものでございま

す。続きまして 1002 事務局費についてご説明いたします。支出の額につきましては 1 億

7,432万 9,000円の支出を見込んでおりまして 771万 1,000円の減ということでございます。

こちらの事業につきましては小中学校全体に係る支出だとか、また教育委員会事務局の関

係する経費等を計上しているものでございます。すみません、ちょっと細かく説明してい

くと非常に多いので増減したところだとか特にご説明したいところだけでちょっと割愛い

たしますので申し訳ありません、お願いします。01 節から 04 節までは人件費の関係でござ

いますけれども人件費の関係でですね、非常勤さんの配置替えだとか職員の配置替え等に

よりまして 1,100 万円ほどの減少ということになっておりますが、内容につきましては大

きく人為的な部分では変わっておりませんのでよろしくお願いいたします。08 節の報償費

の関係でございますけれども、上から 3 番目になります寺子屋教室の講師の謝礼というこ

とです。来年につきましては 40 万円の金額を見込んでおりますが、平成 30 年度が 16 万で

したので 24 万円の増という形になっております。平成 30 年度、今年度からですね、15 区

全てで寺子屋教室の方を開設することができました。地元の方とですね、児童生徒のふれ

あいという場は非常に大事だというところ、地元の子は地元で育てるといった観点もあり

まして各それぞれの公民館の方で非常に積極的にしていただきました。そうした中でもう

少し積極的にといった声もありまして今回予算の方を増額させていただいているものでご

ざいます。1 枚おめくりいただきまして 138 ページをご覧ください。13 節の委託料の関係

でございます。下から 2 番目になりますけれども学校施設長寿命化計画策定支援業務委託

料ということで、こちらについては新規で計上の方させていただいておりますが 400 万円

の支出を見込んでいるものでございます。長寿命化計画ですけれども平成 32 年度までに策

定の義務化されています。また策定の有無が国庫補助金の関係の採択の反対材料になって

くるといったような話の方もございまして来年度長寿命化計画の策定をいよいよしていき

たいというふうに考えています。長寿命化計画を策定するに当たってはですね、現場の方

の実際の建物の耐力度だったりだとか劣化状況等も判断する必要がありまして、こちらに

つきましてはどうしても職員の技術的な部分だけでは補えない部分がありまして専門的な

見地の方からですね、現状分析をしていただきたいということで委託料の方を見込んでい

るものでございます。続きまして 18 節になります備品購入費の関係でございますけれども

100 万円ということで予算のほう計上させていただきました。こちらにつきましては今、西

小学校の軽トラックがだいぶ劣化してきて古くなってきていると、平成 11 年から使用して

いるものですのでこちらの更新の方を予定しているものでございます。続いて 19 節の負担

金、補助金及び交付金の関係でございます。03 細節の交付金の関係でございますけれども、

中学校海外研修交付金といたしまして 75 万円の計上、これは先ほど基金のときにもお話し

させていただきましたが 1 人 15 万円の補助で 5 人を見込んでいるものでございます。その

次、小中学校教育振興交付金ということで 450 万円を見込んでございます。これは平成 30
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年度と同額の予算の方がお認めいただいておりまして、内容といたしましては学力向上ま

た教員の指導力向上、魅力ある学校づくり、この 3 つの目的に沿いまして学校のほう校長

先生の裁量で使用することができるといったような交付金になってございます。今中学校

の方でもですね、箕輪学、小学校もそうですけども箕輪学に非常に取り組んでおりまして、

そういった部分もこの交付金を使って活動している部分でございます。25 節の積立金の関

係ですけれども積立金といたしまして 7,000 円計上いたしました。歳入のときにもお話を

させていただきましたけれども現在、基金の分の利息分をここで積み立てをしたいという

ふうに考えております。続きまして次のページ、139 ページをご覧ください。1003 事業コ

ードの教職員住宅管理費の関係でございます。こちらの事業は教職員住宅の維持管理に係

る経費の関係でございますが、内容につきましては大きく変わっておりませんのでよろし

くお願いいたします。続きまして 1005 小学校管理費の関係でございます。予算要求額とい

たしましては 9,331 万 5,000 円ということで前年度に対しまして 876 万 2,000 円の増とい

う形になっております。この事業は小学校の施設のですね、維持管理また運営のために必

要な関係経費等になってございます。01 節から 04 節までにつきましては人件費の関係でご

ざいますけれども、大きな変動等はございません。続いて 11 節の 01 細節の消耗品の関係

でございますけれども、平成 30 年度に予算の方お認めいただいてタイムカードの方を導入

いたしましたけれども、その関係の経費の関係を計上しております。続いて 05 細節の光熱

水費の関係でございますけれども、予算額といたしましては 3,039 万円ということになり

ます。ここが非常に実は額が増えております。前年度比 700 万円ほど増額という形でして

おりますがこれがエアコンの使用の関係で増額になると思われる電気料の方を見込みまし

た。高圧の電源を使ってエアコンを動かしますので高圧の電源につきましてデマンドとい

いまして一番多く電気を使われたところをピークといたしまして、そのピークのときの電

力量を要は基本使用料という形にするという仕組みでやっております。これ電気会社の方

がその電力を使う可能性があるということで電力会社側の体制を整えるためいつでも供給

できるという状態にするための負担額だよみたいなそういうイメージのようなんですけど

もそのデマンド分がエアコンを使うタイミングで非常に多くかかるだろうということを見

込んでおります。今回の工事の中でデマンドコントローラーといいまして、そのデマンド

で一番多く使う量をそれでも例えば平準化したりだとかピークをカットするみたいな形の

機能の方は今回の工事の中で導入をいたしますが、実際どのくらい使われることになるの

か、場合によっては暖にも使えなくもないという話も聞いてはいまして、その様子も見な

がらということで光熱水費若干読めない部分もあるんですけれども、700 万円ほど増額させ

ていただいてるところでございます。また必要によって補正で増額だったり減額だったり

という形で対応していきたいというふうに考えております。続いて 05 細節ですけども修繕

料の関係でございます。要求額は 462 万 1,000 円という形になりまして前年度比 145 万円

の増という形になっておりますが、学校の施設非常に老朽化していて修繕する箇所ありま

す。具体的な内容といたしましては、中部小学校の屋上の桶を防水したりだとか黒板だと
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か遊具を直したりまた消防防火設備の修繕等が必要になっているものでございます。1 枚お

めくりいただいて 140 ページをご覧ください。15 節の工事請負費の関係でございます。予

算額は 1,275 万 9,000 円という形なりますけれども学校施設に関する部分の工事というこ

とで前年度比 58 万円の増という形になっております。来年度ですね、平成 31 年度予定し

ている主なものといたしましては中部小学校の 2 階の渡り廊下、現在雨漏りしているとい

う話を聞いているところの修繕工事、また北小学校ではプールのろ過機がだいぶちょっと

古くなってきているということで修繕工事を行います。また東小学校体育館の器具庫のと

ころで雨漏りをしておりまして、そちらの方の工事を実施していくものでございます。主

なものとしては以上の内容です。続きまして次のページ 141 ページをご覧ください。続い

て1010小学校教育振興費の関係でございます。要求予算額といたしましては5,833万3,000
円で前年度比 228 万 1,000 円の増ということでございますが、この事業の内容といたしま

しては小学校の授業の実施に係ります関係経費、また子どもたちが学習するためにかかる

経費等という形でございます。内容といたしましてはじめに 11 節の需用費の 01 細節 消

耗品費の関係でございますけれども、児童図書また教育振興消耗品の関係ですけれどもこ

ちらの方はほぼ同額の予算の方をつけていただいた形になっております。続いて 13 節 委

託料の関係でございます。その中に 69 万 5,000 円の予算計上しておりますけれども、標準

学力検査実施業務委託料ということで予算計上しているものです。これが全国の学力テス

トということで毎年ですけれども小学校 6 年生と中学校 3 年生を対象に実施しているもの

でございますけれども、これがそれぞれの年になった子どもたちに対してテストの方して

いますので経年で比較できるといったものではなっておりません。そういった中で民間の

ですね、学力検査というものを実施する中で町長の基本施策の中にもありましたけれども、

学力向上施策の取り組みとして成果が確認できるといった仕組みを取り入れていきたいと

いうものになっております。平成 31 年度につきましては小学校で 5 年生以上を対象にいた

しまして後でもご説明いたしますけれども中学校の方でもですね、標準学力検査の方を実

施していく中で経年でですね、その子の学力がどう伸びていくかといったような形で評価

というか分析ができることになってまいります。児童を一人一人のですね、学習サポート

といったものがここで共有できていったりだとかまた教員の先生方の指導力向上といった

ものに活用するということで予算の方計上させていただいているものでございます。続き

まして 14 節ですね、使用料及び賃借料の関係ですけれども下から 2 番目になります。タブ

レット PC リース料ということで 505 万 3,000 円を計上しております。こちらにつきまし

ては既にタブレット PC を西小学校に 15 台また中部小学校に 35 台導入の方しているもの

でございますけれども、来年度につきましては今度北小学校に 35 台導入をしていきたいと

いうふうに考えております。北小学校分といたしまして 129 万 7,000 円分の使用料がプラ

スになっているというものでございます。続きまして 19 節になります負担金、補助金及び

交付金の関係でございます。02 細節の補助金ですけれども、一番下になります。臨海学習

補助金ということで 50 万円の支出を見込んでおります。これ毎年ですね、補助金の方を臨
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海学習に行く児童さんたちに交付しているというものですけれども、来年度につきまして

も予算の方を要求いたしまして計上できることになりました。1 人 2,000 円を交付いたしま

して 250 人の交付を見込んでいるものでございます。続きまして 1 枚おめくりいただきま

して 142 ページをご覧ください。事務事業コードでいいますと 1015 の小学校給食費の関係

でございます。これが小学校のですね、給食の提供に係ります経費の関係でございます。

01 節から 04 節までは人件費の関係ですけども大きな差はございませんでした。11 節の 01
細節 消耗品費の関係でございますが、給食用の消耗品ということで 296 万 8,000 円予算

のほう計上しております。この中にちょっと含まれますけれども、来年度食器の更新とい

うことで予算のほう要求いたしまして計上できることになりました。食器については概ね 5
年ということで言われていまして、来年度につきましては毎年交互で更新してるんですけ

ども来年度は麺ボウルと箸を更新していきたいというふうに考えております。続いて 13 節

の委託料の関係です。上の二つですけども北小学校の給食調理業務委託料 1,338 万 1,000
円、中部小学校給食調理業務委託料ということで 2,103 万 9,000 円ということで予算を計

上してございます。こちらがですね、だいぶ大きく増えているところがございましてご説

明いたしますが、前年度比 657 万 6,000 円の増ということになりました。現在、給食調理

の業務委託をしている民間の業者になりますけども、そちらの方から人件費だとか社会保

険料の関係の支払いの関係ですね、契約額を増額してほしいといったような要求の方ござ

いました。昨年度の 3 月のときの当初予算のときの説明のときにも交渉があるということ

を説明させていただいておりますけれども、いよいよ増額していただけないかという申し

出の方がございまして実際、現在契約している業者の方が 7 月末までが一応単年で見ると

契約期間ということになっておりまして、それまでは継続して契約の方していく形なりま

すけども 8 月以降につきましてはもう一度そういった提供できる業者も含めてプロポーザ

ルを実施していきたいというふうに考えております。来年度に予算の要求といたしまして

はそういった申し出があったという業者の方から見積もりの方をいただきましてその金額

として予算の方は計上しているものでございますので、よろしくお願いいたします。続い

て 15 節 工事請負費の関係ですけども 172 万 4,000 円の計上しております。内容としては

西小の温水ボイラーが今調子が悪いといった話もあるので取替等を予定しているものでご

ざいます。続いて次のページ 143 ページをご覧ください。続きまして 1045 の中学校管理費

の関係でございます。管理費につきましては 4,694 万 2,000 円の計上ということで前年度

比 270 万 3,000 円の増額となっておりますが、この事業につきましては中学校施設の維持

管理また運営に係る費用、経費、消耗品費等になっております。01 節から 08 節までは人件

費の関係でございますけれども非常勤さんのですね、配置替え等によりまして 310 万円ほ

ど減額ということになってございます。11 節になりますけれども需用費の関係の 05 細節 

光熱水費の関係でございます。計上額は 1,250 万円ということになりますが、先ほどの小

学校管理費の関係と同じで電気料の増額の方を見込んでございます。前年度比で 350 万円

ほど増額という形で見込んでおりますが、こちら先ほどのご説明にもありましたエアコン
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で電気料が多くかかってくるだろうというところの増額分でございます。06 細節 修繕費

の関係 212万 1,000円の要求しておりますけれども 28 万円の前年度比増となっております

が、黒板の修繕また校庭の時計台と一緒になってるスピーカーが調子が悪いということで

そのスピーカーの修繕といったものを見込んでおります。1 枚おめくりいただきまして 144
ページをご覧ください。続いて 15 節の工事請負費の関係でございますが、計上額が 412 万

7,000 円ということです。前年度比 173 万 5,000 円増という形になっておりますが、校内の

ですね、内線電話を増設したいということで中学校の方から要求の方ございまして計上し

ているものでございます。現在普通教室にですね、内線電話がない教室がかなりあるとい

うことですけれども、どうしても生徒指導だったりだとか子どもが具合が悪くなったとい

ったようなときに保健室と電話でやりとりしたりだとかあとはまた不審者みたいな場合が

あったときにですね、すぐ通報したりだとか、そういった対応がどうしても必要だという

ことで生徒指導上だとか、安全安心といった観点で要求の方がございまして計上の方させ

ていただきました。内線電話の工事につきましては 324 万円の計上ということでございま

す。続きまして 19 節の 01 細節 負担金の関係ですけれども一番下、上伊那林業振興協議

会の負担金ということで 25 万円の計上の方をさせていただきました。これ平成 30 年度、

今年度ですね、中部小学校の方で実施の方をさせていただいたんですけれども、こちらの

上伊那林業振興協議会ということでこれもこの協議会には町も加わっているものでござい

ますけれども、その協議会の方が主になりまして県の元気づくり支援金の方をいただく中

でですね、木育事業だったりだとかといったことを取り組んでいるものでございますが、

この木育授業に関連いたしまして今年度は中部小学校の方に木製の椅子の方を入れていた

だきました。35 脚ですね、今年は入れていただいたんですけれども来年度の予算の要求に

当たって中学校の方からですね、同じように木の椅子が大分古くなってきて取替えがして

ほしいといった中でこの木育事業と絡めて木製の椅子を 40脚林業協議会の方から入れてい

ただくということで進めているものでございます。木育というものも地元の林業の育成の

ところも兼ねているので大変いい取り組みかなということで進めさせていただきたいかな

と思っております。納入は理科室の方の椅子がちょっと古いと言われておりますのでそち

らへ入れていきたいという考えです。続いて 1047 中学校教育振興費の関係でございます。

3,867 万 5,000 円の計上で 964 万 2,000 円の増額という形になっております。事業といたし

ましては中学校の授業の実施、また学習に係る経費というものでございますが、はじめに

11 節の 01 細節 消耗品費の関係につきましては上から 2 番目ですけど、生徒図書につきま

しては 100 万円の予算の方計上しております。前年度と同額ということで図書の購入を進

めていきたいものでございます。続いて次のページです。145 ページになりますけれども

13 節 委託料の関係です。計上額は 842 万 7,000 円ですけどもこの中にですね、下から 2
番目になります標準学力検査実施業務委託料の関係 107 万 3,000 円の計上の方させていた

だきました。小学校教育振興費のときにもですね、ご説明の方させていただきましたけれ

ども中学校につきましては全学年を対象にいたしまして標準学力検査といったものを実施
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していきたいというふうに考えております。続いてその下にあります大型提示装置設置業

務委託料ということで 544 万円の予算のほう計上をさせていただいております。これ新規

のものであります。中学校につきましては各教室にですね、大型のテレビの方を設置して

おります。それを使いまして iPad だとかの画面を出したりしてまたそれを大型店提示装置

という形で使用しているものでありますけれども、テレビ自体がですね、導入から 10 年ほ

ど経っておりましてだいぶ古くなってきていると、壊れてきているというような話があり

ました。また、今ですね、プロジェクターを使ってテレビよりももっと大きな画面を出す

というような形がやり方として今主になりつつあるという話のようです。ただのプロジェ

クターでなくてですね、プロジェクターの映し出されてる画面を専用のペンでですね、操

作することで大きな画面を操作するというようなことができるそうです。インタラクティ

ブという機能のようですけれども、今回インタラクティブの機能がついたプロジェクター

の方を導入していきたいということで予算の方を計上させていただきました。これにより

ましてよりわかりやすくて生徒との対話ができるといったような授業が展開できるという

ことが、これも学校の方からそういうやり方ができないかということで提案がありました

ので導入を進めるものでございます。全部のですね、学年に 1 回で入れるというのはちょ

っと難しいというふうに考えてまして来年度のこの予算の計上額につきましては一つの学

年に一律で導入の方をしていきたいというふうに考えております。近隣では伊那市がです

ね、このインタラクティブの機能がついたプロジェクターの方を昨年度になるかと思いま

すが、もう既に導入の方をして活用されてるといったことで実際に現場の方も見てきて様

子も見てきたところでございます。続きまして 14 節 使用料及び賃借料の関係の上から 5
番目であります。タブレット PC リース料ということで 458 万 7,000 円の計上の方させて

いただいております。タブレットにつきましてはうちの箕輪町はですね、非常に先取って

進んで導入の方をしておりました。現在、中学校の方にもタブレットも入っているんです

けどもタブレット自体が導入して 5 年が経ちまして実際リースの期間も終わってリースア

ップはしているんですけれども、非常に最近故障が多く発生してきて、またさすがに 5 年

前ですので中のソフトのバージョンも下がってきていて能力もだいぶ劣ってきてしまって

いるという状況がございます。その中で 140 台ですね、タブレット PC を更新をしたいと

いうふうに考えていて計上の方させていただいております。先ほども言いましたけれども、

現在のものはリースアップして手元にあるという状況ですので、それはそれとしても一応

使えるんですけれどもここで新しいものを活用していただいて授業に取り組んでいただき

たいということで計上の方しているものでございます。すみません、1 枚おめくりいただき

まして 146 ページをご覧ください。続きまして 1049 中学校給食費の関係ございますが、こ

れが中学校の給食の提供に係ります経費の関係でございます。01 節から 04 節は人事費の関

係ですけども大きく変わっておりません。11 節の 01 細節 消耗品費の関係ですがこちら小

学校の給食費のときにもお話ししましたけれども、消耗品といたしまして食器を更新した

いというふうに考えております。汁椀ですね、ちょうど 5 年で順番で替えていくと来年度
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汁椀になるということでその分の予算の方を計上させていただいております。給食費の関

係は計上額は 2,353 万 2,000 円で 101 万円の増になっております。ではまたおめくりいた

だきますが、150 ページですね、ちょっと 2 枚ほどめくっていただいて続いて 06 項 03 目

の関係、青少年健全育成費の関係ですけれども、学校教育課所管分がございまして 150 ペ

ージの下の段になりますが 1071 学童クラブ運営費の関係でございます。計上額といたしま

しては 5,472 万 3,000 円で 1,968 万 8,000 円の増という形になっております。この事業が

学童クラブの運営に係る経費の関係でありまして、大きく増になってるところはちょっと

後ほどご説明しますけれども北部教室の関係でございます。01 節の報酬から 08 までは人件

費の関係でありますが、大きく増減の方はしてございません。13 節の委託料の関係でござ

いますけれども 25 万 2,000 円の計上をさせていただいております。こちらは北部教室の改

築を来年度実施してまいりますけども、その施工管理業務委託ということで新規で計上さ

せていただいております。15節 工事請負費ですけれども 1,934万 3,000円の計上額です。

こちらについては北部教室の改築ですね、国の補助金、県補助金また歳入の方でもご説明

しました起債の方を活用して実施の方をしていくものでございます。合わせて東部教室だ

とか南部教室にですね、空調の設置工事ということで計上させていただきました。非常に

昨年猛暑でして現在家庭用のエアコンみたいなものが一応ついてはいますが子どもたちが

ですね、一つの部屋の中にみんなで入ると非常に熱気でエアコンの性能以上の発熱があっ

たというのが昨年の猛暑のときの教訓でございました。そこで昨年はスポットクーラーと

いうことで移動式のクーラーをレンタルしてきて対応したんですけれども、今回来年度の

予算で予算を計上いたしまして増強工事といったようなことを計画しているところでござ

います。以上、大変駆け足で恐縮ですけれども学校教育課に係る所管分の細部説明の方さ

せていただきました。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ありがとうございました。細部説明終わりましたので

質疑を行います。質疑ございませんか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 小中学校の標準学力検査の方の関係ですけれども科目は 5 科目で

すか、それとも英数国 3 科目になるわけですか。それからいつ頃の時期に考えて実施を考

えておられるんでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○井上教育総務係長 科目数につきましてはですね、今手元になくてあれですけれども中

学校につきましては 5 教科、小学校は英語がまだありませんので確か 4 教科だったと思い

ますが、学年によってある教科とない教科があったはずなので、すみません今ここでお答

えできませんが 3 か 4 かの数はやる予定でおります。もう一つが時期ですね。時期は実は

ですね、各学校においてはクラス替えのタイミングだったりとかでですね、こういった学

力検査をやっている学校さんが実はありました。本当はですね、春先にやってその結果を

元にして 1 年間の授業を組み立てるというやり方もありますが、翌年のクラス替えに使い

たいということで検査をして翌年のクラス替えに活用したいということで結構後半にやっ
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ていたという学校もあったようです。ですので、ちょっとそこは足並みを揃えないと検査

の意味がないので予算の方お認めいただきましたら早々に校長会等でですね、協議をして

いつ頃の実施していくかということを進めていきたいというふうに考えております。以上

です。 
○１２番 唐澤敏委員 科目数の方はいいです。大体そういうことでいわゆる 5 教科を考

えていって基本にはそういうことだろうなというふうに思うんですけれども、時期の問題

なんですけれども問題や何かの水準によってその学年の最初にやる頃のとあとにやるのと

当然内容が違ってくる可能性もあるわけですし、それから今クラス替えとかで気になるの

は小学校 6 年とか中学 3 年のときにね、特に遅い時期にやってもどういう意味があるのか

という、要するに話をお聞きしてますと個人の成長というかね、個人のところのフォロー

をすることを考えていくと。それはいわゆる全国の学テの方ではできないのでということ

だと思うんですけれども、その辺場合によっては小 6 とか中 3、もし小 6 でやるんだったら

中学へそのデータを送ってやるとかそんなことを考えるのかどうなのか、その辺の時期と

内容の問題、それから差し支えなければこれどういう業者を予定してるかお願いしたい。 
○井上教育総務係長 時期はですね、先ほどご指摘いただいたとおり確かに年度の後にや

ってもあんまり効果がないっていうのはおっしゃるとおりかと思います。これ予算の計上

に当たって校長会の中でも一度ちょっと話をいたしました。そういったちょっと課題があ

るねっていうことは認識していただいたので実施時期がいつがいいかというのはちょっと

学校現場の方の考え方もあるでしょうから、そこもちょっと意見を聞きながら調整の方を

していきたいというふうに考えております。1 点だけ先ほどご説明いたしましたけれども科

目数のことですけど、ちょっと今資料がパッと出まして 5 年以上中学校についても 4 教科

全部やります。英語はこのものが入っていないので 5 年以上中学校まで 4 教科全部やると

いうイメージでいいかと思います。業者の方ですけれども、大きく分けると偏差値が出て

くるものとごめんなさい、忘れてしまいましたけれども、全国的な偏差値が出るものと個々

の判断をするものと二つ大きくありますということはちょっと聞いています。そこら辺は

学校教育課の中にも指導主事がいますのでちょっと考えながら進めていきたいと思います

が、偏差値が出てくるものは比較的問題が難しいらしいという話はちょっと聞いていまし

て子どもたちが結果を見て結果がよくないといってちょっと落胆しちゃうっていうのもあ

まりよくないというのもちょっと考え方としてあるので進め方としては絶対評価と言いま

したかね、その子の絶対評価的な方がいいんじゃないかという話はちょっと聞いたことが

ありますが、まだそれも最終確定ではないのでもうちょっと調整が必要かなとは思ってま

すがいくつか業者の方からですね、そういった資料もちょっと取り寄せしまして研究をし

ましたが、もう少し現場サイドの声も聞きつつ選択していきたいというふうに思っており

ます。以上です。 
○１２番 唐澤敏委員 評価の方もね、相対評価じゃなくて絶対評価、要するにそれぞれ

の子ども、児童生徒の状況を見ていくというのが基本というのがわかりましたけれども、
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いずれにしろそれをどう活用していくか親御さんも含めてね、懇談会のときに使う三者懇

談かな、みたいなのがあるのかな、使うのか子どもの直接の指導のところで使うのか、い

ろいろあると思いますけどその辺やる以上は研究しながら、今学校指導主事中心に各学校

とも連絡取りながらということだという話でしたのでその辺は時間をとっていろんな研究、

検討を進めながらやっていっていただきたいというふうに思います。一応予算はいいと思

うんですけどね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 一つ目は非常勤職員の採用が英語の先生とかいろいろあると思う

けどその辺の充足は大丈夫か、足りてるのかどうか、それから学童保育クラブについてク

ラブの施設の状況には格差があるんじゃないかという評価もあるんだけどその辺はどうか。

当面その二つについて。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○井上教育総務係長 非常勤さんのですね、充足状況は現場の方からもですね、箕輪町は

非常に特別支援教育支援員さん等は非常に手厚くしていただいているという話も聞いてお

りましたので、予算の要求の方は前年度と同数の非常勤さんをお願いしたいということで

要求の方はいたしました。財政だとか理事者との査定の中でですね、今非常に人件費が圧

迫しているというような話をいただく中でどうしても 1 人調整できないかということがあ

りましたので教育長経由で学校の方とも調整していただく中でですね、1 人中学校の教科の

先生は 1 減という形で予算の方はなっているところですが、学校の方もその中でも一番ど

こが何とかなるんだろうかというのも考えた上での判断になっているので今の予算で要求

している人数の中で運営はできるという認識で予算の方は計上しているといったものでご

ざいます。2 点目です。学童施設の差があるんじゃないかというご指摘についてはどうして

も学校施設内の今現在は要は中にある建物を使ってやらざるを得ないというところ、西小

学校は別ですけれどもそれ以外については体育館のミーティングルームを使うとかってい

う形で運営をしております。人数的に非常に多い教室もありますのでそういったところは

若干手狭な感じはするところもあるでしょうし、また体育館のすぐ脇にあったりするので

環境がどうだろうっていうところもどうしても差がないかと言えばそんなことはなくて実

際あるのかなというところは感じるところです。国の方でもですね、文科省の方で示され

てますけども放課後子ども総合プランというものが昨年の秋ですかね、提示されまして学

校の施設の今までいろんなちょっと制約はあったんですけれども、そこをちょっと柔軟に

緩和して学校の施設も空き教室とかがもしあったら使ってもいいですよといったようなも

のが示されました。まだ細かい、それに対してどういう補助金があるかとか、そういうと

ころはまだ全然示されていないんですけれども、そういう方向性が出てきたということで

我々も特に一番私が懸念してるのは西部教室、今施設を共有しながら使っているところで

すけれども西小学校の西部教室をどういった形で運営できるのかなというところはちょっ

と来年度の大きな課題だろうなというふうに考えております。そこは町長の方も何とかな
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らないかということはすごく意識をしていまして、特に今年度ですね、1 年生として入って

きた子たちが非常に多くて、それでいて学童今結構使っていらっしゃるので今年の西部教

室はけっこう手狭な感じの印象を受けていて喫緊の課題だろうなというふうには一応感じ

るところでございます。以上です。 
○柴学校教育課長 補助教員の関係ですけど、先ほど英語の話ありましたけども、減らし

ていなくなるということではなくて英語の資格持った教員はいるのである程度今いる人の

中で何とかできないかということは考えておりますのでよろしくお願いします。 
○１１番 松本委員 タブレットの関係なんですが、ちょっと分からないんですがちょっ

と教えていただきたいんですが、この金額が出てるわけですけども 5 年にこの消耗されて 5
年に一度とか言ってたんですけど、定期的に 5 年に 1 度にリース料がかかる、そういう意

味です。 
○井上教育総務係長 すみません、私の説明が不足してまして申し訳ありませんでした。

今回使用料で計上してますのでタブレット PC はリースで導入をしますのでこの額が今回

はですね、5 年のリースという形にさせていただきましたので、5 年間は継続して経費とし

てはかかると、6 年経てばそれ以降はリースアップしてるので経費はかからないんですけど

も大体パソコンもそうですし、我々の持ってるスマートフォンとかもそうですけども 5 年

使うとだいぶ何ていうんでしょうね、さらにもっと上の機能を持ったものとかいっぱい出

てきますし、それ以上使ってても壊れず順調にもちろん使えればそのまま使いたいと思い

ますけれども、5 年経った状況でまた判断していくってことにはなるんだろうなというふう

に思います。以上です。 
○１０番 小出嶋委員 ちょっと一つ、英語の授業の関係ですけれども小学校の関係です

が、英語の教科化というかそれが控えているわけですけれども、今までも英語あそびやっ

てきた中で会話の部分、会話をするという部分にはどのくらいのレベルにみんななってき

てるのかということと、それから中学校についても ALT を入れるというのはそういう部分

での会話の部分というのが学校の単位というかああいうので英語での弁論大会とかスピー

チの会とか、そんなようなのが行える程度になっているのかということを一つお聞きしま

す。それともう一つ、学校教育振興交付金というそれぞれの学校で独自の交付金ですけれ

ども、また来年の部分というのはまだ全然予定が、予定というか計画がどんなものをやる

のかというのはまだないのかどうかということをお願いします。それと 3 つ目ですけど、

いじめ不登校の関係の支援体制を整備するということになっていますけれども、どんなふ

うに具体的にはそれを進めていくのかというのをお伺いします。それともう一つ、学童の

北部の関係です。今回増築することによってどのくらいの収容人員が増えるのかというの

をお願いします。 
○井上教育総務係長 まずはじめに英語の授業ですね、どのぐらいのレベルになっていく

のかというところは子どもの学力を図るというのはなかなか難しいのでなんとも言えない

部分がありますけれども、先日ちょっと聞いた話では修学旅行に行った時の京都の場所で
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外国人さんの方にね、話しかけてみましょうみたいなことやったという話もちょっと聞い

たというのが一つ、あともう一つは来年度、今度の 4 月ですかね、全国学力テストが実施

される中に英語が今度教科化というか、英語が一つの学力テストのテスト項目になるとい

うのは聞いています。文科省の方からですね、ヘッドフォン等こうやってあてて聞きなが

らしゃべるみたいなものを配られてですね、そのテストで学力テスト的なところをやると

いったような方針が出ております。それが結果になるかどうかちょっとなんとも言えない

ですけれども、どういう形で数字に表れるかっていうところは一つあるのかもしれないか

なと思います。あと会話ですけれども、今 AtoZ という会社に英語の部分は委託の方してお

りますけれども、今大学入試の関係でですね、英語のしゃべる能力というのが非常にこれ

から求められるという話は聞いています。そこも中学 3 年生までで学べるレベルよりもも

っと上を目指しているようだという話も聞いている中でAtoZの方もそういったところをタ

ーゲットにしていかなければいけないということで我々の方の支援に入っていただいてい

ますのでそこがじゃあ英語の取り組みをしていた子どもたちがどういう道を今歩んでるか

までは何とも言えないんですけれども、他の我々はそういった英語の支援をしていただい

ているわけですから少なくとも何かしらの形での差にはなっていてほしいなというところ

は希望ですけどもどうも英語が今度必修科になってくるので近隣の市町村もですね、そう

いった委託はけっこう積極的にやっていると、やり出したという話はちょっと聞いていま

すのでこれからやるところとやらないところではけっこう差になってくる可能性はあると

ころかもしれないですね。ちょっとすみません、回答になっているかどうか、3 点目ですけ

ども振興交付金の来年度分の計画ですけれども、まだ振興交付金自体は校長先生の裁量の

中で動けるというところなので具体的にどういうことにしていこうかっていうのはちょっ

と 4 月以降になるんじゃないかなというふうに思います。箕輪学の関係はですね、もう来

年度の箕輪学をどういうふうにしていこうかというようなあたりの動きはもう既に今ちょ

っとずつですけどありますけどもまだ何を具体的にやるかというところまでには多分至っ

ていないと思うのでそういったところがある程度固まってきますと振興交付金を使って何

していこうかというような絵になっていくのかなというふうに思うところでございます。 
○柴学校教育課長 いじめの関係ですけれども、一般質問でもお話がありましたけれども

箕輪町のいじめ防止基本方針というのを平成 26 年 8 月に立てております。県の方針を受け

てのものでそういう方針で今も箕輪町は各学校で進めてるわけでございます。ここでまた

虐待という話もいろいろ出てきていますが、基本的にいじめと虐待とは違うのでいじめに

対してはそういった風土をつくらないということを目標として各学校で取り組んでいると

いうことで、件数って毎年ではないですが調査をして出してますけども、それに該当する

ものは隠さずに認知している件数ということであげていただくということで非常に主観に

よるものもあるんですけども、学校によっていろいろ違ったり年度によっても違うのでそ

こら辺についてまたお互いで共通意識を持って対応していくということで。一般質問の時

にちょっと話をされましたけど、親が出てきちゃうっていう部分けっこうあるのでそうす
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るとけっこう子どもの中で解決できたものがなかなか親が出てきたために解決できなくな

ってきちゃうという部分が今あるっていうことは確かにそういうことはあります。それと

学童の収容人数でございますけれども、面積的には約 2 倍になります。奥の倉庫を今度学

童に教室として使うということで最大 120 人くらいまでを対応できるようにしたいという

ことで大体 40 人が 1 クラス 40 人以内が 1 クラスで 3 クラスを対応したいということで 40
人以内で指導員を 2 人ずつつけるということで 6 人体制でいきたいというふうに考えてお

ります。今が 80、それが 120 ㎡ということでございます。それと若干話しますと今まで体

育館に行く玄関から入って子ども達入ってましたけれども今度は外側に廊下をつくってそ

れぞれの教室に入れるようにして保護者もそこで引き渡しができるような形ということで

考えております。 
○１１番 松本委員 146 ページの教育費のところでいわゆる給食費の関係なんですが放

射性物質の検査用の食材、金額が 2 万円になるんですが私の質問の仕方がちょっと悪いじ

ゃないかなと思うんですけども、食材にこのくらいの費用が掛かるんですけれども検査費

をするその費用というのはまた別個になったりその状態はどういうものでどういうような

検査をしてるかっていうのが知りたいんですけども。 
○井上教育総務係長 検査の実施自体については南信教育事務所が主になってやっていた

だいていてですね、そこに我々の方で食材というかを調達して持っていって検査をしてい

ただくと、そういう流れになりますので検査費用については我々の方としてはかかってい

ないということです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 一つ、教職員のタイムカードの管理ということがあり

ましたけれども、実際にそれをやると現実にはっきりわかるわけなのでそれが働き方の改

革になるのかどうか、現実に思った以上に多かったとか大変なこの状況ではあるとは思う

んですね。どんなふうに思われてますかね、このことについては。 
○柴学校教育課長 タイムカード昨年の 7 月から導入してやっております。月ごとに集計

が上がってきておりますが個々の早出、残業時間も出ておりますし、集団としての平均値

も出ております。うちの方で見ていますが月 45 時間を上回らないようにということで全体

的には見ております。ただし、やはり個人的に言えばかなり多い方もいるのでそういった

方については自分でやっぱり意識していただくということをやはりしてもらってそういう

学校の管理者、校長なり教頭先生が多い人にはっていうことは指導していただくっていう

ことをしてもらっていますけれども、ただ、どうしても多いのは教頭先生とか教科主任の

方が多いので自分でやっぱりということになってしまう。また校長会等での対応をどのよ

うにしていくかということを考えながら働き方改革を進めていっていただきたいと考えて

おります。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 校長先生や教頭先生、朝も子どもが来るときに迎えて

いるという状況、またそれもすごいことなんですがそれをどうするかということもなくな

っていくとかそういうふうな指導なんですかね、校長先生が自らということなんであれで
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すけれども、ちょっと寂しい思いがしますけれど先生ご自身が考えていかれるということ

ですかね。他にはどうでしょうか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 学校施設長寿命化計画の策定の方の関係なんですけどね、これ見

ると策定業務委託料じゃなくて策定支援というふうに入ってるんですよね。なぜここに支

援に入るのか、こういうものを策定するときに外壁というか、外回りがどうなのか、内装

がどうなのか、水回りがどうなのか、そういうようなことを個別に見ていくんですかね、

ちょっとイメージが湧かない中でなぜ策定業務委託料じゃなくて策定支援が入ってくるの

かっていうのがちょっとわかりません。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○井上教育総務係長 先ほどちょっとご説明の方もさせていただいたわけですけれども、

実際に策定するのは町が策定するものです。実際ですね、策定全部請け負いますよってい

う業者もいました。なんですけどもお金的な問題というのももちろんありますし、我々と

してどうしてくか、こういった結果に基づいてどういうふうに長寿命化していくのかとい

ったところは結局のところは我々が考えて我々が明文化していくというものになると思う

ので今回の予算の要求についてはですね、我々の中だけではできないっていったものは、

要はその建物がどのくらい劣化しているんだとかどこを対応していかないとこの建物は長

く使えないんだみたいなところを専門的な検地でみていただく必要があるというところで

そこの部分を要は専門の方にお願いしたいということで今回はなのでそういった部分を支

援という形の表現にさせていただいていて、そこを業務委託していきたいというふう考え

ているところです。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。それでは質疑を終わってよ

ろしいですか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 質疑終わります。討論行いますが討論はありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め議案第 17号 箕輪町一般会計予算の学

校教育課に係わる案件につきまして原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決定をいたしまし

たので本会議でその旨をご報告をいたします。 
【学校教育課 終了】 

 
④福祉課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは休憩に引き続きまして福祉文教常任委員会を

開会いたします。まず福祉課に係わる案件を議題といたします。議案第 2 号 平成 30 年度

箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）につきましてを議題といたします。細部説明お願いい
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たします。 
○安積福祉課長 それでは平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）につきまして議

案第 2 号でございますが、担当の係長の方から説明をさせていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 では一般会計補正予算書（第 9 号）に基づきまして説明の方させて

いただきます。24 ページをご覧ください。まず歳出の方から説明させていただきます。24
ページになります。3 款 民生費、301 の社会福祉総務費でございます。負担金につきまし

ては 7 万円の減、上伊那広域連合への負担金、福祉分に係る負担金の減でございます。25‐
01 積立金です。遺志金や寄附金の増額ということで 28 万円積立金を増額しております。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 0323 高齢者等生活支援事業費になります。高齢者虐

待保護措置費の増ということで 20 万円計上しております。今年度虐待件数も増えておりま

して、実際に措置する件数も現在 3 件ございます。今現在もお一人措置をしておりますけ

れども、そういった部分で高齢者福祉施設に対して支払う措置の方が増えているというと

こで 20 万円の補正になります。 
○那須社会福祉係長 続いて 332 老人福祉施設入所措置事業費です。負担金 3,000円の増、

こちら老人ホー入所判定に係る上伊那広域連合への負担金の増額でございます。01 扶助費

です。280 万円の減、こちら老人福祉施設入所措置費の減でございますが、南箕輪老人ホー

ムへの町の措置入所の経費です。平成 30 年度当初 4 人予定しておりましたが現在 2 人とい

うことでこれまでの実績と今後の見込みを考慮したものでございます。続いて 333 介護保

険事業運営費です。繰出金 22 万 2,000 円の減、こちら介護保険の特別会計の繰出金、事務

費分と地域支援事業分の関係でございますが事務費分は増額、地域支援事業分が減額とな

っております。介護保険特別会計に係る町負担額の繰出金です。内容につきましてはこの

後の特別会計の補正にて説明をさせていただきます。 
○唐澤障がい者福祉係長 25 ページの方をご覧いただきたいと思います。一番上 0351 障

がい支援区分認定等事務費ということで上伊那広域連合の負担金の方が 12 万 4,000 円ほど

減りましたので減額補正とさせていただいております。それから 0353 介護給付費ですけれ

ども、障がい福祉サービス費の方が伸びが大きくありまして、補正の方をさせていただき

ます。まず役務費ということで 1 万 9,000 円、国保連合会の方に払うサービス手数料の方

を補正をさせていただきます。それから扶助費ということで 1,384 万 6,000 円ということ

ですけれども障がい福祉サービス給付費の方の伸びが予想以上に伸びておりましてこちら

の金額補正をさせていただきます。続きまして 0356 補装具交付等事業費ということでござ

いましてこちらの補装具の方もだいぶ伸びておりまして 125 万 7,000 円補正をさせていた

だきたいというものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして歳入をお願いいたします。一般の 11 ページをお願い

をいたします。11 ページの 14 款になりますけども民生費負担金になります。こちら町単独

老人福祉事業利用者負担金ということで先ほど申し上げました高齢者虐待措置等に係る施
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設利用の短期宿泊に係る負担金の増ということで 19 万 5,000 円となっております。 
○唐澤障がい者福祉係長 12 ページをご覧いただきたいと思います。上の民生費国庫負担

金ということになりますけれども、04 自立支援事業費負担金の部分で 755 万 1,000 円、こ

ちらですけれども介護給付費、補装具交付等事業費、こちらの方の支出が伸びまして入の

方を国の補助金ということで増額を見込んでおります。続きまして 13 ページ、下の方へい

っていただきたいと思います。こちら民生費県の負担金ということでございまして同じく

介護給付費、それから補装具交付等事業費ということでこちらの方の増額に基づきまして

県の方の負担金の増を見込んでいるというものでございます。合計で 377 万 5,000 円とい

うことになっております。 
○那須社会福祉係長 続きまして 16 ページをご覧ください。19 款 寄附金でございます。

03 民生費寄附金でございますが社会福祉総務費への関係になりますが寄附金遺志金の増額

に伴う補正、28 万円の補正でございます。説明につきましては以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明をいただきましたので質疑を行います。質疑

ございませんか。よろしいでしょうか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑ないようですので討論を行います。討論

ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 2 号 平成 30 年

度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）福祉課に係わる案件については原案のとおり決定す

ることにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決定をいたしまし

たので本会議でその旨をご報告をさせていただきます。 
 それでは続きまして議案第5号 平成30年度箕輪町介護保険特別会計補正予算（第4号）

を議題といたします。細部説明をお願いいたします。課長 
○安積福祉課長 それでは議案第 5 号 平成 30 年度箕輪町介護保険特別会計補正予算（第

4 号）につきまして担当の係長の方から説明をさせていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 では平成 30 年度箕輪町介護保険特別会計補正予算（第 4 号）に基づ

きまして説明をさせていただきます。歳出から説明をさせていただきます。介護 11 ページ

をご覧ください。01 款 総務費でございます。3106 認定調査等費でございますが、報酬、

共済費、旅費減額になっておりますがこちらの方はですね、福祉課の認定調査員、現在で

すね、平成 30 年 4 月当初 4 名ということで動いておりましたが申請件数、調査件数の増加

に伴いまして 2 人増員を募集かけて増員見込みましたけれども 9 月に 1 人増員できたのみ

ということで 1 名分の減額をしたものでございます。 
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○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 12 ページをお願いいたします。3151 介護予防・生

活支援サービス事業費になります。こちらまず委託料ですけれども訪問 C サービス、短期

集中リハビリになりますけれどもこちらの実績の見込みとして 30万円の減額となっており

ます。続きまして補助金ですけれども、通所 B サービスいわゆる住民主体のミニデイサー

ビスになりますけれども、こちらも実績を考えまして 28 万 2,000 円の減額となっておりま

す。続きまして交付金になります。訪問 A・通所 A1 サービスということでこちら事業所で

行うそれぞれのサービスになりますけれども、利用者数が大幅に増えておりまして増えた

分の見込みに応じまして 106 万 8,000 円増額をしております。続きまして 3152 介護予防ケ

アマネジメント事業費です。こちら委託料、交付金とも増額となっておりますけれども、

先ほど申し上げましたとおり総合事業サービス対象者が大きく増えておりますのでそれに

伴う増額となっております。続きまして 3153 一般介護予防事業費です。まず共済費につき

ましては非常勤職員の社会保険料、雇用保険料について見込額で計算をしまして減となっ

ております。続いて 14 の使用料及び賃借料ですけれども、外出支援券が 70 歳以上に 2,000
円分お配りしている券になりますけれども、こちらも実績を見込みまして 60 万円の減額と

しております。続きまして 3154 包括的支援事業費になります。まず 8 の報償費であります

けれども、こちら研修会の講師謝礼減ということで実績に応じまして 5 万円の減としてお

ります。続きまして使用料及び賃借料ですけれども、相談記録管理システムの使用料減と

いうことでこちら年度で 1 年度分を計上しておったわけですけれども、年度末での導入と

いうことで形になりましたので不用額を減額しております。3155 任意事業費になります。

まず委託料ですけれども、家族介護教室委託料につきましてはこちらが本年度から家族介

護教室と認知症カフェの方を合体をいたしまして実際に認知症カフェの方で支出をしてお

りますのでこちらの事業についてはその分を減額をしております。安心配食見守りサービ

ス事業委託料減ですけれども、こちらについては配食時に見守りのサービスも一緒に付け

てっていう形で行っておりますけれども、ただいま利用者が 6 人ということで徐々に減っ

てきておりましてその分について減額をしております。続いて 20 の扶助費になります。成

年後見制度利用支援事業減になりますけれども、こちらにつきましては成年後見を利用す

る際に後見報酬等を補助するものになっていますけれども、今年度利用の見込みがござい

ませんので 47 万 5,000 円の減額としております。3159 審査支払手数料ですけれども、こ

ちら手数料を 4,000 円増となっております。こちらも総合事業の利用者が増えている関係

で手数料の件数も増えておりますのでその分について実績に応じて増額をしております。 
○那須社会福祉係長 1 枚おめくりいただきまして 14 ページをご覧ください。6 款 基金

積立金、3133 介護保険給付準備基金積立金でございます。こちら保険者機能強化推進交付

金の増額、地域支援事業対象経費の変更に伴いまして増額ということで 428 万 5,000 円の

増額補正となります。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして歳入をお願いいたします。介護の 6 ページをお願い

いたします。まず 4 款の国庫支出金になります。地域支援事業交付金（総合事業分）にな
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りますけれども、こちら 4 万 1,000 円の減になっております。こちら事業費の増減に応じ

ましてこちらの方を補正をしております。続きまして地域支援事業交付金（総合事業以外

の地域支援事業）になりますけれども、こちらについては 207 万 3,000 円の減になってお

ります。こちらについては交付決定による減となっております。続きまして保険者機能強

化推進交付金ですけれども、こちらの方がここで確定をいたしまして 400 万 7,000 円とい

うことで確定いたしましたので 300 万 7,000 円の増額とさせていただいております。続き

まして 7 ページをお願いいたします。5 款の支払基金交付金のうち地域支援事業支援交付金

になりますけれども、こちらについても事業費の増減に応じまして 4 万 5,000 円の減とな

っております。続きまして 6 款 県支出金になります。まず地域支援事業交付金（総合事

業分）になりますけれども、こちらも事業費の増減に応じまして 2 万 1,000 円の減となっ

ております。続いて地域支援事業交付金（総合事業以外の地域支援事業）になりますけれ

ども、こちら交付金の確定によりまして 103 万 7,000 円の減となっております。続きまし

て 10 款 繰入金です。まず地域支援事業繰入金（総合事業分）になりますけれども、こち

らも事業費の増減に応じまして 2 万 1,000 円の減となっております。続きまして地域支援

事業繰入金（総合事業以外の地域支援事業）になりますけれどもこちら法廷割合で 19.25％
と決まっておりますのでこちらも国費、県費と同じような形で減額の補正をしております。

続いて繰入金のその他一般会計の繰入金です。 
○那須社会福祉係長 事務費の繰入金 83 万 6,000 円の増ということで町負担分につきまし

て一般会計予算から繰入するものです。1 枚おめくりいただきまして 10 ページをご覧くだ

さい。13 款 諸収入でございます。07 雑入ですがこちら雇用保険料の本人負担分 5,000 円

の減ということでこちら先ほど説明しました認定調査員の 1 人減の関係でございます。説

明につきましては以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただいま説明いただきまして質問行います。質疑あり

ますか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 13 ページのところにあります外出支援券の利用料減ですけれども、

今のこの外出支援券の使われている状況について説明をお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○安積福祉課長 ちょっと調べさせていただきますのでもし他に質問があれば先にいただ

ければと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にもしあれば。議長 
○木村議長 13 ページの任意事業の中で安心配食見守りサービス事業で、事業者が減って

いるということなんですけれど、普通（聴取不能）これで減っているのは何故、原因があ

るのでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 実際にこちら、ふれあいの里の方に委託をしておるんですけれ

ども、実際に配食自体は件数は増えています。ただ、この事業の対象となる方、いわゆる



 
 

平成３１年３月定例会福祉文教常任委員会審査 

-59- 
 

独居ですとか、そういった方が減っているということで実際配食必要とする方については

増えている状況でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 議長 
○木村議長 ひとり暮らしの人は配食サービスの宅配で受けている人結構大勢いるんです

よね。こっちを利用した方が有利ということですよね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 そうですね、こちらについては配食時に薬の服薬の確認ですと

か、そういったサービスも付いてということで使われておりますけれども、他の事業所は

やっぱりそこまではできないということで他の事業所使われている方もいらっしゃいます

けどもそういったところまで確認できるという強みを生かした事業になっております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○安積福祉課長 先ほどの小出嶋委員さんの質問になるんですが、ちょっと手元に数字ご

ざいませんので改めて、申し訳ありませんがお知らせいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはどうでしょうか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わります。討論はありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 5 号 平成 30
年度箕輪町介護保険特別会計補正予算（第 4 号）につきまして原案のとおり可決すること

にご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め、可決すべきものと決定をいたしま

した。本会議でその旨をご報告をいたします。 
 続きまして議案第 12号 箕輪町高齢者支援事業に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。細部説明願いします。課長 
○安積福祉課長 それでは議案第 12号 箕輪町高齢者支援事業に関する条例の一部を改正

する条例制定について担当係長の方から説明いたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 今回の条例改正につきましては 3 つの事業について廃止の方を

予定をさせていただいております。まず一つ目といたしまして箕輪町生活管理指導員派遣

事業になりますけれども、こちらは自立が難しい方についてヘルパーを派遣する事業にな

っておりましたけれども、29 年 4 月から総合事業の訪問 A サービスの方に移行しまして 1
年半様子を見ましたけれども、実際にこちらの事業を必要とする方おりませんでしたので

ここで廃止の方させていただければと思います。続きまして箕輪町寝具類等洗濯乾燥消毒

サービス事業になりますけれども、こちらは高齢者等が使用する大物寝具類の洗濯乾燥の

経費について助成をするということで 1 回あたり 2,000 円の券を年 2 回まで交付するとい
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うことで補助の事業になっておりましたけれども 10年以上利用する方がいらっしゃらない

ということもございますし、やはり今防水シーツですとかオムツ、またリハパンですとか

そういったものが良いものが出ておりまして実際に必要とする方がいらっしゃらないとい

うところで今回廃止をさせていただきたいと思います。3 つ目としまして箕輪町生きがい活

動支援通所事業になりますけれども、こちらについてはいきいき塾になります。いきいき

塾についても平成 29 年 4 月から総合事業の通所 A2 サービスということで移行いたしまし

て実際に本事業行っておりませんのでここで廃止の方をさせていただければと思います。

以上で説明終わります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただいま説明をいただきました。質疑ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑ないようですので討論を行いますが討論

ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め議案 12号 箕輪町高齢者支援事業に関

する条例の一部を改正する条例制定についてを原案のとおり決定することにご異議ござい

ませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それではご異議なしと認め、可決すべきものと決定を

いたしましたので本会議でその旨をご報告をいたします。 
 続きまして議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計補正予算、福祉課に係わる案件を

議題といたします。細部説明をお願いいたします。課長 
○安積福祉課長 それでは議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算につきましてそ

れぞれ係長の方から説明をさせていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 平成 31年度箕輪町予算に関する説明書に基づきまして説明させてい

ただきます。説明書の一般 75ページをご覧ください。歳出から説明をさせていただきます。

3 款 民生費です。301 社会福祉総務費でございます。こちら人件費、また福祉医療給付事

務委託に係る手数料、福祉医療給付金の貸付金、民生児童委員関係の経費、また各種団体

への補助などを計上しているものでございます。1 枚おめくりください。76 ページです。

302 福祉センター管理費でございます。こちらは社会福祉総合センターの管理費を計上した

ものでございます。平成 30 年度から福祉センターの管理はシルバー人材センターさんの方

にお願いしているところでございます。77 ページをご覧ください。304 町社会福祉協議会

の補助金でございます。これはまず地域福祉ネットワーク事業委託料につきましては支え

合いマップの作成更新、希望の旅の事業委託料につきましては障がい者への支援関係、ひ

とり暮らし老人の集い事業委託につきましては明日葉の会の関係でございます。また町社

会福祉協議会の運営費補助金につきましては人件費等の補助でございます。306 医療費給付
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事業費でございます。こちら乳幼児、児童、障がい者、母子父子家庭に対する医療費の扶

助でございます。この下段にありますけれども、これまで町単独事業 310 でありましたけ

れどもそちらも含めまして 306 の医療費給付事業費に一本化しているものでございます。

これは国保連とかですね、支払基金の請求が単独を含めた一括請求であるためにコードの

一本化をしているものでございます。 
○唐澤障がい者福祉係長 同じく 77 ページ下の段の 0312 から説明させていただきます。

0312 町単独社会福祉事業費ということで 1,227 万 9,000 円ということになっております。

内容につきましては右手の方にあります説明欄にもありますけれども、障がい者のタクシ

ー利用券、それから外出支援券、次のページ 78ページの方へいっていただきまして上の段、

障がい者のスポーツ大会、それからちょっと下の方にいっていただきますと FAX 利用料金

の助成等々ございますけれども、こういった町単独で行う事業について計上させていただ

いているところです。続きまして 0317 心身障がい児者支援事業費ということでございまし

て、こちら右の方にありますがタイムケアというサービスの利用、それから日常生活用具、

それから軽度・中等度の補聴器の助成ということになっておりましてこちらの方は後で歳

入で出てきますが地域福祉総合助成金という県の補助金がございますけれども、こちらの

対象になる事業ということで計上させていただいています。 
○那須社会福祉係長 続きまして 320 町単独老人福祉事業費でございます。こちらは長寿

者祝金、上伊那福祉協会の高齢者施設の建設債務負担金、シルバー人材センターの補助金、

介護福祉券に係る経費などを計上しているものでございます。続きまして 80 ページをご覧

ください。322 老人クラブ活動助成事業費でございます。こちらは長寿クラブの活動に対す

る補助でございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 0323 高齢者等生活支援事業費になります。こちらに

つきましては町単独の高齢者福祉事業、また高齢者にやさしい住宅改良補助金等を計上し

ております。また地域ふれあいサロン支援事業補助金につきましてはまだまだ件数も多く

ございますので、昨年と同額を計上させていただいております。 
○那須社会福祉係長 続きまして 325 家族介護等支援事業費でございます。こちらは在宅

で介護されている方を対象とした介護支援でございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 0329 高齢者生活支援ハウス運営費になります。こち

らはグレイスフル箕輪に委託をして運営をしております生活支援ハウスに係る費用を計上

しております。現在 10 室ございまして 7 人の方が入居をされております。 
○那須社会福祉係長 332 老人福祉施設入所措置事業費でございます。こちら老人福祉施設

への町の措置入所に係る経費を計上したものです。現在 2 人町の措置としまして南箕輪老

人ホームの方へ入所中でございます。333 介護保険事業運営費でございます。こちらは介護

保険特別会計の町負担分の繰出金、また社会福祉法人等による利用者負担軽減の補助を計

上しているものでございます。334 地域医療介護総合確保基金事業費でございます。こちら

は県の基金事業補助金を活用しまして町の介護保険事業計画に基づいて看護小規模多機能
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型居宅介護事業所等を整備するため公募により選ぶ事業所へ補助金を交付するものでござ

います。 
○唐澤障がい者福祉係長 同じく 81 ページの下の方、0351 障がい支援区分認定等事務費

ということです。こちらの方障がいサービスをつける際に支援区分というのをつけるんで

すけれども、こちらの方の費用ということになっております。本年度 81 万 4,000 円となっ

ておりまして、前年度とだいぶ開きがありますけれども、こちら非常勤職員の報酬の方を

昨年度までここに盛っていたんですが 301 の社会福祉総務費の方に入れましたのでこうい

った形になっております。82 ページをおめくりいただきまして認定調査に関する費用、右

の方に書いてありますけれども、負担金ということで上伊那広域連合負担金というふうに

ございますけれども、こちらの方は上伊那広域連合の方に認定の関係の事務についてお願

いしている部分がありますので負担金ということになっております。続いて 353 介護給付

費ということです。こちらが 3 億 7,365 万 7,000 円ということになっております。だいぶ

増えておりましてこのような形になっております。障がい福祉サービス給付費の関係にな

っております。それから 355 自立支援医療費事業費ということでございます。こちらの方

が 1,945 万 6,000 円ということでございまして、右の方にありますが更生医療、育成医療、

療養介護といった関係の費用ということになっております。続きまして一番下、82 の一番

下ですけれども 356 補装具交付等事業費ということでございまして、こちらが 300 万円と

いうことになっております。続きまして 83 ページの方へいっていただきたいと思います。

357 地域生活支援事業費ということでございまして、こちら 2,444 万 8,000 円ということで

す。右の方に説明ということでありますけれども手話通訳の関係ですとかあと後見センタ

ー、それから上伊那の圏域での「障害者総合支援センターきらりあ」ということでありま

すけれどもこちらの委託料、それから具体的なサービスとしては移動支援、訪問入浴、こ

ういったような事業の費用ということになっております。続きまして 359 地域活動支援セ

ンター事業費ということでございます。こちらが 1,091 万 4,000 円ということになります。

こちらについてはイオンの中にあります「みのわ～れ」、こちらへの指定管理を行っており

ますけれども委託料、それから「みのあ～る」ということで今年度からできました金星と

箕輪花園の間にある障がい者のスポットということですけれども、こちらのほう引き続き

行っていきますのでこちらの費用ということになっております。以上です。 
○那須社会福祉係長 歳入の方の説明に入りたいと思います。94 ページをご覧ください。4
款の衛生費です。409 献血推進費でございます。こちら 3 万円ですが、郡市献血推進協議会

への負担金となります。では歳入の方の説明に入りたいと思います。15 ページをご覧くだ

さい。14 款の分担金負担金でございます。まず 0203 民生費負担金の中の一番上、老人福

祉施設入所措置事業負担金でございます。こちらは措置入所している方の負担金として徴

収をするものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続いてその下にございます高齢者生活支援サービス負担金にな

りますけれどもこちらは町ベッドの貸し出しに係る所得に応じた負担金となっております。 
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○唐澤障がい者福祉係長 20 ページの方をお願いしたいと思います。20 ページの上の段の

方ですけれども、03 民生費国庫負担金の 04 自立支援事業費負担金ということで 1 億 9,771
万 8,000 円となっております。こちらは介護給付費、これ障害福祉サービス費、それから

舗装具、それから自立支援医療費ということで更生医療、育成医療といった、そういった

費用の国庫負担分ということになっております。続きまして下の方へいっていただきます。

03 の民生費国庫補助金ということで 03 の自立支援事業費補助金ということになっており

まして、1,169 万 1,000 円となっておりますがこちらのほう地域生活支援事業ということで

移動支援や訪問入浴等々の事業の補助金と、国の補助金ということになっております。続

きまして 22 ページへいっていただきたいと思います。03 民生費委託金ということでござい

まして一番右の説明欄のですね、04 特別児童扶養手当事務取扱交付金ということで 17 万

5,000 円となっております。こちらのほう県の方から特別児童扶養手当の取扱関係で町へ入

ってくる金額ということになっております。続きまして 23 ページ行っていただきたいと思

います。03 民生費県負担金ということでございまして右の方の節の方は 04 自立支援事業費

負担金ということで 9,885 万 8,000 円となっております。こちらは介護給付費、障害福祉

サービス費、補装具それから自立支援医療費の県の負担分ということになっております。

それから下の方へいっていただきまして民生費県補助金 03 とあります。こちらの一番下の

ところですけどもそこの地域福祉総合助成金というのが右の一番下の四角の中の一番上に

ありますけれども、こちらの方 72 万 4,000 円ということになっておりまして 0317 という

事業でいいましたタイムケアですとか生活用具の事業の関係の補助金ということになって

おります。 
○那須社会福祉係長 17 款の 23 ページの一番下になりますけれども、03 民生費県補助金

でございます。この中で02福祉医療費給付事業補助金ということで県からの補助金を5,804
万 4,000 円見込んでいるものでございます。1 枚おめくりください。続いて 07 介護保険事

業の補助金 18 万でございますが社会福祉法人等の関係になりますけれども 18 万見込んで

おります。また 11 の介護予防・生活支援事業の補助金としまして 66 万 9,000 円でござい

ますがこちらにつきましては老人クラブの活動助成事業の県からの補助金でございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 次にその下にございます高齢者にやさしい住宅改良促進事業補

助金ですけれども、こちら事業費の 2 分の 1 補助ということで 31 万 5,000 円を計上してお

ります。 
○那須社会福祉係長 続きまして 34 地域医療介護総合確保基金事業補助金でございます。

先ほど説明させていただきました看護小規模多機能型居宅介護事業所等の建設に係ります

県からの補助金でございます。 
○唐澤障がい者福祉係長 その下の方になりますけれども区分のところで 03自立支援事業

費補助金となっている 584 万 4,000 円となっている部分ですけれどもこちらのほう地域生

活支援事業ということで移動支援等々の事業ですけれども、こちらの県の分の補助金とい

うことになっております。 
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○那須社会福祉係長 26 ページをご覧ください。17 款 県支出金の 03 民生費委託金、一

番下になりますけれどもこちら社会福祉費委託金としまして民生児童委員の交付金が 384
万 5,000 円へ県から交付されるものでございます。 
○唐澤障がい者福祉係長 36 ページまで資料の方いっていただきたいと思います。予算書

です。すみません。36 ページの下から 3 番目ですけれども、特別障害者手当等受給資格者

所得状況調査委託料ということございまして 1 万 6,000 円ですけれども、こちらのほう県

から町の方へ入ってくる障がい者の関係のお金ということになっておりますのでこちらの

雑入の方に計上させていただいております。以上です。 
○那須社会福祉係長 30 ページをご覧ください。19 款 寄附金でございます。中段ほどの

03 の民生費寄附金ですが、こちら寄附金、遺志金等 1,000 円今回は見込んでいるものでご

ざいます。続きまして 34 ページをご覧ください。22 款 諸収入でございます。03‐03 福

祉医療給付金貸付金元利収入でございます。こちらは社会福祉総務費の貸付金と同額です

けれども福祉医療給付金の貸付金の元収入を見込んでいるものでございます。続きまして

36 ページをご覧ください。22 款 諸収入の 20 の雑入になります。36 ページの一番下にご

ざいます。雑入 1 のゆとり荘デイサービス事業の使用料ということで町の施設、ゆとり荘

でですね、社会福祉協議会が行うデイサービス事業と収益事業で使用する部分につきまし

て土地建物の貸付収入として 70 万を見込んでいるものでございます。説明につきましては

以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明いただきましたので質疑を行います。質

疑ありませんか。松本委員 
○１１番 松本委員 81 ページの生活支援ハウスのことですけど 7 人という説明ですが、

昨年 5 人で 2 人増えていましてこれ個人負担にかかって、全員かかっているんでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 入居負担金につきましては個人所得に応じまして何段階かござ

いまして徴収のほうさせていただいております。 
○１１番 松本委員 段階分かります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 申し訳ありません、今資料を持ち合わせておりませんのでまた

後ほど報告させていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 7 つほどお聞きしたいんですけどまず一つは住民支え合いマップ

活用の状況なんですけれども各区とか地区社協なかなか活用の方法というのは違うと思う

んですけれども、わかる範囲で状況を教えてください。それから次に「みのあ～る」です

けれど今の 1 年というか去年からだと思いますけれど現在の利用の状況についてお願いい

たします。それからオレンジカフェの事業の拡大ということがありますけれども、今の現

状とどんなふうにその点拡大を展開していくのかということをお願いいたします。それと
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一般質問でもしましたけれども、委員会で詳しく説明していただくということでしました

ので看護小規模多機能型居宅介護事業所の整備についてもう少し詳しく説明をお願いをい

たします。それから今のサロン、高齢者との集いの場のサロンの関係ですけれども町内に

38 箇所というようなできているということですけれどもこの支えているボランティアの皆

さんの状況についてどんな状況なのか、足りないというかあれなのか、そんなような状況

をお聞かせください。とりあえずそこまでお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐澤障がい者福祉係長 2 番目の「みのあ～る」の関係について今の状況ということでご

説明させていただきます。来所者数ですけれども 2 月末までという数字で合計延べですけ

れども 243 人ということになっております。1 日あたりということでいきますと大体 1.2 人

くらいというような形になっております。障がい者の方ほぼというか大分占めていますけ

れども 7 割ぐらいになるかと思いますけれども障がい者以外の方も、家族の方ですとか、

あと障がいに係る方ということで見える方もいらっしゃいますけれども比較的継続して見

えているということで今の 1 月、2 月ぐらいはちょっと寒いということもありまして来所者

の方も少ない部分もございますけれども、わりと予想以上に継続して来所されているとい

うことで来年度も引き続き実施していければというふうに考えています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 私の方から二つご質問ありましたうちのまずサロンについて説

明いたします。現在、サロン 38 箇所ございますけれども主に担っていただいている方です

けれども、大きく分けますと二つございまして一つが民生委員の方がやっているサロンが

ございます。もう一つが生活介護支援サポーターの方が中心となっているサロンが大半を

占めております。ボランティアの状況等につきましては個別に聞き取る機会はないんです

けれども概ねその方々が継続して担っていて、また複数でやっていらっしゃるのでそれほ

ど運営自体困ったという声は伺ってはいません。ただ、やはり規模が大きくなってきます

となかなかそういったチラシの作成ですとか、またそれぞれ集約したりということが大変

だという声は聞かれますけれどもただあくまでサロンにつきましては自主的な取り組みと

いうところで無理のない範囲でやっていただくということが大前提になっていますので、

そういった範囲で月 1 回ですとかふた月に 1 遍というような活動に取り組まれております。

もう 1 点、オレンジカフェの拡大についてですけども、こちらについては予算は介護保険

特別会計の方に計上しております。今年度の 9 月から認知症カフェいわゆるオレンジカフ

ェの方を始めさせていただきまして 30 年度は 6 箇所の事業所また団体の方で手を挙げてい

ただきまして委託をしております。こちらについても少しずつ周知できておりまして徐々

に利用者、また参加者増えてきております。こちらの事業につきましても 31 年度も現在計

画書のほう事業所、団体から出てきておりますのでそういった中身を見ながら行政として

も支援できる部分、またそれぞれの事業所ですとか団体の持つ強みも生かしながら認知症

の方、また介護をしている方なんかに対しての支援の拡大していければと考えております。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 私の方から 2 点お願いします。災害時の住民支え合いマップの関係

でございます。こちらの方は皆さんご存じのとおりで 15 地区、区単位で 15 地区で作成さ

れているものでございます。毎年 15 地区で更新していただいておりますけども地域におけ

る災害時及び平常時のですね、支え合いについて関係を構築いただいております。要援護

者を確認する中で支援者を誰にするのかということで毎年確認し合っていただいてるとこ

ろでございますし、社会資源の関係もですね、地域の方で確認し合っていただいておりま

す。こちらにつきましてはこちらとしても防災の係の方ともですね、協力し合ってですね、

災害時の活用につきましてもうちょっと確認をしながら利用できるような形、今現在区単

位で使っているに留まっておりますので今後町としても有効に活用できるような形を取ら

なければいけないと感じているところでございます。 
○１０番 小出嶋委員 今の住民支え合いマップの関係ですけど、活用いわゆる個人情報

の保護というか、そういう部分との係わりでどこまで結構オープンにしているのか、今言

ったように区の役員というかそういう常会のあれとかそういう単位にオープンの部分は留

まっているのかというかそこら辺のところはどんな状況でしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 要援護者の方から同意を得て台帳として載せさせてもらっていると

は思いますけれども、今現在は役員さんとあと支援者の方までしか情報はいってないもの

だと思っております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。 
○那須社会福祉係長 続きまして最後の質問といいますか、お答えになると思いますけれ

ども看護小規模多機能型居宅介護事業所の関係でございます。こちらの方ですね、小出嶋

議員さんの方から議会の一般質問の方でもお答えしたところもございますけれども、こち

らは訪問、泊まり、宿泊関係ですね、を組み合わせました小規模多機能型居宅介護事業所

というのがまずもってございます。こちらはですね、資料の方こちらお配りさせていただ

きましたけれどもこちらの資料にもありますとおり箕輪町以外の上伊那の市町村には設置

されている小規模多機能型居宅介護事業所というのが設置されているところでございます。

訪問宿泊の関係に医療の関係も組み合わせたと、訪問看護というものを組み合わせまして

医療ニーズへの対応が可能になってくるというような事業所が看護小規模多機能型居宅介

護事業所というものになります。登録の定員が 29 名以下となっておりまして通い定員が 18
名以下、宿泊定員は 9 名以下となっているところでございます。こちら箕輪町の方では 32
年開所予定ということで事業を 31 年度に進めていく予定でございます。スケジュールとし

ましては 4 月に入りましたら事業者の公募をかけまして順調にいけば 5 月に審査委員会、

仮称でございますが審査委員会を行って 6 月には事業者が決定できるのではないかと考え

ているところでございます。7 月以降に補助金の内示がいただける、ちょっといつになるか

わかりませんけれども内示が出ましたら指令前着工ということで申請をしまして早速に内
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示が出ましたら工事着手できるような形をとっていきたいと思っておりまして、来年の 3
月には工事完成、4 月には開所ということでそういう予定で進めてまいりたいと考えており

ます。補助金につきましては施設設備の関係で看護小規模多機能につきましては 1 施設あ

たり 3,200 万円が上限となっております。施設の開設準備経費としまして 720 万円、こち

らの宿泊定員数 9 床掛ける今県の方でも改正しているところでございますが 80 万円、9 床

掛ける 80 万円ということで 720 万円を補助金として見込んで交付する予定でおります。看

護小規模多機能型居宅介護事業所につきましての説明につきましては以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 今の補助金ですけれど 9 床ということですけど、これ 2 つ足すと

3,920 万ですけど、4,770 万というのの内訳を教えてください。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 看護小規模多機能の施設整備が 3,200 万円、開設準備経費が 720 万

円プラス介護予防拠点施設の関係をですね、同じ施設の方にできれば機能を持たせたいと

いうことで介護予防拠点施設の機能、そちらの方の補助金として 850 万円プラスでござい

ます。それを 3 つ足しまして 4,770 万円という県からの補助金を見込んでおるものでござ

います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかかでしょう。よろしいでしょうか。一般 80
ページのですね、訪問理美容等利用補助金ですけれど、どの程度利用されておりますでし

ょうか。今までの経過として。 
○小笠原高齢者福祉係長 訪問理美容につきましては 1回あたり 1,000円の券を上限年間6
回まで交付をしておりますけれども、現在利用されている方は 5 人になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 手続きについてはいいですか。その家族が申請をして

自宅に用紙が送られてきてそのやりとりというのは本人はできないと思うのでヘルパーさ

んなんかやってくれるということはあるんですか。 
○小笠原高齢者福祉係長 こちらの手続きにつきましては申請書を予め年度当初にお送り

しましてご家族がいらっしゃる方もいらっしゃったり、あと実際にはご本人さんが動けな

いけど字は書けるという方もいらっしゃいますので基本的にはご家族ないしご本人さんか

ら申請がありまして、郵送でのあとはやり取りという形でやっております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 この予算の説明書の 26ページにありますけど基本的なあれですけ

ど、民生児童委員の交付金が 384 万 5,000 円ありますけれども、これは民生委員の活動に

対しての交付金ということですけど主に何に充てなければいけないという部分があるのか

どうかということと、次に 2 番目ですけれども 80 ページのところにあります補助金、地域

ふれあいサロン等の支援事業補助金、けっこう人気があってという今話がありましたけれ

どもこれからというか今現在でどんなようなものに充てるような補助金の希望が出てきて

いるのかということ、それから 3 つ目ですけれども主要事業の説明書の関係、説明書の方
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にもありますけれども町社協の運営費の補助金の大まかな内訳というのを教えていただき

たいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 2 番目の質問、地域ふれあいサロン等支援事業補助金についてに

なりますけれども、主にサロンにつきましては公民館ですとか集会所の机や椅子、特に集

会所ですけどやっぱり畳の所が多いものですからそこに椅子ですとか机が欲しいというこ

とで購入されるケースが多くなっております。また、その他こちらの事業については今年

度途中から 100 歳体操の方も追加をいたしましてそこでも体操するに当たっての椅子です

とか、あと一部はテレビですとかそういった DVD プレイヤー、あと血圧計なんかの購入の

方もやっております。今年度についても大変好評でして 99 万円で残がほとんどないという

ことでこれからの希望につきましては翌年度ということでお願いをさせていただいている

ところでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 関連でよろしいでしょうか。ふれあいサロンの。ふれ

あいサロンについては確かに私もシステム分かってるつもりですけど、社協に登録をして 1
年に 1 遍実績の報告をするということなんですが、高齢者によっては本当のお茶のみが楽

しみで集まるだけで報告はいいと、だけども相変わらず全く支援はないって言うんですよ。

その辺施設の整備がうんと差が開いてくわけですね。血圧計なければ椅子もない、机もな

い、そういう所でやってるんですけど、なんとか今までの実績でそういう救済というかで

きませんもんですかね。社協が決めている基準があるわけですね。 
○小笠原高齢者福祉係長 社協の方で登録をして基準というのは特にございませんで、た

だ知り合いだけで集まるというのではなくてある程度地域ですとか地域誰でも来れるとい

う場所がサロンという定義になっておりますので、そういったところでできれば申請いた

だいて社協としましても補助金の交付の有無に関しては問わないということで言ってはい

ますので最終的に実績だけでも出していただいて、町としても社協としましても把握はし

てやはり皆さんにそういった場があるというのは周知はしていきたいものですからそうい

ったところでできれば登録をお願いしていきたいとは考えているところでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 では民生児童委員交付金の県からの交付金の関係でございますが、

民生児童委員の活動費としまして 59 人分、民生児童委員、主任児童委員も入れて 59 人い

らっしゃいますのでそちらの方々に活動費としまして 5 万 9,000 円、すべて 59 人分、それ

は皆様に交付しております。あと協議会の会長の活動費としましてプラスアルファで 1 万

1,920円、会長さんは5万9,000円プラス1万1,920円交付されているという形になります。

続いて協議会の運営費としまして 5,590 円×59 名分ということで協議会の運営費として協

議会の方に公布している金額が 32 万 9,810 円ございます。31 年度につきましては改選の年

になります。そちらの方もですね、推薦会の経費として 2 万 2,800 円交付されるというこ

とで聞いておりますのでその分を見込みましてすべてで 384 万 5,000 円という金額になり
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ます。続きましてもう一つ質問がございましたが、社会福祉協議会の補助金の関係でござ

います。5,228 万円という金額で計上させてもらってあります。こちらの方は主にですね、

人件費ということでなっております。その他は細かいところですが車両の関係とかですね、

あと備品、清掃、そういったところが細かいところでありますけれども主に使われてるの

は人件費となります。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 今の人件費というのは大体どんな範囲の人件費ということです。 
○那須社会福祉係長 人件費と言いますと社会福祉協議会が正規職員として雇っている方

の人件費の一部を補助しているものでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。他にはいかがでしょう。 
○木村議長 たまたま補正に両方にあったんで目についたんですけど、82 ページの 0353
の介護給付費ですけれども30年度もそうなんですけども、当初予算と比べて最終的に8,000
万くらいの補正が組まれているわけです。今回も今年の 30 年度の決算見込みよりも遥かに

少ない（聴取不能）この見込みというのはどうなっているんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐澤障がい者福祉係長 見込みの方はですね、私の見込みで立てた見込みですと実は 31
年ですけれども 4 億 3,400 万というような見込みの数字にはなっております。このまま年

計算していきますと前年度 1.2 倍ぐらい伸びていってるという数字の実績がありますので、

このままもし伸びていくとするとそういう数字になってしまうかなというふうになります

けれども当初についてはこういった金額で盛りまして今後の伸びというのをですね、見な

がら対応をしていくというような形でこのような予算計上という形になっております。補

正をしないといけなくなるという部分もあるかと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。一つよろしいですか。松本委員

さんが以前認定が遅れて箕輪町は遅いという介護認定ですか、その話一般質問でされまし

たよね。私もそういう意見をいただいて上伊那でやっているはずなので、何で箕輪町だけ

が遅いかというお話の中でどこも同じだと思うんですがというふうには申しましたけれど、

マンパワー不足というのはこの間あったし、そういうところとはまた違うところであれで

すかね。箕輪町だけってことが実際あるのかどうか。課長 
○安積福祉課長 ご質問は介護認定審査が 30日という基準がありますけど、申請してから。

それに収まっていないのはということの期間的な問題でよろしいわけですね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ですね。 
○安積福祉課長 箕輪町だけというちょっと今お話あったんですが、決して間に合ってな

いのは箕輪町だけではありませんし、箕輪町が特別遅いというわけではありません。ただ、

30 日に収まっていないのは事実でございまして主な原因は主治医意見書というのをいただ

かないと書類も揃っていかなくて回っていかないというのがあります。主治医からの意見

書というのがありまして、それを添付して事務処理を進めていくという形になっています。
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箕輪町にこれ限らないんですが、これがかなり時間がかかっているということで大変主な

遅れている原因はそこにあります。ですので、事務処理が遅れているとかそういうことで

はなくてドクターの先生も大変お忙しいので非常に言いづらいんですけども、現実は主治

医意見書の遅れがそのまま遅れにつながっているということであります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑ないようですので討論を行いますが討論

ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認めそれでは、係長 
○那須社会福祉係長 先ほどの補正予算のところで高齢外出支援券の利用状況ということ

で質問いただきました。そちらですけども平成 30 年度の高齢外出支援券の予算が当初とい

いますか、893 万 8,000 円に対しましてこちらすみません、12 月末現在 12 月 31 日現在と

なりますけれども、執行額が 517 万 4,000 円が支払われております。こちらが 57.9％の執

行率となっております。対象人数、配布した人数につきましては 5,755 人となっていると

ころでございます。それでいきますと、配布金額が 1,147 万 4,000 円となりますのでこち

らを執行額 517万 4,000円で割り返しますと利用率とすれば 45.1％ということで 12月末現

在でございますがそちらの数字になっております。以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論を行いますが討論あり

ませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 17 号 平成 31
年度箕輪町一般会計予算、福祉課に係わる案件につきまして原案のとおり可決することに

ご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議ないものと認め、可決すべきものと決定いたし

ましたので本会議でその旨をご報告をいたします。 
 続きまして議案第 20 号 平成 31 年度箕輪町介護保険特別会計予算についてを議題とい

たします。課長説明をお願いします。 
○安積福祉課長 それでは議案第 20 号 平成 31 年度箕輪町介護保険特別会計予算につい

て係長の方から説明させていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 平成 31年度箕輪町予算に関する説明書に基づきまして説明させてい

ただきます。介護保険特別会計予算に関する説明書の介護の 15 ページをご覧ください。歳

出から説明をさせていただきます。01 款 総務費の 3100 一般管理費でございますが、こ

ちらにつきましては介護保険事業事務に係る経費を計上しているものでございます。1 枚お
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めくりいただきまして介護の 16 ページになります。3102 賦課徴収費でございますが、こ

ちらは介護保険料の賦課徴収に係る経費を計上してございます。3106 認定調査等費でござ

いますが、こちらは介護認定調査に係る経費を計上したものでございます。17 ページをご

覧ください。3107 認定審査会共同設置負担金としましてこちらは上伊那広域連合の負担金

を計上しているものでございます。3109 の趣旨普及費です。こちらは介護保険制度案内冊

子等の印刷に係る経費を計上したものでございます。3110 包括支援センターの運営委員会

費としまして包括支援センターの運営協議会の委員報酬を計上しているものでございます。

1 枚おめくりいただきまして 18 ページをご覧ください。02 款 保険給付費でございます。

こちらにつきましては介護保険事業計画を基本としまして平成 30年度の実績見込みとの値

を考慮してサービス給付費を計上した数値になりますが、3111 の介護サービス等諸費につ

きましては要介護 1 から 5 の方を対象としたサービス給付でございます。3119 介護予防サ

ービス等諸費でございます。こちらは要支援 1、2 の方へのサービス給付を計上しているも

のでございます。続きまして 3125 審査支払手数料、こちらは審査支払の手数料を計上して

いるものでございます。19 ページをご覧ください。3127 高額介護サービス等費でございま

すが、こちらは所得に応じた自己負担の上限額を超えた場合の給付を計上しているもので

ございます。3128 高額医療合算介護サービス等費でございます。こちらは医療費と介護サ

ービス費の合算額が一定額を超えた場合のサービス給付となります。続いて 3150 特定入所

者介護サービス等費でございますが、こちらは低所得者が施設での居住費、食費が負担限

度額を超えた場合のサービス給付となります。 
○小笠原高齢者福祉係長 続いて介護 20 ページをお願いいたします。3151 介護予防・生

活支援サービス事業費になります。こちらにつきましては総合事業のサービスに係る費用

を計上しております。昨年に比べまして訪問 A、通所 A1 ということで事業所を使うサービ

スの利用者が大きく 2 割ほど増えておりますので、その部分で 336 万 6,000 円の増額とな

っております。続きまして 3152 介護予防ケアマネジメント事業費です。こちらにつきまし

ては総合事業利用者への介護予防ケアマネジメントに係る費用を計上しております。こち

らも件数が大きく伸びておりますので、その部分で昨年比 73 万 3,000 円の増となっており

ます。続きまして 3153 一般介護予防事業費です。こちらにつきましては介護予防に係る事

業の非常勤職員報酬ですとか外出支援券の利用料になっておりますけれども、まず主なも

のとしまして介護予防事業の消耗品につきましては 58 万 4,000 円計上していますけれども、

こちら 100 歳体操の錘の部分ですけども、今現在 17 箇所およそ 300 人の方が活動されてお

りますけれども、このままのペースでいきますとさらに増えることが予想されますのでそ

ちらの分について計上をしております。続いて 22 ページをお願いいたします。外出支援券

になります。14 の使用料及び賃借料の外出支援券になりますけれども、こちらにつきまし

ては対象者が 5,730人を見込んでおります。続きまして 3154包括的支援事業費になります。

こちらにつきましては地域包括支援センターの運営費用といたしまして、主なものは人件

費となっております。また、そのほかとしまして 23 ページにございますけれども介護予防
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支援の委託料いわゆる介護要支援 1、2 の方に対する介護予防支援ですとか、あとその他に

つきましては民間職員受入負担金ということで 19 の負担金の部分にございますけれども、

一昨年 10 月から上伊那生協病院から作業療法士の方を受け入れておりますけれども、こち

らについての負担金継続してお願いをしたいと思います。続きまして 3155 任意事業費にな

ります。こちら主な事業としましては認知症見守り支援事業委託料ということでこちら社

協の方へ委託をしておりますけれども、こちらの事業費が主なものとなっております。ま

たこちら 232 万円の減額になっておりますけれども、こちら社協の委託事業について実働

等を勘案しまして一応人件費について減らすことが可能ということになりましたのでそち

らの部分が減額となっております。続きまして 24 ページをお願いいたします。3156 在宅

医療・介護連携推進事業費になります。こちら主なものとしましては医療と介護と連携に

係わる在宅医療、介護連携相談員の人件費、また在宅医療介護ガイドブックの印刷ですと

か、そういったシンポジウムに係る費用となっております。続きまして 3157 生活支援体制

整備事業費になります。こちらが生活支援体制整備事業の委託料ということで主に社協の

方に委託をしておりますけれども、こちらの方となっております。なお、394 万円増額とな

っておりますけれども、こちら社協の方に今 8 人のコーディネーターを委託しております

けれども、こちら実働また活動が時間増えておりましてそちらの人件費の増が主な増額の

要因となっております。続きまして 3158 認知症総合支援事業費になります。こちらにつき

ましては認知症地域支援推進員の人件費、またその他としましては認知症初期集中支援チ

ーム相談支援業務の委託料ということでこちらにつきましては伊那神経科病院への委託と、

あと今年度町内の開業医の方でお一人先生の方が相談の研修受けられまして一応相談員と

いう形になりましたので、そちらの方の 2 チームを組みまして進めていければと考えてお

ります。続きまして 3159 審査支払手数料になりますけれども、こちらにつきましては総合

事業に係る国保連合会の方に委託をしておりまして審査の方の費用となっております。 
○那須社会福祉係長 26 ページをご覧ください。6 款 基金積立金です。3133 の介護保険

給付準備基金の積立金でございますが、当初予算ではですね、預金利息のみ計上させても

らっているものでございます。1 万 8,000 円です。続きまして 27 ページをご覧ください。9
款 諸支出金でございますが、3138 第 1 号被保険者保険料の還付金でございますが、還付

金を 20 万円計上しているものでございます。3139 償還金でございます。こちらは過年度

の国庫支出金等の還付金として計上しているものでございますが、また平成 30 年度の数値

確定しましたら必要に応じて補正も考えていきたいと思っております。28 ページをご覧く

ださい。10 款の予備費、3147 の予備費でございますが前年並みに計上しているものでござ

います。続きまして歳入の説明に入りたいと思います。介護の 3 ページをご覧ください。1
款の保険料でございます。01 の第 1 号被保険者保険料でございますが、こちら介護給付費

の財源としまして法定負担割合 23％計上しているものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続いて 4 ページをお願いいたします。まず介護予防事業負担金

になりますけれども、ひざと腰にやさしい体操教室の個人負担金ですとか、あとは総合事



 
 

平成３１年３月定例会福祉文教常任委員会審査 

-73- 
 

業の訪問 C サービスの利用負担金となっております。続いて任意事業負担金になりますけ

れども、こちらについては成年後見制度の町長申立を行った場合に費用負担できる方につ

いては申立費用を一旦町で負担をしますけれども、そのあと利用者側に対して請求してお

りますのでそちらの方の負担金となっております。 
○那須社会福祉係長 5 ページをご覧ください。3 款 使用料及び手数料ですが 02 の督促

手数料の関係ですが、督促手数料を 5 万円見込んでいるものでございます。1 枚おめくりい

ただきまして 6 ページをご覧ください。4 款の国庫支出金になります。01 介護給付費負担

金ですが総給付費に法定割合の 20％となっております。02 の低所得者保険料軽減負担金で

ございますが、国の補助率は 2 分の 1 となっております。保険料段階第 1 段階の方につき

まして年間 3 万円から 2 万 7,000 円、年間で 3,000 円の補助に対しての補助率 2 分の 1 と

なっております。続いて 01 調整交付金でございます。こちら財政調整交付金 5％を見込ん

でおりますが、高齢者の割合や地域実情に合わせて決められた率ということで地域の格差

の調整となります。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 02 地域支援事業交付金（介護予防事業・総合事業）

の分になりますけれども、こちら対象事業費の 25％の交付金となっております。続きまし

て 7 ページの地域支援事業交付金（総合事業費以外の地域支援事業）になりますけれども、

こちらは対象事業の 38.5％の交付金となっております。次に 04 保険者機能強化推進交付金

になりますけれども、こちら平成 30 年度から創設された交付金になります。こちらにつき

ましては評価点数に応じて国から交付されますけれども、こちら充当先としましては介護

予防ですとかそういった町の施策に係わる部分に充当できるという形です。金額につきま

しては 30 年度は 400 万 7,000 円交付されましたけれども、まだ実績等まだ金額確定してお

りませんので概算で 100 万円を計上してございます。 
○那須社会福祉係長 8 ページをご覧ください。5 款 支払基金交付金です。01 介護給付費

交付金ですが、こちら第 2 号被保険者分としまして法定割合の 27％分、支払基金から町へ

交付されるものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続いて 02 地域支援事業支援交付金です。こちらは対象事業費の

27％が交付される交付金となっております。 
○那須社会福祉係長 9 ページをご覧ください。6 款 県支出金です。01 の介護給付費負担

金ですが、こちらは法定割合の 12.5％計上しているものでございます。02 低所得者保険料

軽減負担金、先ほど説明しましたとおり国からは 2 分の 1、県の方から 4 分の 1 補助となっ

ておりますので、その 4 分の 1 を計上しているものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 01 地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総

合事業）になりますけれども、こちらは対象事業費の 12.5％が対象となる交付金となって

おります。続きまして 02 地域支援事業交付金（総合事業以外の地域支援事業）になります

けれども、こちらは対象事業費の 19.25％が対象となる交付金となっております。 
○那須社会福祉係長 介護 10 ページをご覧ください。6 款 県支出金の 01 総務費委託金
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です。こちら生活保護第 2 号被保険者認定調査委託金ということで 1 万円計上しておりま

すが、こちら保健福祉事務所から保険者への認定調査委託金としまして生活保護の受給者

の関係になります。続きまして 11 ページをご覧ください。10 款の繰入金になります。01
介護給付費繰入金、こちらは町の負担分ということで法定負担割合 12.5％を計上している

ものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 02 地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総

合事業）になりますけれども、こちら対象事業費の 12.5％を繰り入れているものになりま

す。続いて 03 地域支援事業繰入金（総合事業以外の地域支援事業）になりますけども、こ

ちは対象事業費の 19.25％を繰り入れております。 
○那須社会福祉係長 04 低所得者保険料軽減繰入金でございます。こちらは先ほど説明さ

せていただきましたが、町の負担率は 4 分の 1 になりますのでその分を計上しているもの

でございます。05 その他一般会計繰入金でございますが、こちらは事務費に係る繰入、町

が負担するものということで計上しているものでございます。12 ページをご覧ください。

11 款 繰越金になります。01 繰越金ですがこちら現在では 1,000 円計上しておりますが、

また確定後こちら毎年 9 月必要に応じて補正という形になりますのでご承知お願いしたい

と思います。13 ページになります。13 款 諸収入になります。01 の第 1 号被保険者の延

滞金、02 の預金利子の関係と 04 の雑入の関係、第三者負担金返納金につきましては今後必

要に応じて必要があれば補正していくという形になります。 
○小笠原高齢者福祉係長 続いて雑入になりますけれども、雇用保険料本人負担分につき

ましてはそれぞれの非常勤職員の本人負担分となります。続いて 02 居宅介護サービス計画

収入になりますけれども、こちらは要支援 1、2 の方と総合事業対象者の方に対する介護予

防ケアマネジメント、また介護予防支援について 1 件当たり 4,300 円の方が国保連から支

給をされますのでそちらの収入となっております。また 03 の雑入ですけれども、こちらは

職員が外部研修等で講師を務めた際の謝礼ということで収入がございますので計上してお

ります。 
○那須社会福祉係長 14 ページをご覧ください。16 款 財産収入です。02 利子及び配当

金でございます。その中の介護保険給付準備基金の運用収入 1 万 7,000 円ということで見

込んでおりますが、こちらは現在預金利息を見込んであるものでございます。ちなみに介

護保険給付準備基金につきまして平成 29 年度末の残高が 1 億 7,882 万 12 円となっており

ます。平成 30 年度の積立予定額につきましてはまだ予定ではございますが、2,039 万 5,000
円となりまして 30 年度末の見込み額予定ですけれども 1 億 9,921 万 5,012 円となる見込み

でございます。説明につきましては以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは細部説明いただきましたので質疑を行います

が、質疑ございませんか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 介護保険の関係で上伊那広域連合の負担金の内容というのを、情

報センター以外のですけど教えてください。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○安積福祉課長 広域連合の方で全ての市町村の介護認定審査をやってますので、単純に

言えばそれに係る経費ということになりますが、いわゆる情報センター以外にも単独のシ

ステムを持ってまして、専用の、その負担金、それから医師とかの審査専門職がいるわけ

ですけどもその報酬と、あと諸々含めたものに対して負担割合に応じて市町村にお願いさ

れてくるというものであります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはよろしいでしょうか。よろしいですか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論を行いますが、討論あ

りませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 20 号 平成 31
年度箕輪町介護保険特別会計予算につきまして原案のとおり決定することにご異議ござい

ませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それではご異議ないものと認め、可決すべきものと決

定をいたしましたので本会議でその旨をご報告をいたします。 
【福祉課 終了】 

 
【2 日目】 
⑤健康推進課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 おはようございます。［一同「おはようございます。」］ 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただいまから昨日に引き続きまして福祉文教常任委員

会の審査を行います。それでは健康推進課に係わる案件について審査を行います。議案第 2
号 平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）につきまして細部説明をお願いいたし

ます。課長 
○柴宮健康推進課長 それでは平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）につきまし

て担当の北原からご説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 それでは平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算（第 9 号）の 27
ページをご覧ください。4 款 衛生費、01 の保健衛生総務費の 0401 一般保健費でございま

すが、19 負担金補助金及び交付金についての補正についてです。まず上伊那広域連合負担

金の減です。7 万 1,000 円の減額補正するものでございます。次に伊那中央行政組合負担金

の増です。伊那中央行政組合の負担金の増ですが、伊那中央病院の交付税の減額分を構成

市町村で負担するものになります。続きまして地域医療再生事業費負担金の減でございま

す。こちらは看護学生に対する貸し付けに係る経費です。この地域に 3 年間お勤めいただ
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きますと免除される制度となっておりますが、学校を途中で辞められたりですとか 3 年間

お勤めができなかったりとかいう形で返済される金額が増えていることと、貸付制度を利

用される方が見込みより少ないことから負担金の減となっております。次 28 の繰出金でご

ざいます。国民健康保険出産育児一時金繰出金の増と国保財政安定化支援事業繰出金につ

いては後ほど国保医療係の方で説明をいたします。一般会計については以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明説明終わりましたので質疑を行います。

質疑ございませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 質疑なしと認め討論を行います。討論はありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め議案第 2号 平成 30 年度箕輪町一般会

計補正予算（第 9 号）健康推進課に係わる案件につきまして原案のとおり決定することに

ご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議ないものと認め、可決すべきものと決定いたし

ましたので本会議でその旨をご報告をさせていただきます。続きまして議案第 3 号 平成

30 年度箕輪町国民健康保険特別会計補正予算（第 5 号）についてを審査を行います。細部

説明をお願いします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 3 号 平成 30 年度箕輪町国民健康保険特別会計補正予算（第

5 号）につきまして担当の林係長からご説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 そうしましたら私の方で国保会計の補正予算について説明をさせてい

ただきます。歳出の方からご確認をいただきたいと思いますので予算書の方の国保 8 ペー

ジをお願いいたします。国保 8 ページ歳出 2 款 保険給付費でございます。まず最初に 4221
の一般被保険者の高額療養費になりますが、こちらは 2,000 万円の減額となります。30 年

の 8 月から制度改正によりまして 70歳以上の方の高額の限度額の金額が少し上限が上がり

ましたのでそれの影響もあるかと思いますけれども、当初の見込みよりも高額医療の給付

が減ったということで 2,000 万円減額をさせていただきます。続きまして 4 項の出産育児

諸費、出産育児一時金 4241 でございます。こちらは交付金になりますけれども 1 件 42 万

の出産の際に一時金として委任というか受療委任の医療機関、国保連を通じて医療機関の

方へ支払うようになっておりますが、ちょっと補正の段階で当初 20 人で取ってあったもの

がもしかしたら超えるかもしれないというところで 3 人分計上をさせていただきました。

続きまして国保 9 ページ、予備費につきましては歳入と歳出を調整させていただいている

ものでございます。続きまして国保 6 ぺージの歳入をお願いいたします。6 款の県支出金で

ございます。任意保険給付費交付金ということで 30 年度から県に一元化されたことにより

まして保険診療に係る分ですとか高額医療の給付につきましては県が財政負担をするとい
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うことで 2,000 万円高額医療減額しましたので、県からの交付金が 2,000 万円同じ金額を

減額させていただくものでございます。続きまして国保 7 ページの繰入金でございます。

10 款の繰入金です。こちらは一般会計からの繰入金になりますけれども、4 節の国保財政

安定化支援事業繰入金 704 万 8,000 円につきましてはこちらは高齢者の割合が多いことに

よる財政安定の事業の支援分ということで一般会計の方から繰入を行うものでございます。

続きまして出産育児一時金の繰入金になりますけれども、こちらは支出の 42 万円の 3 人分

の国保会計で支払った分の 3 分の 2 を一般会計から繰り入れるという法定内の繰入がござ

いますので 84 万円を繰入を行うものでございます。説明につきましては以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明をいただきました。質疑を行いますが質

疑ございませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑なしと認め、討論を行いますが討論はあ

りませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め議案第 3号 平成 30 年度箕輪町国民健

康保険特別会計補正予算（第 5 号）につきまして原案のとおり決定することにご異議ござ

いませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議ないものと認め可決すべきものと決定をいたし

ましたので本会議でその旨ご報告をいたします。 
 続きまして議案第 4 号 平成 30 年度箕輪町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 5 号）

につきまして細部説明をお願いいたします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 4 号 平成 30 年度箕輪町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第 5 号）につきまして担当の林係長からご説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 そうしましたら補正予算書の後期 6 ページ、7 ページをお願いいたしま

す。6 ページ歳入と 7 ページ歳出、合わせてご確認いただきたいと思います。歳入につきま

しては被保険者の方々から納付をいただく保険料になりますけれども、特別徴収分につき

ましては増額、普通徴収分につきましては減額、実績に基づきまして補正を行うものでご

ざいます。合わせて 532 万 6,000 円の増額となります。歳出の方の 7 ページですが、こち

らは歳入となった保険料につきましては後期高齢者の医療広域連合の方へ納付をしており

ますので同額を補正を行うものでございます。説明は以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 何かご質問はございませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。それでは質問なしと認め討論を行い

ます。討論ありませんか。 
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 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。議

案第 4 号 平成 30 年度箕輪町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 5 号）につきまして原

案のとおり決定することにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議ないものと認め、可決すべきものと決定をいた

しましたので本会議でその旨をご報告をいたします。 
 続きまして議案第 7 号 箕輪町健康づくり推進協議会の設置条例制定についてを議題と

いたします。細部説明をお願いします課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 7 号 箕輪町健康づくり推進協議会設置条例制定につきまし

てご説明申し上げます。議案第 7 号をご覧ください。こちらの条例につきましては健康づ

くりにつきまして様々な課題がございますけれども町全体の健康づくりやその環境整備に

つきまして行政だけではなく様々な機関含めまして体系的に検討をして町全体で健康づく

りを効果的に推進することを目的とさせていただいております。施行日は 31 年 4 月 1 日と

なっております。条例の内容につきましては設置の設置と任務ということで協議会の目的

と委員さんの任務についての規定、それから委員さんのそれぞれ町内の各組織の代表者の

規定、あと任期 2 年となっております。それから会長、副会長互選で選ぶということと、

会議につきまして過半数の出席で承認されるということと、それから場合によっては専門

家とかそういった方々に意見を求めたいと思いますので、そういった方の出席とか資料の

提出を求めることができる規定、あと庶務は健康推進課において行うという規定が定めで

ございます。来年度健康づくり推進条例ですとか受動喫煙防止条例も制定させていただき

ますが、そういった内容も検討させていただく予定でおります。説明は以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明いただきましたので質疑を行います。質

疑ございませんか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 この条例ですけれども委員の任期は 2 年ということになってます

が、この健康づくり推進協議会という、先ほど任務が 3 つの項目にありますけどこの協議

会はずっと長く健康づくりの推進条例だとか受動喫煙の防止条例を睨んだだけの協議会で

はなくてずっと長く設置する予定ですか。ある程度の期間が目的が達したらやめてしまう

というか廃止する、そんな予定があるのかどうかお聞きします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 こちらの委員会ですけれども今年度につきましてはそういった条例

ございますので検討させていただくんですが、やはり健康づくり今行政だけではなかなか

広まらない部分はございまして、若い方々、勤めている方々ですとかそういったところに

も健康づくりを広げていきたいということですので今年だけではなくてこれからもいろい

ろ情報提供していくとか連携を図っていくという形で継続して行っていきたいと考えてお

ります。以上です。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。他にはいかないですか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 この委員会そのものが計画をつくるということではないわけだよ

ね。健康づくりの計画をつくる、あるいは考えるということなのか、その審議的な部分だ

けやるのか、その辺がちょっと明確さを感じないんだけどもどうなの。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 委員会がつくるという意味までは考えておりません。健康推進課で

つくるんですけれどもさまざまなご意見を伺いたいということで協議会の方からはご意見

をいただいたり検討をしていただいたりということを考えております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。なんか補足ありますか。いいですか。

唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 この協議会設置の条例の少し任務の方ですね、今いろいろ 3 つぐ

らい上がってるわけですけれど推進条例の制定に向けての委員会というふうに理解してる

んですが、そうじゃなかったりしたっけ。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 きっかけとしては検討する委員会を協議会を設置するきっかけとし

てはそういった条例の部分もございますが、さまざまな健康問題を町全体で考えていきた

いという部分もございますので今年度設置させていただくこととなりました。両方の意味

合いであります。条例の方と健康づくりの件ということです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 そうすると条例の設置のスケジュールですけれどもいつごろ条例

のほうを議会の方に出していただけるか、その辺についてはどういうふうに考えておりま

すか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 議会の方に上程させていただくのは 9 月を予定させていただいてお

ります。それまでに必要に応じて協議会の方を開催させていただく予定です。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 そうすると手順としては前から町長が健康づくり推進条例につい

て内容と話しておられますけれども、その辺を元に原案を作成してそしてこの協議会にか

けてということでしょうか。そして委員の方の組織の方ですね、委員の方ですが関係行政

機関の代表者というのはこれあれですかね、保健所なんですか、それから健康づくり関係

団体の代表者、かなり代表者が入ってますが具体的に健康づくり関係団体の代表者という

のはどういうところを予定立てているか、2 点についてお伺いしたいと。 
○柴宮健康推進課長 まず条例の内容。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 関係団体はどのようなっていう。 
○柴宮健康推進課長 まず保健医療関係団体につきましては保健所の関係ですとか医療機

関、町内医療機関等になってまいります。健康づくり関係団体につきましては健康推進課
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の方にあります食生活改善推進協議会ですとか保健補導員会ですとかあと町内で活動して

いるスポーツ関係の各種団体等もございますのでそちらの方を考えております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 前、町長はね、条例の方に係わる推進条例のとこですけどね、お

っしゃってたのは町の状況いろいろデータ等見る中で朝食をとらない子どもがいるとかい

ろんなそういうことが、それから歯科齲歯が多いとかそういうかなり健康長寿を目指す町

としては心配なデータが出てると、その辺についてクリアするために改善するためにそう

いう推進条例つくりたいというようなことをおっしゃってたんですけど、そういうことを

そういうための条例を制定すると、それが目的の一つというふうに理解してよろしいんで

しょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 おっしゃっていただいているとおりでございます。さまざまな町の

健康の課題、それからこれから将来に向けて心配される課題や問題について共有をさせて

いただいてみんなで取り組んでいきたいということになります。おっしゃられるとおり若

い方の食事の問題ですとか子どもたちの歯科の問題も同じように検討していくようになる

と思います。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいでしょうか。松本委員 
○１１番 松本委員 今唐澤委員の関連で 3 条のところなんですが、各団体の代表者と書

いて幾つか挙げてあるんですが、大体具体的にはいろいろ決めてあるんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 そうですね、大体声をかけていきたいというところは決まってきて

おりますが、まだ何方になるかとかそこまではいってないんですけれども、当然庁舎内の

関係課の方々でしたり医療機関、学校関係の方、飲食店とか商工業、事業者の方々、保護

者の方々とかね、そういった方々もちょっと考えてはいるところではあります。あと一般

公募もしますのでそういったところで何方が集まってくるかはわかりませんけど一般公募

も考えております。 
○１０番 小出嶋委員 この委員の関係ですけれど、今いろいろ話が出てますけれども 2
年間ということで、あとここに先ほども出てましたけど何とかの代表者というのがあるん

ですけれども、この代表者人たちが任期が 1 年でころころ変わる場合にはみんなその任期

で変えていくということなのか。2 年間は続けてもらうのかということと、それから一般質

問というか何かの時だと思いますけど、受動喫煙防止条例は 6 月議会に出すという話をし

てましたけれども 4 月に発足して即協議してもらって間に合うのでしょうか。二つお聞き

します。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 まず在任の期間ですけれども、任期 2 年ということなんですけれど

も、もし代表者は 1 年間限りだったりする場合は次の方の残りの在任期間を勤めていただ
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くという形になっております。あと受動喫煙 6 月というのは 6 月に制定する予定でおりま

す。5 月くらい、議会前にはパブコメをさせていただいてという形まで持っていきたいとは

考えております。よろしいでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。よろしいですか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論を行います。討論はあ

りませんか。討論なしと認め、それでは採決をいたします。議案第 7 号 箕輪町健康づく

り推進協議会設置条例制定について原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め、可決すべきものと決定をいたしま

したので本会議でその旨をご報告をさせていただきます。 
 続きまして議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算を議題といたします。健康推

進課に係わる案件についてを議題といたします。細部説明をお願いいたします。課長 
○柴宮健康推進課長 すみません、ちょっと資料がございますので先にお配りさせていた

だいてよろしいでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 それでは議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計補正予算につき

まして担当の北原係長からご説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 平成 31年度一般会計予算についてご説明させていただきいま

す。今資料の方を配らさせていただきました。参考にしていただけたらと思います。一般

会計については資料No.1の方が一般会計の方の資料となっておりますのでお願いいたしま

す。それでは歳出の方からご説明を申し上げたいと思います。一般予算書の 79 ページをお

願いいたします。資料ですと 3 ページになります。ではまず 3 款 民生費でございます。

0321 高齢者等福祉施設管理費でございます。こちらの方はげんきセンター、げんきセンタ

－南部、西部ふれあいサロン等の高齢者に関する 3 施設の維持管理に係る経費でございま

す。主な増減理由になりますけれどもげんきセンター南部土曜日開設に係る管理委託料分

の増とげんきセンター南部のトレーニングマシーン 3 台の更新に係る経費の増となってご

ざいます。ですので 13 の委託料、げんきセンター南部管理運営業務委託料の部分と 18 備

品購入費の方でトレーニングマシーン 3 台を更新する費用の方を計上してございます。続

きまして 92 ページをお願いいたします。4 款 衛生費でございます。保健衛生総務費、0401
一般保健費でございます。こちらは職員の人件費ですとか保健補導員会、食生活改正推進

員など健康づくりの要となっていただく組織の皆様の組織の育成に係る経費ですとか、あ

と今ご説明しました健康づくり推進条例設置に向けて健康づくり推進協議会を設置します

のでその委員報酬ですとかあと新設で骨髄バンクドナー助成制度の補助金ですとかあとは

伊那中央行政組合、広域連合の各種負担金、国民健康保険の財政基盤と安定に資するため
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の国民健康保険特別会計の繰出金等が主な経費となってございます。その中で 01報酬です。

健康づくり推進協議会の議員報酬が今年度新たに予算として計上してございます。すみま

せん、19 負担金、補助金及び交付金のところで骨随バンクドナーの助成の補助金というこ

とで 14 万円計上させていただいております。こちらの方は骨髄バンクに登録されている方

がドナーを提供する際に入院をして骨髄を提供するというような流れになっております。

そこの部分で収入がその分働けずに収入が少なくなってしまうことで骨髄提供することに

つながらないというようなケースもあるということでそこのところに対して補助するとい

うようなものでございます。1 日 2 万円で 1 週間 7 日間の 14 万円ということで見込んでご

ざいます。続きまして 0404 予防接種事業費でございます。こちらの方は予防接種に関する

経費でございます。すべて個別接種になっておりますのでそちらの委託料ですとかワクチ

ン代の方の経費になります。小児科に関するものが 10 種類、高齢者に関するものが 2種類、

来年度は成人に関するものが 1 種類新たに追加となっております。来年度の成人の追加に

なってる部分なんですが、風疹が成人男性に流行ったというような経過が今年ございまし

た。そちらの成人男性に対して風疹の抗体価検査、予防接種を実施するということになっ

ておりまして、そちらの方に係る経費を計上してございます。また高齢者肺炎球菌の予防

接種がに 65 歳の方が対象になってくるんですが、経過措置として 5 年間 5 歳刻みで接種の

方をやっておりましたが、それについて継続するというような国の方の意向も示されまし

たので新たに 5 年継続して実施する方の分についても計上してございます。続きまして

0407 国民健康保険特別会計繰出事業費でございます。こちらは国民健康保険特別会計に対

する繰出金でございます。0408 精神保健事業費でございます。精神保健に係る非常勤保健

師の報酬ですとかあとこころの相談に係る医師ですとか臨床心理士の謝礼、こころの講演

会、ゲートキーパー養成講座の講師の謝礼、あとは自殺予防対策に係る啓発するためのカ

ードですとかティッシュですとか、そういったものについての経費を計上してございます。

年々こころの相談の回数を増やして自殺予防対策に取り組もうというところでこころの相

談回数増に伴う謝礼の増ですとかこころの講演会ですとかゲートキーパー養成講座、今年

度はこの講演会行わなかったんですが、来年度はこの講演会ですとか、あとはゲートキー

パー養成講座に対する講師謝礼等を計上しております。それと 13 の委託費に関する部分で

すが 94 ページの方になります。13 の委託費、メンタルチェックシステム運用業務委託料に

なります。こちらの方も今ホームページの方にこころの体温計ということで載せてありま

すけれども少しメニューを追加するというような形でリニューアルを図りたいと思ってお

りますのでその分の委託費を計上してございます。0409 は飛ばしまして 0410 保健センタ

ー管理費でございます。こちらは保健センターの施設維持管理に関する経費でございます。

来年度ではですね、11 の事業費の修繕料のところですね、ブラインドがだいぶ傷んでおり

ますのでブラインドの修繕と健診車のところに保健センターの東側の入り口のところから

移動するんですがそこのところに屋根がかかるような形になっております。雨が降っても

いいように屋根がかかるような形になっておりますが、そこの屋根が破れてしまっていま
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すのでそちらの方の修繕の方に係る費用を計上してございます。予算書 95 ページをお願い

いたします。資料の方は 4 ページになります。02 保健事業費、0415 の保健衛生費でござい

ます。母子保健に関する非常勤保健師や管理栄養士、歯科衛生士等の報酬ですとか妊婦健

康診査、乳児健診、産婦健診等の健康診査に係る委託料ですとかフッ化物洗口等に係る経

費ですとかお子さんに関するいろんな教室やっておりますが教室相談事業に係る経費等を

計上してございます。その中で 13 の委託料でございます。来年度は産婦健診ということで

産後のお子さんを産んでから産後 2 週間と産後 1 ヶ月のときに産婦健診というのを実施し

ていただいて産後鬱のスクリーニングを中心にすることで病院から在宅に帰ってきたとき

の鬱的なところにフォローをするというような健診をスタートをしていく予定でございま

す。そちらの方の委託料が増となっております。それとお子さんの齲歯が多いというよう

な課題がございますので、そちらの方の対策としてフッ化物による歯質を強化するという

ようなところの事業を行ってまいりたいと思います。そちらの方の 2 歳児健診でフッ素塗

布を行うものと保育園と小学校のモデル校でフッ化物洗口を行う際の物品ですね、に係る

消耗品ですとか健診の内容充実、歯科に関する健診を健診での歯科の充実ということで歯

科衛生士を委託する費用等が増額となってございます。96 ページをお願いします。416 検

診事業費でございます。こちらは検診にかかる非常勤職員の報酬ですとか検診にかかる委

託費の方を計上してございます。検診については秋から消費税が上がりますのでそちらの

分の増額分が増となってございます。0417 健康増進事業費でございます。こちらは健康増

進事業に係る非常勤職員の報酬ですとか、健康ポイント事業、活動量計読み取りシステム、

健康アカデミー、健康講演会等、健康増進に係る経費を計上してございます。血管年齢測

定器を用いた保健指導実施してまいりたいと思いますので、そちらの非常勤保健師の報酬

の増ですとかがございます。活動量計読み取りシステムの保守業務が人数が増えている関

係がありましてそちらの方の委託費が増となってございます。健康ポイント事業景品に係

る印刷製本費等は実績等をみまして減となっております。続きまして 97 ページ老人保健費

でございます。0424 後期高齢者医療事業費でございます。こちらは後期高齢者医療療養給

付費、後期高齢者医療広域連合事務費負担金等の後期広域連合に対する繰出金でございま

す。続きまして 98 ページをお願いします。0425 後期高齢者保健事業費でございます。こ

ちら後期高齢者の健診ですとか人間ドック等健康づくりに係る経費を計上してございます。

高齢者のフレイル対策としまして口腔ですとか栄養ですとか運動機能的な部分について指

導を行っていきたいと考えておりますので、そちらの方の非常勤職員の報酬を増としてご

ざいます。ページ飛びまして 100 ページお願いします。100 ページ下の方ですね、診療所

費、0440 西部診療所運営事業費でございます。こちらが西部診療所の運営に係る経費でご

ざいます。実績に合わせまして医薬材料費を減額としてございます。歳出についての説明

は以上でございます。 
歳入の方の説明の方に移らさせていただきます。資料について 1 ページをご覧いただき

まして、予算書の方が 17 ページをお願いいたします。15 款の使用料及び手数料ですが、民
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生使用料ということで高齢者福祉施設使用料になります。こちらはげんきセンターとげん

きセンター南部の使用料の方を見込んでございます。続きまして 04 衛生使用料でございま

す。こちらは西部診療所の診療報酬に係る使用料ということで計上してございます。20 ペ

ージをお願いいたします。16 款 国庫支出金でございます。衛生費国庫負担金でございま

す。こちらの方は国保の基盤安定のための負担金と母子保健衛生費の負担金の方をかけて

ございます。母子保健については未熟児の養育医療ですね、未熟児に係る医療を付与する

という形でございまして、国の方が国庫の方で半分負担すると、2 分の 1 負担ということに

なってございます。21 ページをお願いいたします。予算書 21 ページをお願いいたします。

国庫支出金の衛生費の国庫補助金でございます。保健衛生費補助金の中の感染症予防事業

費等補助金でございます。予防接種、風しんの抗体検査の方を行うと、成人の男性に対し

て行うんですが、そちらの方の経費につきまして 2 分の 1 国庫補助となってございます。

それと疾病予防対策事業費補助金の方でございますが、こちらは新任期の保健師に対して

指導する部分で保健師の方の報酬についての補助がございますのでそちらの方が国の方で

2 分の 1 補助という形になっております。それと母子衛生費ですね、母子保健衛生費の補助

金でございます。産後鬱の対策で行います産婦健診ですとか産後ケア事業ですとか、育児

母乳相談券を配布しておりますが、そちらに対して国の方から 2 分の 1 補助があるという

形でございます。23 ページをお願いいたします。17 款 県支出金でございます。衛生費の

県負担金でございます。まず老人保健費負担金です。こちらは後期高齢者保険基盤安定負

担金ということで見込んでございます。国保基盤安定負担金も同様でございます。続きま

して母子保健衛生費負担金でございます。先ほど説明しました未熟児養育医療費の負担金

につきまして国が 2 分の 1、県が 4 分の 1 ということになっております。そちらを見込んで

計上してございます。24 ページをお願いいたします。県支出金の衛生費の県補助金でござ

います。保健衛生費補助金ということで精神保健事業費補助金です。こちらは地域自殺対

策強化事業補助金ということで自殺対策に対する取り組みに対する補助でございます。健

康増進事業費の補助金です。こちらは歯科ドック事業ですとか肝炎の検査に対する検診事

業に対する補助ですとかあとは健康相談・健康教育といった健康増進事業に対する補助と

なってございます。予算書 28 ページをお願いいたします。資料は 2 ページをお願いいたし

ます。18 款の財産収入でございます。財産貸付収入ということで北部診療所の建物ですね、

箕輪ひまわりクリニックさんの方に貸付をしてございますのでそちらの方の貸付収入とな

ってございます。31 ページをお願いいたします。20 款の繰入金でございます。国民健康保

険特別会計繰入金ということで国保の方が健診を受けた際にですね、半額国保の方から補

助をいただくという形で繰入金となってございます。35 ページをお願いいたします。予算

書 35 ページをお願いいたします。22 款 諸収入でございます。検診事業個人負担金という

ことで様々な検診、それぞれ受診者に負担をいただいておりますので、そちらの方の負担

金の見込みでございます。続きまして雇用保険料本人負担分ということで非常勤職員さん

の雇用保険分の負担金が中ほど 0401、0408、0415、0416、0417、0440 についてが健康推
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進課に係る部分でございます。38 ページをお願いいたします。引き続き諸収入ですが、38
ページの説明のところを見ていただきまして0321のところですね。高齢者福祉施設管理費、

げんきセンターの太陽光発電の販売に関する収入の部分が計上してございます。それから

少し下の方に行きまして 0415 から 0425 までの部分が健康推進課に係る収入の部分となっ

ております。母子の関係の教室に参加していただいたときの参加費ですとか、アカデミー

に参加していただいている方の参加費といったところの収入の部分と、後期高齢者に関す

る人間ドックを受けていただいたりですとか、健診を受けていただいた際の後期広域連合

からの補助がですね、こちらの方に収入として入るというような形で計上してございます。

一般会計に関する説明については以上でございます。細部説明いただきました。質疑ござ

いませんか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 ちょっと聞き漏らしたのかあれですが、97 ページですね。委託料

のところですけれども、健康ブランド化事業というのがありますが、これどういうことで

しょうか。ご説明をお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 健康増進事業費のこの委託料なんですが、信州大学の寺沢教

授がですね、健康アカデミーの監修をしていただいているというような形で講師として来

ていただいている経費ですとか、それに係る講師代ですとか交通費ですとかそういったも

のと、あと検診の結果を分析していただくようなものですとか全体を監修していただく費

用について、全てを込みで委託料という形でこちらの方をお願いしている経費でございま

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 健康ブランド化というのを打ち出しているというのは他にもあっ

てその中の一部なんでしょうか。健康ブランド化の内容がちょっといまひとつ掴めません

けれど。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 今の段階では健康ブランド化として打ち出しているのは健康

アカデミー事業 1 本という形になっております。箕輪の健康づくりの事業を町外に対して

ブランドイメージをつけるというようなところがありまして取り組んできた経過がありま

す。実際にアカデミーというのが他の地域にもわりと知られるような形になってきており

ますので、そちらの方を推進していきたいと考えております。 
○釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 大槻委員 
○２番 大槻委員 骨髄バンクドナー助成制度ですが、これは当然血液検査して何万分の 1
かなんかのあれであなたのは合ったということの中の 7 日間の 1 万円という補助というこ

とでよろしいですか。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 ドナーに登録される方はかなりの数がいていただいてると思

います。その中で必要とされる方と適合する方というのはかなり少なくなってきます。長

野県の中でも実際に県内でも 14 人というような実績とかも聞いております。ですので町内

がどのくらいというのは把握できる方法がないので確認をしていないんですけれども、そ

のように適合された場合に骨髄を摘出することになりますのでそれに係る経費となります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 大槻委員 
○２番 大槻委員 当然その前段として血液検査あるわけですね、第 1 回目の。そういう

ことについては全然補助制度は考えてないということでよろしいんです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 そうですね、登録に関する部分についての補助については特

段今のところ考えてはございません。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。それで私の方からちょっと。

風しんの抗体検査とかですけどね、進めるに当たってどのくらいの人数が今町内で検査し

てない対象の方がおられるのか。もう一つよろしいでしょうか。メンタルチェックシステ

ムをメニューを増やすということですけど、どんなメニューを増やすのでしょうかという

ことです。それと高齢者のフレイル対策というのが 98 ページにありましたが、どののよう

な体制をとって臨んでいくのか、それぞればらばらにするのか、一つの強化体制をとるの

か、その辺のところを事業の内容を教えていただきたいんです。係長 
○北原健康づくり支援係長 まず風しんに関するものなんですけれども今のところ把握し

ているのはここに該当する年齢の方になります。その方たちの抗体検査がどのくらい実際

がどのくらいかというのすみません、ちょっと分からないんですけど、この事業に関する

人数に対しては 1,400 人を見込んでおります。平成 31 年度は集中するといけないので昭和

47 年から 54 年の方をまず優先的にというところで、その方たちが 1,407 人いるというよう

な抽出をしてございます。メンタルチェックのメニューについてですが今具体的にこれと

いうふうにはまだ決定はしていません。ただ、どうしても同じ内容だけですとなかなか飽

きが来てしまう部分もあるのかなというところがありますので、定期的に少しリニューア

ルをしていくことが必要かなというふうに考えております。幾つかメニューがございます

のでその中で協議をしましてよりいいものを一度に入れてしまいますとまたそれが新しさ

がなくなってしまいますので少しずつ追加していくような形でリニューアルを図っていき

たいと考えておりますのでとりあえず一つ何か追加したいというようなのが今の段階でご

ざいます。フレイル対策についてですが今考えているのは箕輪町では健診を受けていただ

いた際に 75 歳以上の高齢の方についても結果説明会に来ていただいております。そこで実

際にその方と直接会ってお話ができるような状況ですのでその際にですね、今まではわり

と高齢の方ですので健診的な視点でいくとあまり無理をしないというようなところで指導

していた部分がありますけれども、フレイルという視点を持って結果説明をする際にそれ
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ぞれ管理栄養士ですとか保健師が当たるというようなことを考えております。ですので体

重の状態ですとか栄養状態ですとか、そういうことを把握しながら例えば話の中でうまく

噛めないとかいうようなことですとか、日中の活動状況とかそういうものも把握をしまし

て、そこでフレイルにならないような指導をしていきたいという、予防的なところで指導

していきたいと考えております。ですのでさらにその中でもう少しちょっと経過を見た方

がいいとか、フォローが必要だなという場合には管理栄養士ですとか保健師、歯科衛生士

の方で訪問するということも考えております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。小

出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 幾つかちょっとお聞きしたいんですけど、一つ健康ポイント事業

ですけれども幅広い年代の参加を図れるように拡大していくということですけど、具体的

な内容をもう少し詳しくお願いしたいと思います。それが一つと自殺対策の関係ですけど

も、相談しやすいようなそういう体制をつくっていくということですけれども今現在の実

態からどんなようなものを具体的には考えているのかというのをお願いいたします。それ

から先ほどの条例のところ、健康づくり推進協議会ですけれども、予算に載ってる報酬だ

と大体何回くらい開くという予定で盛ってあるのかというのをお聞きしたいです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 まず健康ポイント事業ですけれども今年度と昨年度と比較し

て実績を見ていきますと昨年度よりも 50 代の方、40 代の方、60 代の方の参加の人数が増

えている、昨年わりと 70 代の方が多かったんですが少し若い方にシフトしてきているとい

うような実績もございます。そういった中でできるだけ若い世代にという部分ですが、例

えば健診の際のお母さんに対してですとか保健補導員会の保健補導員をお願いしている方

ですとかそういったいろいろな機会を通じまして参加を呼びかけていきたいと思っており

ますし、また健康ポイント事業の対象となる事業ですね、少し今は町の事業ですとか講演

会に限られているところがあるんですが、少し幅広く対象にしていきたいと考えておりま

すのでそういった点でも少しポイントが限られた事業だけではなくてポイントが集めやす

いような状況になることで若い方たちの参加を促していきたいというふうに思っておりま

す。それと自殺対策ですが今年度自殺対策の計画を策定しております。その中で町の中で

もいろいろな場面で健康推進課だけではなくていろいろな課でそういった例えば生活困窮

とかいろいろな部分で福祉だったりだとかいろいろな場面でちょっと心配な方と接するこ

とがあると思います。そういったときの連携を密にしたいというふうに思っておりまして

まず今年度計画策定するに当たりまして庁内のいろんな部署の方に集まっていただきまし

て、一緒に自殺対策について何ができるかということを話合いの方をさせていただきまし

た。なのでまずは庁舎内でもそういった健康推進課だけではなくて庁舎全体で自殺対策に

ついての視点を持っていただくということも考えておりまして、まずは職員に対してもゲ

ートキーパー養成講座を実施するですとかそういうことも考えております。こころの相談
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を今実施しているんですが、回数を増やしまして、できるだけ住民の方の相談に対応して

いくようなことを検討しております。随時計画に沿いまして進捗状況確認しながら進めて

いきたいと思っております。委員さんに対する報酬でございますが、年に 3 回協議会の方

を開催することを想定しておりましてお一人 3,000 円で 20 人の参加をいただけたというこ

とを想定して経費を計上してございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。 
○１０番 小出嶋委員 今のお答えの中であれですけど、一つは健康ポイント事業の中で

地域だとか企業でやるような事業に拡大するという話がありますけど、具体的にはどんな

ことを今考えられているのかというのが一つと、それから今の自殺対策の関係ですけれど

も、庁内の各課との連携をということで家族とかそういう人から相談を来るというより前

にそういう兆候というか、そういうのを見つけたときに積極的にこちらからそういうふう

に相談にのっていくというかそのようなこともするのかどうかということが二つ目。それ

から健康づくり推進協議会の回数ですけどさっきの健康推進条例の検討だとか受動喫煙の

関係の条例の検討だとかいうことで 3 回でできるのかという疑問がありますけれどもどう

でしょう。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 健康ポイントについてはホームページの方に健康ポイントに

参加する事業について今募集をしております。そちらの方を募集していただいた内容の方

で例えば教室形式のものであれば何回か行ったところで独自の例えば 10 回で 10 回来たら

50 ポイントとかそういうような 1 回ではちょっとあれなので定期的にやっぱり通って健康

づくりをしていただくということが大事だと思いますので賛同していただいたところにそ

のような形でポイントを付けてもらうというようなことを考えております。その際に引換

券のようなものを渡していただいて町の方でハンコをつくというようなイメージでおりま

す。自殺の関係ですが健康推進課ではないところで気付いていただいたときには健康推進

課の方にぜひ（聴取不能）いただくというようなことを考えております。ただ、その際に

は話をするよということは必要にはなってくると思いますけれどもそういった連携をする

中で待っているのではなくてこちらの方から少し早めにアプローチができればというふう

には考えています。協議会の回数なんですけれども、ある程度こちらの方でベースとなる

ものを考えて開催をしていきたいと思っておりますし、健康づくり推進条例単発とかそう

いう形ではなくって同時にたばこの関係も同時に進行していくという形で効率よく開催を

していきたいと思っておりますので 3 回を設定しております。以上です。 
○１０番 小出嶋委員 ぜひ形骸化しないようにお願いをしたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはよろしいでしょうか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 課題の一つである西部診療所ですけど予算的には 315 万ほど予算

化されてるわけですが、10 日の日にもちょっと関係者の会議があったんですが、そこで業

務やってる時間の PR もどこにもないじゃないか、ガラス戸のところに小さい紙に貼ってあ
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る程度で何の示しもない、それじゃ逆効果じゃないか、やってることが逆効果だと、利用

していただくための努力が足りないんじゃないかという、そういう批判を受けてきたわけ

ですけど現状と今後の見通し等についての考えがあったら健診日数なんかも減らしたわけ

だよね。影響があまりないじゃないかという感じでいたんだけれど、いわゆる現実に統計

的にそれが実証されないとなかなか理解をしていただけない部分があるんでそういう調査

をした経過があるかどうかということを 1 点と今言ったような方向性があるかどうかをお

聞きしたい。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 統計的な調査については幅広く実施したわけではございませ

んが、利用されている方には全員にアンケートを取らさせていただいて、週 2 日にから週 1
回になることについてのご意見をお聞きした上での週 1 回という実施に変更したというよ

うな経過はございます。確かにおっしゃるとおり PR の部分は足りない部分があると思いま

すのでそちらの方は検討していきたいと思いますが、何分医療施設としてすごく検査機器

とかが備わっている施設ではございませんのでその範疇でできる診療という形にはなって

いきますのでそこのところに患者さんのご意向と合う方にどちらかというと多分地域であ

る程度安定している方で遠くまでお医者さんに行かれないような方たちの需要があるのか

なというふうに考えているんですけれども、おっしゃるとおり PR は足りないということは

重々あると思いますのでそちらの方は検討をしていきたいと思います。 
○１０番 小出嶋委員 産婦の健康診査ですけれども先ほどちょっと説明をしていただい

たと思うんですけれども、これは町が直接健康診査をするということではなくてどこかで

そういうのを受けたことに対しての補助ということですよね。そこら辺をちょっとお願い

します。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 産婦検診は病院で大体出産をした病院で産後のフォローとし

てやっていただくような内容になっておりますので、医療機関で実施したものに対して町

の方は委託費を支払うというような形になります。 
○９番 唐澤千洋委員 大きい金額じゃないんだけど、健康ポイント制も予算化されてる

んですけど、実態と言いますか、効果はどんなふうかお伺いをします。 
○北原健康づくり支援係長 そうですね、参加された方が昨年が 852 名、そのうち終了さ

れて景品交換に至った方が 288 名となっております。今年度ではですね、まだ途中なんで

すけれども 937 名の方が参加しておりまして 3 月 5 日時点ですけど 244 名の方がポイント

交換をしているというような実態でございます。3 月末が期限になっておりますので今窓口

の方には毎日のようにポイント達成された方が見えておりますので今後増加することは見

込めるような状況です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはよろしいでしょうか。よろしいですか。それで

は質疑終わりまして討論を行います。討論ありませんか。 
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 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め、それでは採決を行います。議案第 17
号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算、健康推進課に係わる案件について、原案のとおり可

決することにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め、可決するべきものと決定いたしま

したのでその旨を本会議でご報告いたします。 
それでは議案第 18 号 平成 31 年度箕輪町国民健康保険特別会計予算を議題といたしま

す。細部説明お願いいたします。 
○柴宮健康推進課長 議案第 18 号 平成 31 年度箕輪町国民健康保険特別会計予算につき

まして担当の林係長からご説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 説明書の説明に入ります前にお配りしている資料No.2をご確認いただ

きたいと思います。資料 No.2、1 ページでございます。平成 31 年度国保会計の資金の流れ

になっております。左側が一般会計の流れ、右側が国保特別会計の流れになっております。

右側の国保特別会計の流れの歳入の主なものにつきましては 1 番の国民健康保険税、6 番の

県支出金、そして 10 番の繰入金になります。繰入金は基金の繰入金以外は一般会計からの

繰入となります。基金は取り崩しが必要になった際の予算科目を計上するための 1,000 円

の計上になっております。現時点では基金の予定はございません。一般会計繰入金のうち

保険基盤安定繰入金につきましては国保税の税軽減分と保険者支援分になっております。

一般会計の方見ていただきますと歳入のところにも記載がありますけれども税の軽減分に

つきましては県が 4 分の 3、町が 4 分の 1 負担、保険者支援分につきましては国が 2 分の 1、
県が 4 分の 1、町が 4 分の 1 負担となっております。国、県からの支出金は一般会計へ入り

まして町の負担分を加えた分を一般会計から国保の会計の方へ繰り入れをするという形に

なります。その他繰入金のうちの人件費・事務費につきましては国保会計で支出をする総

務費の方で支出をする人件費や負担金、事務費などです。出産育児一時金の繰り入れにつ

きましては国保会計の方で支出した出産育児一時金の 3 分の 2 を繰入を行います。基盤安

定分、人件費、事務費分、出産育児一時金分は法定内の繰入となっております。その他の

減額調整分につきましては福祉医療の現物給付分の額に応じまして窓口で現物給付として

支払いをしなくてもいい部分が出てくるんですけれども、国保の調整交付金の交付金が金

額に応じて減額をされます。その分としてその他の繰入金としまして一般会計の福祉の予

算でその他繰入金減額調整分を福祉の予算の方で計上をしております。右側、国保会計の

流れの歳出につきましては 1 番につきましては総務費は人件費事務費等でございます。2 番

の保険給付費は診療に係る保険診療分、審査支払手数料分、葬祭費、出産育児一時金など

です。3 番の納付金等につきましては県の方へ納付をする納付金になります。5 番の保健事

業費につきましては特定健診に関する委託料、人間ドックの補助、保健指導に係る事務費
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などになります。8 番の諸支出費につきましては過年度の保険料還付金などを計上していま

す。財政調整基金は今年度に前年度の繰越金から 3,800 万円を積立を行いまして若干の利

子がつく予定でございます。30 年度末の残高は 3,800 万 1,000 円の見込みでございます。

31 年度も基金の積立の利息につきましては一旦国保会計へ財産収入として歳入となりまし

て歳出で基金積立金として支出をして積み立てております。資料 No.2 の 1 枚おめくりいた

だきまして 2 ページを見ていただきたいと思います。こちらは 1 月 31 日付で県から示され

ております 31 年度の都道府県の標準保険料率、市町村の標準保険料率、納付金の算定の結

果ということで表にしてあります。1 の都道府県標準保険料率については都道府県間の保険

料水準の比較を行うための保険料率で全国統一の算定基準で算出されています。長野県の

これが率という形になります。2 の市町村標準保険料率は県内の市町村間の保険料の水準を

比較するための保険料率で、県から示された納付金を賄うことができる料率で県内統一の

算定基準で示されております。3 番については市町村ごとの算定方式による保険料率で箕輪

町は昨年から 3 方式で保険料を徴収しておりますので資産割のところは 0 になっておりま

すけれども、応益応能割等の割合を箕輪町の割合に変えて保険料率が示されております。

3‐1 につきましては現在被保険者の皆さんに賦課をしております平成 30 年度の 30 年度か

らの 30 年度に改定を行いましたので 30 年度からの 3 方式の保険料率になっております。4
につきましては平成 31 年度に箕輪町が県へ納付をする納付金の金額になります。医療分、

後期分、介護分、それぞれ示されておりますけれども太字の合計のところの金額が年間の

納付金になります。4‐1 につきましては参考ということで 30 年度に県へ納付をしておりま

す納付金の金額になっておりまして比較をしますと 900 万円ちょっとですかね、31 年度は

少ない金額になっております。この金額が少ない理由としますと平成 29 年度までに市町村

が直接納付をしていた後期高齢者の納付金ですとか介護の納付金等の精算分多く納付した

ものの還付分ですね、基金から戻ってくるお金があるためと思われます。保険料について

は 1 から 3‐1 というのをちょっと比較してみますと 3‐1 が現在の保険料率なんですけれ

ども、県から示されている標準保険料率と大きな差がないかなというところをご確認いた

だけると思いますので今後の県の方へ納付をする納付金の額にもよりますけれども率等を

大幅に変更するようなことがなく運営できるのではないかと思われますので一応こちらも

ご承知の上で予算書の方をご説明をさせていただきたいと思いますのでお願いいたします。

予算書の説明に入りたいと思いますのですみません予算の説明書の方の国保の 14の歳出の

方からご説明をさせていただきたいと思います。国保 14 ページ、歳出の 1 款 総務費でご

ざいます。4111 の一般管理費につきましては人件費、事務費等になります。昨年度と比べ

ますと 600 万円ちょっと少なくなっておりますけれども、人員の数が 4 名から 3 名に変わ

っておりますのでその分の減額になります。4112 の連合会負担金につきましては国保連合

会の方へ支払いをする手数料等になります。続いて国保 15 ページの 4121 賦課徴収費でご

ざいますがこちらは税の徴収事務に係わる経費となります。4131 の運営協議会費につきま

しては国保運営協議会の委員さん方の報酬とあとは国保新聞を委員さんの皆さんに配付を
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しておりますのでそちらの経費等になります。15 ページから 16 ページへめくっていただき

まして 4141 趣旨普及費になります。こちらは医療制度のパンフレットの印刷代等が主なも

のになります。4151 の医療費適正化特別対策事業費につきましては適正化へ向けての非常

勤職員さんの事務費またジェネリック薬品とか医療費通知等の郵送料や手数料が主なもの

になります。国保 17 ページからは 2 款に移りまして保険給付費になっております。保険給

付費につきましては区分が一般分と退職分とそれぞれございまして退職分につきましては

経過措置として残っている被保険者の方の分になりますので毎年金額の方は少なくなって

きております。こちらも保険給付費につきましては一応県の方で財政の負担という形にな

ってきておりますので、県から示されてきている数字も基にしながら実績も見て数字を計

上させていただいております。17 ページから 19 ページまで一般と退職の療養給付費、また

療養費、高額療養費、高額介護加算療養費、あとは移送費と 18 ページの一番上のところに

4215 とありますけれども、こちらは審査支払手数料ということで国保連合会の方へ支払い

をする手数料になりますが、こちらの部分につきましてはすべて実際手数料は一部対象に

ならないものがありますけれども支払った分の実績に応じまして県の方から交付をされる

ものになってきております。国保の 19 ページの一番下のところにあります、19 ページから

20 ページに移ってきますね。出産育児一時金につきましてはここからは県の方の交付金の

対象にはなってきておりませんので一般会計から交付をするものになりますけれども一応

20 人分、42 万円の 20 人分ということで交付金を計上しております。20 ページの 4251 葬

祭費につきましては 1 件 5 万円になりますけれども 40 人分で前年と同額を計上しておりま

す。国保 21 ページ、3 款の納付金でございます。先ほど説明をさせていただきました県へ

町が納付をする納付金になりますけれどもこちらの方は既に金額が確定されているもので

ありますので、県から示された数字を計上をさせていただいております。国保 21 から 22
ページまで医療分、後期分、介護分ということで納付金のそれぞれは金額を計上しており

ます。続きまして国保 23 ページ、5 款の保健事業費になります。4511 特定健康診査等事業

費ですけれどもこちらは特定健診に係る委託料ですとか非常勤職員さんの報酬等が主なも

のになります。続いて 4512 の疾病予防費になります。こちらは人間ドック、脳ドック等の

補助とがん検診を国保の被保険者でがんの検診受けられた方の繰出金、一般会計の方へこ

ちらは繰出を行うものでございます。23 ページの 4514 保健指導事業費につきましては保

健指導を行う際の非常勤職員さんの賃金ですとかあとは消耗品等事務費等になります。国

保 24 ページの同じく 4514 の保健指導事業費の中に今年度備品購入費ということで血管年

齢測定器の方を購入予定になっております。こちらは国保の会計で購入をして特定健診の

指導の際に活用もしますけれども広く貸し出し等もできるようなポータブル形式のものに

なっておりますのでそういったものを活用して健康意識を高めてもらうということを目的

にしておりますので今年度2台購入をする予定になっております。国保25ページの6款 基

金積立金につきましては財政調整基金の利息分の積立になります。26 ページ、7 款の公債

費につきましては昨年と同額を計上しております。ここ何年かの支出は今のところはない
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ですけれども、一応同額を計上しております。国保 27 ページの 8 款の諸支出費につきまし

ては国保税の還付金等が主なものになります。続きましてめくっていただきまして国保 28
ページ、8 款の諸支出費につきましては県に一元化されたことによりまして 30 年度まで市

町村が交付を受けていた負担金ですとか交付金の償還分が発生した場合は支払いを行って

おりましたけれども、30 年度から県に一元化されておりますので 31 年度からは償還金につ

きましては計上の必要がなくなりましたので 0 ということでご確認をいただければと思い

ます。29 ページも諸支出費ということで指定公費の支出金になりますが、こちらも 70 歳以

上で 1 割負担の方の受診があったときに本来 2 割で経過措置で 1 割になっていらっしゃる

方の費用の分をこちらから支出するものになっておりますのでこちらも金額の方は年々対

象者が減ってきておりますので金額が減っております。国保 30 ページ予備費につきまして

はちょっと金額の方が少し昨年に比べると多くとってありますけれども収入と支出の調整

分として予備費で計上させていただいておりますのでお願いいたします。 
 続きまして歳入の方のご説明をさせていただきたいと思いますので国保 3 ページをお願

いいたします。歳入 1 款の国民健康保険税でございます。一般と退職と区分が分かれてお

りますけれども、平成 30 年度の所得が確定されておりませんので所得ベースにつきまして

は平成29年度、平成29年分ですね、収納率につきましては過去の実績からは現年分は96％、

過年度分は 26％で収納率を計上しております。算定方式 3 方式で計上しておりますけれど

も金額が減額となっておりますのは被保険者の人数が減ってきておりますのでその分減額

となります。国保 5 ページの 2 款 使用料及び手数料につきましては国保税の納期を過ぎ

てからの納付をいただいた分の督促手数料になります。国保 6 ページ、3 款の国庫支出金に

ついては災害臨時特例補助金ということで予算科目の計上になっております。国保 7 ペー

ジの 6 款 県支出金につきましては先ほど説明をさせていただきましたけれども、保険診

療に係る分等はすべて県が交付をしてくれるということですので普通交付金に当たる部分

は実際にかかった保険診療等の費用を町が請求をしまして普通交付金として県から交付を

されます。特別交付金につきましては保険者努力支援分、あと調整交付金、特定健診等の

負担金になっております。国保 7 ページの下の方にあります財政安定化基金交付金につき

ましては万が一税収が落ち込んだりしたような場合に納付金を賄えないような事態があっ

た場合に県から借入をしますのでその際の予算の科目の計上になります。国保 8 ページ、8
款の財産収入になりますがこちらは基金の利子を見込んでおります。国保9ページ、9款 寄

附金については予算科目の計上になります。国保 10 ページ、10 款の繰入金につきましては

先ほどご説明をさせていただきました一般会計の繰入金、保険基盤安定分と人件費、事務

費等、あと出産育児一時金、その他繰入金になります。基金の繰入金の科目の計上になり

ます。国保 11 ページの 11 款 繰越金につきましては毎年当初につきましては科目 1,000
円で計上させていただいておりまして決算後に補正で金額の方を計上していきたいという

予定ですのでよろしくお願いいたします。国保 12 ページの 12 款の諸収入に関しましては

税の延滞金、また雑入ということで第三者行為によるけがなどで保険を使った場合の（聴
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取不能）また資格喪失後の保険を使用した方への返納金あとは健診の個人の負担金分、ま

た非常勤職員の雇用保険の本人負担分等になります。説明につきましては以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明いただきました。質問をお願いいたします。

松本委員 
○１１番 松本委員 説明 No.2 の説明の 2 ページの 3‐1 のいわゆる箕輪町の保険料率の

ところで 30年度からこうなったわけですが三方式ということで均等割額で医療分のとこ見

ますと 2 万 5,000 円あってるわけですね。働いていない方も計算に入ってくると思います。

私、一般質問で均等割の免除ということで小梅町のことをちょっと出させていただいたん

ですが、小梅町は 18 歳以下の被保険者が 3 人以上いる世帯を対象に 18 歳以下の 3 番目以

降の子どもの均等割額を年額 1 万 9,000 円を免除する方針を示したというような新聞記事

が載っていましたのでこれを質問の中に入れさせていただいたのですが、県の国民健康保

険室によると災害だとか被害者とか低所得世帯については国保料を免除すると自治体はあ

るが、一律に免除する仕組みは県内でも聞いたことはないというような記事が載っており

ました。町長はこれは無理だとか禁止されてるというような言い方をしてるんですが実際

にはこの小梅町のようなことはできないんでしょうかね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 今のところは、国と県から松本さんおっしゃったとおりに一律には

できないという見解でおりますので町の方も同じなんです。あとはもう一つの理由としま

してやはり国保が広域化されたという部分ですね。先ほど標準の保険料率等でもご説明申

し上げましたけれども、基本的には保険料も平準化されていく方向がある中で箕輪町だけ

がそういった免除制度をつくるという部分に関しては広域化の目的の中では難しいんじゃ

ないかと町としては思っているというところです。ただ、これから納付金が示されて毎年

保険料率を決定していくわけなんですけれども、そういった中で保険料を支払っていく部

分というところで均等割、平等割の額を調整していくということはあり得ると思いますが

部分的に一律に減額するという部分はちょっと難しいんではないかと思っているところで

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 松本委員 
○１１番 松本委員 信毎にも書かれていたんですが、本当に国保料が高い、お手上げ状

態だというような内容のものがつい最近のひと月前になりますが載っていたんですが、箕

輪町の表を見ますと短期証が切られてる人も結構多いし、資格証いわゆる保険証がとられ

てしまうという言い方になっちゃうんですがその方も一般質問でやったんですがこの近辺

では 0 なところが箕輪町は 10 人いるんですよね。そういうようなことでこれからそういう

ことが深刻化になってくるんではないかなと思うんですけども、こういう例があるもんだ

から小梅町ではね、こういうような形をとってきていると、これからもそういうようなと

こも考えてくるような町村も出てくるんではないかなと思うんですがその辺はどうでしょ

うか。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 18 歳未満の減額という部分についてはそういったご意見も他のとこ

ろから 18歳ということには限りませんけれども高いという意見があって知事会でしたりと

かあとそういった団体の方から国の方へ要望をあげております。その動向につきましては

まだ検討中という形で情報はいただいてるんですが、そういった高いという部分につきま

しては厚労省の方でも検討しているというところでちょっとそういった動向は町の方でも

見ているところではあります。資格者証ですけれども発行しているところとしていないと

ころがあってしていないところが何故していないかというのは該当の方がいらっしゃらな

いのか、現在ちょっとわからないんですけれども発行しているところもあります。ご説明

申し上げたところなんですけれどもその対象となっている方、資格者証の、につきまして

は納められない理由というものがやはり例えば収入がないとかそういうわけではなくて尚

且つ長期にわたって納めていただけないという方になってまいります。やはり保険制度に

つきましては相互扶助の制度でありまして、やはりそういった方にも一律に保険証が出て

しまって医療がかかるという部分につきましては公平性に欠けるという部分もありますの

で一旦は資格者証を発行させていただいて医療が必要になった場合というのはやはりお話

し合いをさせていただく部分になります。実際に滞納の額とか金額とかに関わらず毎月幾

らという額を納めていただける分納誓約とかをいただいている方につきましては短期証と

いうものを発行させていただいているので、できればそういった方向に持っていきたいで

すけれどもそういった方向に持っていけない方はやむを得ず資格者証を発行させていただ

いているというのは現状でございますのでご理解をいただければと思っております。その

短期証につきましては保険証の期間が人それぞれでございますけれども切れるということ

がないように発行させていただいていますので医療の方にはかかっていただける状況であ

ると思っています。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。他にはいかがでしょうか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 3 ページのところですけれども被保険者の数が減ってるというこ

とですけど何人から何人に減ってるんでしょうか。またその主な要因はどういうところに

ありますか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 300 人、4,900 人ぐらいを見込んでおります、平成 31 年度は。4,900
くらいで前年に比べて 300 人ほど減少になるんではないかということで見ております。実

際 1 月末の時点で 4,900 人ちょっとぐらいな被保険者数になってきておりまして主な原因

としますと社会保険の保険制度の方が拡大されてきておりまして、短期間の労働時間であ

っても社会保険に入るように制度が変わってきたりしておりますので、そういったことの

要因とあとは団塊の世代の方が 75歳に移っていくということで後期高齢者の保険に移行さ

れる方が多くなってきておりますのでそういったところが主な要因かなというふうに思い

ます。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 別の質問ですけれども、予備費ですね、さほどちょっと触れてお

りましたけれども、かなり（聴取不能）何かこの辺についてのこういうためにというか、

何かお考えがあるのでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 予備費につきましては基本的には県が財政運営の主体になっておりま

すので、市町村の方で大きな金額を持つ必要はないということで県からも言われてきてお

りますけれども、実際には普通交付金といって県の方から交付される交付金が 3 月末での

実績報告になります。初年度 30 年度、今年が最初の年に当たるんですけれども、実際には

2 月の診療分までが対象になってきておりまして見込みで実績を出すんですが万が一足り

なかったような場合は県の方の指導としますと基金とか繰越金とかそういったもので賄う

ようにというようなことも言われておりまして、ある程度の予備費、実際には支出になら

ないかもしれないんですけれども、確保する必要があるかなというところもありまして今

年度ちょっと昨年に比べると増えておりますけれども、実際のところは収入と支出を予算

立てしたところで少し予備費が増えてしまったというところもありますが、ある程度の金

額の必要としておくのは必要なんじゃないかなということでちょっと増えてきております

が、そんなような説明でよろしいでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。他にはいかがですか。よろしいです

か。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑を終わりますが討論ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 18 号 平成

31 年度箕輪町国民健康保険特別会計予算につきまして原案のとおり可決することにご異議

ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 可決すべきものと決しましたのでその旨本会議でご報

告をさせていただきます。 それでは続きまして議案第 19 号 平成 31 年度箕輪町後期高

齢者医療特別会計予算を議題といたします。細部説明をお願いいたします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 19 号 平成 31 年度箕輪町後期高齢者医療特別会計予算につ

きまして担当の林からご説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 そうしましたら私の方で後期高齢者の予算の説明をさせていただきま

すが、こちらの会計につきましてもお配りしております資料 No.3 資金の流れを先にご確認

いただければと思います。後期高齢者特別会計につきましては県の方の広域連合の方から

納付金というか負担金ですね、そういったものは全て金額の方の決定通知がございますの
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でそれに基づき予算を計上しております。左側、一般会計の方をご確認いただきますと療

養費負担金、事務費負担金につきましては後期高齢者の広域連合の方へ納付をするもので

ございます。保険基盤安定繰出金につきましてはこちらも金額の方は後期高齢者広域連合

の方で決定になってきた金額を元に計上しておりますけれども、県の方で 4 分の 3 補助と

いうことで町は 4 分の 1 を負担するような形になります。一般会計の方の県支出金で県か

らのお金が入ってきたところを町の 4 分の 1 合わせて後期高齢者の特別会計の方へ繰出を

行うものでございます。右側の後期高齢者の特別会計の方をご覧いただきますと歳入の方

は被保険者の方々から納付をいただきます保険料とあとは基盤安定の繰入金、事務費も一

般会計からの繰入になりますけれども事務費繰入金、保険料の還付金につきましてもこれ

も実際に支払支出があれば広域連合の方から収入になってくるものでございますが、こち

らも昨年と同じように予算計上させていただいています。歳出の方につきましては納付と

なった保険料分は後期高齢者の広域連合の方に保険料負担金として支出を行います。保険

基盤安定の負担金も繰り入れたものを同額で支出を行います。一般管理費、徴収費等は歳

出となった分を繰り入れる形になっております。これをご確認いただきまして説明書の方

を確認いただければと思いますので後期高齢者の特別会計につきましても歳出の方からご

説明をさせていただきたいと思います。予算の説明書の方の後期の 8 ページをご確認くだ

さい。後期 8ページの歳出の 1款の総務費でございます。一般管理費 6700でございますが、

こちらは後期高齢者の事務に係る職員の人件費また事務費、上伊那広域連合の負担金等に

なります。6710 の徴収費に関しましては保険料の徴収に係る事務費等になります。6720
の後期高齢者医療広域連合納付金につきましては保険料の負担金、保険基盤安定の負担金

を後期高齢者の広域連合に支出をするものでございます。めくっていただきまして後期 10
ページ 3 款の諸支出金につきましては 6730 保険料還付金ですが、こちらは過年度分の保険

料の還付があった際にこちらの科目から支出をさせていただいております。11 ページの予

備費につきましては前年と同様の金額を計上しております。続いて歳入の方の説明に移り

ます。後期 3 ページをお願いいたします。1 款の後期高齢者の医療保険料です。こちらは特

別徴収分と普通徴収分ございまして、特別徴収につきましては年金から控除をさせていた

だく保険料、普通徴収分につきましては直接納付をいただく口座引き落としですとか現金

で納付をいただく保険料になっております。あとは納期を過ぎて滞納になった滞納繰越分

の保険料の予算を計上しております。続きまして後期 4 ページ、2 款の使用料及び手数料、

こちらは納期を過ぎて納付をいただく際の督促手数料の収入になります。続いて後期 5 ペ

ージの 4 款 繰入金、こちらは一般会計からの繰入金になりまして総務費繰入金と保険基

盤安定の繰入金になります。続きまして後期 6 ページの 5 款 繰越金になります。こちら

も年度当初は科目の計上となっておりまして補正予算で金額を補正させていただいており

ます。後期 7 ページ諸収入でございます。こちらは延滞金が発生した場合に延滞金の収入

と過年度の保険料を還付した際に同額が後期高齢者の広域連合の方から収入となりますの

でそちらの金額の計上になります。説明は以上になります。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑を行います。お願いします。質疑ござい

ませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑なしと認め、討論を行います。討論あり

ませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め議案第 19 号 平成 31 年度箕輪町後期

高齢者医療特別会計予算につきましては原案のとおり可決すべきものと決することにご異

議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたのでそ

の旨を本会議で報告をさせていただきます。以上で審査を終わります。 
【健康推進課 終了】 

 
⑥住民環境課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは休憩に引き続きまして委員会審査を行います。

はじめに議案第 2 号につきましてですが課の方から少し説明をお願いします。議案がない

ということでよろしいですね。それでは議案第 2 号につきましては住民環境課につきまし

て審査の対象がないということでございますので議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会

計予算、住民環境課に係わる案件を議題といたします。細部説明をお願いいたします。 
○小澤住民環境課長 議案第 17 号 平成 31 年度箕輪町一般会計予算についてのうち、住

民環境課分に係る部分についてご説明します。はじめに私の方から主要事業を申し上げ、

その後予算額等の詳細部分を係長に説明させますのでお願いします。平成 31 年度一般会計

及び特別会計予算給与費明細書並びに主要事業の概要等調書、こちらの方をご用意いただ

ければと思います。13 ページをお願いします。一番下の欄になりますが 0232 財産管理費

です。新規事業になりますが JR 木ノ下駅の公衆便所建設事業です。設計業務等の委託料と

工事請負費など 1,475 万 2,000 円を計上させていただきました。特定財源としては町債

1,020 万円の見込みですこちらにつきましては予算書の 8 ページでございますが、こちら起

債の関係でございます。第 2 表 地方債でございますが、こちらの 2 番目の欄、衛生施設

整備事業債として限度額 1020 万円を計上させていただいておりますのでお願いします。従

前から地元区や高校の方から要望を受けておりましたが、ようやく JR との事前協議が整い

まして推進するものでございます。4 月早々に設計業務を発注しまして年度内、来年 3 月ま

でに完成を目指して取り組んでいこうと考えております。おめくりいただきまして 15 ペー

ジをお願いします。15 ページ中段でございます。0245 公共交通事業費です。継続事業でご

ざいますが 1 点目は町内巡回バス、みのちゃんバス 2 台の運行業務、2 点目は伊那地域定住

自立圏地域公共交通として伊那本線バスの運行になります。3 点目は伊那本線バスに係わる
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高齢者等の助成と合わせて負担金を計上させていただきました。2 行ほど飛ばしまして

0254 戸籍・住民基本台帳費です。個人番号カードの交付事務の委任に対する負担金、コン

ビニ店舗での証明書発行の負担金を継続的に計上させていただきました。おめくりいただ

き 21 ページ、4 款の方をお願いします。二段目、0435 新エネルギー導入促進事業費でござ

います。平成 29 年 10 月から開始のみどりの資源リサイクル事業と廃食用油リサイクル推

進事業でございます。剪定枝等の受入処理の運営は受入量がとても多く処理がなかなか進

んでいないといった課題がございますが、よりよい方策等もご意見をいただきながら検討

してまいりたいと思っております。続きまして 0460 ごみ・し尿処理事業費です。すべて継

続事業です。おかげさまで年々ごみの減量化が進んでおります。また中間処理施設も完成

し 4 月から分別方法が一部変わりますので各地区の衛生役員の方とともに連携して周知に

努めてまいりたいと思います。次に 0641 生活排水汚泥処理施設運営費です。一の宮にある

当処理施設でございますが昭和 62年に建設されたもので所々経年劣化が生じているところ

でございます。今後の施設のあり方を検討するため基本計画策定業務に関する委託料を新

規に計上させていただき増額となっております。長寿命化を図って施設を維持運営してい

くのか、生活汚泥を民間施設へ運搬して処理していくのか、今後の処理量や費用面など検

討していきたいと考えております。続きまして予算関係資料から県負担金について説明さ

せていただきます。こちらの最後の方の 57 ページ一番最後から 2 番目です。平成 31 年度 

上伊那広域連合負担金明細表がございます。こちらの一般会計の衛生費に係わる部分が住

民環境課分になります。本年度は 1 億 9,934 万円でしたが、31 年度は 7,112 万 4,000 円と

減額となっております。これは上伊那クリーンセンター建設完了によるものでございます

が、この施設完了に伴いこれまで利用しておりました伊那市と辰野の両クリーンセンター、

こちらの中間処理施設の解体事業に係るものや新施設運営費等を計上しております。おめ

くりいただきまして 58 ページをご覧ください。平成 31 年度 伊那中央行政組合負担金明

細表でございます。このうち左側の部分、衛生センター負担金が住民環境課分となります。

伊那市にありますし尿処理場の運営費と最終処分場の運営費の負担金になります。一番下

の段、一般会計負担金合計の欄に記載がありますが、平成 31 年度は 2,927 万 5,000 円です。

本年度は 3,062 万 6,000 円でしたので 135 万 1,000 円の減額となります。なお、特別会計

からの負担金ということで 768 万円が記載されておりますがこちらの方は下水道会計農業

集落排水事業の処理に係わるものということで下水道会計からの負担金となりますのでお

願いします。それでは平成 31 年度箕輪町予算に関する説明書、こちらの方で担当の係長よ

り説明させますのでよろしくお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐沢生活環境係長 では平成 31 年度箕輪町予算に関する説明書の一般 54 ページ、歳出

から説明をさせていただきますので 54 ページからお願いをいたします。54 ページ中段から

55 ページにかけてでございますが、02 款 総務費の 0232 財産管理費でございます。3,479
万4,000円のうち住民環境課分として1,542万3,000円になります。前年比較は全体で2,033
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万9,000円となっていますが住民環境課分としましては965万1,000円の増額となります。

一番右側の説明欄にある括弧書きで 47000 となっておりますがその部分が住民環境課分と

いうことになります。木下南宮神社境内、松島コミュニティーセンター東、JR 沢駅東にあ

る公衆トイレの維持管理費や JR 各駅の駐輪場や駐車場の土地賃借料や修繕費でございま

す。なお、新規事業として JR 木ノ下駅に公衆トイレを新しく建設する費用として実施設計

業務などの委託料や工事請負費を計上させていただきました。前年により増額となりまし

たのはこの公衆トイレ建設事業によるものです。続きまして 61 ページの中段になりますが

お願いいたします。0245 公共交通事業です。3,487 万 9,000 円を計上させていただきまし

た。前年度比 106 万 8,000 円の増額となります。伊那松島駅に係る駅員報酬や駅舎内の防

犯カメラモニターの設置工事、みのちゃんバス運行業務委託料、伊那地域定住自立圏地域

公共交通負担金などであります。増額の要因は非常勤報酬、バス運行業務委託料、カメラ

モニター設置工事などによるものです。続きまして 1 ページおめくりいただいて 62 ページ

をお願いいたします。0247 消費者行政事務費です。91 万円を計上させていただきました。

前年度比較 29 万 1,000 円の増額になっています。増額の要因は本年度 10 月から始めまし

た特殊詐欺防止対策機器設置補助金と平成 31年度は食品ロス対策に力を入れていきたいと

して補助金を得て食べ残しをなくすためのポスター製作などを計上したものとなります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○宮尾住民係長 続きまして一般 65 ページをご覧ください。下の方になりますが戸籍住民

基本台帳費です。3,915 万 3,000 円を計上させていただきました。前年度に比較して 478
万 2,000 円の増額となっております。こちらは総合窓口業務における経費となりますが増

額の要因としまして人件費に係る給料、共済費などです。上伊那広域連合から派遣職員 1
名を本年度までの 3 年間受け入れておりましたが、来年度には広域連合の方へ戻られます

ので町職員の対応となるものです。 
○唐沢生活環境係長 続きまして一般 98 ページをご覧ください。98 ページから 103 ペー

ジにかけて 04 款 衛生費になります。98 ページ中段の 0430 環境衛生費から説明いたしま

す。3,627 万 1,000 円を計上させていただきました。前年度比較にして 502 万 2,000 円の増

額です。職員の人件費、公用車維持費、狂犬病の予防注射や飼犬対策などの経費となりま

す。増額の要因は人件費にかかる給料、共済費の増額にてその他の費用は前年並みであり

ます。続きまして 99 ページ、0431 公害対策事業費です。24 万 5,000 円を計上させていた

だき、前年度比較では 10 万 4,000 円の減額となります。旧八乙女最終処分場の水質検査を

地元の協定により実施しておりますが、平 27 年から観測井戸に水がなく検査が不能となっ

ております。平成 31 年度も検査不能と考えられますので地元区との約束ごとではあります

けれども、観測井戸の現地確認、調査費のみまず計上させていただきました。水質検査が

可能となる水量が得られた場合について別途水質検査を補正で対応させていただければと

考えております。続きまして 0433 自然保護事業費です。244 万 9,000 円の計上について前

年度比較は 1 万 2,000 円の増額となります。廃棄物不法投棄監視員の報酬や町内の地下水
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に係る水質調査業務などに係る経費です。増額の要因は地下水の水質検査業務消費税増額

分と 100 ページの負担金に記載されておりますが、水資源保全全国自治体連合会シンポジ

ウム開催負担金が新たに行われるとのことで計上させていただきました。このシンポジウ

ムは佐久市が事務局にて県内開催のことでございます。続きまして 0435 自然エネルギー導

入促進事業です。369万 2,000円を計上させていただきました。前年度比較にて 161万 8,000
円の減額です。BDF 精製業務、みどりの資源リサイクル事業に係る経費となります。減額

の要因はみどりの資源リサイクルステーション、非常勤職員報酬が減額となったものでご

ざいます。続きまして 101 ページ、0451 公園墓地事業費です。46 万 4,000 円を計上させ

ていただきました。前年度比較にて 1,328 万 7,000 円の減額です。公園墓地に関する維持

管理経費となります。減額の要因は本年度は松島にあります芝宮公園墓地の駐車場を整備

し、その土地取得費や工事請負費などが減額となったものです。なお、この駐車場は 1 月

末に完成し供用開始しております。続きまして 102 ページをご覧ください。0460 ごみ・し

尿処理事業費です。1 億 9,755 万 1,000 円を計上させていただきました。前年度比較にて 1
億 1,530 万 7,000 円の減額です。ごみ処理費に係る経費にて伊那中央行政組合と上伊那広

域連合への負担金も含まれます。この収集業務に係る委託料はこれまでの中間処理場より

遠距離となることから約 1,600 万円の増額となりました。上伊那クリーンセンターがこの 3
月で完成となることから広域連合負担金が大幅に減額となるものです。続きまして 103 ペ

ージ、0461 生活排水汚泥処理施設運営費です。857 万 2,000 円を計上させていただきまし

た。前年度比較にて 131 万円の増額となります。一の宮にあります汚泥処理施設の運営費

になります。施設構造体の一部の修繕が緊急で必要ですので修繕費を増額しております。

また、主要事業の説明にて触れさせていただきましたが、基本計画策定業務に関する委託

料を新規に計上させていただきました。それについて増額ということでございます。歳出

の説明は以上とさせていただきます。続きまして歳入について説明をさせていただきます。

一般の 17 ページまでお戻りください。15 款 使用料及び手数料です。総務使用料のうち町

内巡回バス使用料として 100 万 8,000 円を計上させていただきました。 
○宮尾住民係長 18 ページをご覧ください。中段の総務手数料のうち 3 節 戸籍住民基本

台帳手数料としまして 833 万 2,000 円を計上させていただきました。こちらにつきまして

は窓口で発行する住民票や戸籍証明等の交付手数料です。 
○唐沢生活環境係長 その一段下になりますが衛生手数料、保健衛生手数料として 112 万

5,000 円を計上しました。犬の登録料、狂犬病予防注射済票交付手数料です。続いて清掃手

数料です。23 万円を計上しました。一般廃棄物処理業許可申請等手数料及び浄化槽清掃業

申請手数料でございます。 
○宮尾住民係長 20 ページをご覧ください。16 款の国庫支出金になります。中段の総務費

国庫補助金ですが、個人番号カード交付事業補助金として 497 万 4,000 円を計上いたしま

した。続きまして 21 ページの一番下の総務費委託金をご覧ください。内容につきましては

次の 22 ページになりますが、中長期在留者住居地届出等事務委託金として 36 万 6,000 円
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を計上いたしました。次の民生費委託金ですが、国民年金事務委託金としまして 414 万

2,000 円を計上いたしました。 
○唐沢生活環境係長 続きまして 23 ページ、17 款 県支出金です。中段の県補助金、総務

費県補助金になります。消費者行政活性化事業補助金として 26 万 4,000 円を計上しました。 
○宮尾住民係長 26 ページをお願いします。中段の委託金、総務費委託金ですが戸籍住民

基本台帳費委託金ですが、人口動態調査委託金としまして 3 万円を計上してあります。 
○唐沢生活環境係長 31 ページをお願いします。20 款 繰入金です。中段のふるさと応援

基金繰入金です。ごみ・し尿処理事業費として 398 万 6,000 円を計上しました。 
○宮尾住民係長 35 ページをご覧ください。22 款 諸収入、雇用保険料本人負担分です。

中段のコード 0254 の戸籍・住民基本台帳費の部分ですが非常勤職員分として 2 万 9,000 円

を計上いたしました。 
○唐沢生活環境係長 36 ページをご覧ください。中段のごみ処理費用有料化手数料です。

ごみ処理費用有料化分と広域連合からの交付金として合わせて 2,003 万 2,000 円を計上し

ました。続いて次の 37 ページ、一番下になります。雑入ですがコード 0245 ですが町内巡

回バス車両掲載広告料として 18 万 9,000 円を、また 38 ページにかけてですがバス停掲載

広告料として 10万円、伊那松島駅乗車券販売手数料として 176 万 2,000 円を計上しました。

39 ページになります。一番上のコード 0435、BDF の販売収入として 18 万 6,000 円、生ご

みの堆肥化に係る販売収入として 3 万 6,000 円、ごみ処理費用に係る市町村振興協会基金

からの交付金として 390 万円を計上しました。続きまして 41 ページをお願いします。23
款 町債です。04 衛生費にて 1,020 万円を計上しました。木ノ下駅の公衆トイレ建設事業

に係るものです。節の区分が空白となっております。正しくは 01 保険衛生債、金額は 1,020
万です。細部説明は以上となります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明いただきましたので質疑を行います。松

本委員 
○１１番 松本委員 99 ページの八乙女の処分場の水質検査のあれなんですが、水がない

というのは下水道になった処理になったから水がないってそういう意味です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○小澤住民環境課長 処分場のところでございましていわゆる空き地の部分なんですが井

戸を掘ってそこから水が出てくるところを今まで取水して水質検査をしてたんですけれど

も、枯井戸となってしまったということです。それ以外のところでもちょっと土手っぽい

ような所からも取れるかなということで毎回いろんなところを見ているんですけれど、ど

うしても水が出てこない、要は締まった良い土地になってきたんじゃないかなというふう

に考えております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 8 個ほどお聞きしたいんですけれど、まず最初に新しいゴミ処理施

設が完成したわけですけれど、今町が行っている生ごみ処理機の購入だとか生ごみのたい
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肥化モデル事業、30 年度から始めた生ごみのひとしぼり運動とかやっているわけですけれ

ど、今回収集区分が変わったことでこれらへの影響はどんな状況になっているかをお伺い

します。これが 1 点。次に交通対策ですけれど、いろいろ今のみのちゃんバスだけでなく

これからいろいろ検討していく中で検討されているようですけれども、今はどんな状況な

のかをお聞きしたいと思います。3 つ目ですけれどみどりの資源リサイクル事業ですが、持

ち込まれているのが大変多くて処理がなかなか出来ない状況なんですけれど、処理機が少

し小型だということもあると思うんですけれどももう 1 台購入する考えはないのかという

ことであります。それから広域でやっている中間処理施設ですけれど、これからの広域へ

の負担金の状況はどういうふうになってくるのかということですけれど、今までのごみの

処理のランニングコストと比較した場合に今度の新しい処理施設の部分のそういう費用っ

ていうのはどういうふうになってるのかお願いします。あと特殊詐欺の防止機器の補助制

度を行ってるわけですけれど普及の状況はどんなふうなのかお伺いします。それと木下の

公衆トイレですけれど規模はどういうものなのか、最後ですが個人番号カードの交付事業

の補助金があるわけですけれども、個人番号カード、町としては他のいわゆる付加価値を

つけたものに変えていくというかそれを付けていくことの考えをどんな考えなのか、それ

について録音はされませんでしたけどお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 すみません、お答えについては午後の視察の後で。そ

のまま続けますかね。課長 
○小澤住民環境課長 最初のごみの分別に係るものですが、これまでごみの出される組成

調査というものを行っておりまして、大体不燃ごみの 2％程度が可燃ごみの方に影響される

んではないかということで広域連合で考えております。すみません、訂正します。7％多く

ても 1 割程度ということでございましたのでそれほど影響がないということでございます。

それから生ごみ処理だとかそういったものについては引き続き実施しておりますので生ご

みとかそういったものがごみの方へ回されるということもなく堆肥化だとかそういったも

のも今まで同じということだと考えております。それから次の公共交通政策でございます

が、町長一般質問でもございましたが、町長答弁でもちょっとまだ進展がなくということ

でこの 3 月、今週からですが福祉課と住民環境課、企画振興課、産業振興課、関係各課で

集まって副町長を頭に検討を総合的に考えていこうということで行ってまいります。です

のでこれからまた早いうちに検討案とかそういったものをお示しできるんではないかなと

いうことでございます。続きましてみどりの資源のリサイクルの関係ですが、処理がなか

なか進まないとこういうことでございまして新年度から、今までシルバーの方にお願いし

ていたんですがそれ以外の方にもちょっとお願いしなければいけないかなということで考

えております。処理の委託先を変更しようかなということです。機械の購入についてはそ

の状況を見ながらまた 32 年度の予算等で考えていきたいと思っております。続きまして特

集詐欺の補助金の関係ですが昨年の 10月から交付金の要綱を作りまして募集しているとこ

ろですが、これまで 2 件の応募というか交付申請がありまして 2 件とも交付しております。
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続きまして中間処理施設の広域化の負担金の影響でございます。平成 31 年度、32 年度につ

きましては旧処理場の解体費用ということでいっときそういったものがありますが、運営

費自体は新しい施設になりまして 31年度の運営費のままいく予定ではございますので減少

になるということになることです、3 年目以降は。続きまして木ノ下駅の公衆トイレの関係

でございます。木ノ下駅舎の北側に 35 ㎡くらいの空き地がございまして約 20 ㎡くらいの

トイレを建設しようかなということで考えております。男便所の小便器が二つに大便器一

つ、女性の方も便所を二つですかね、それから状況というかその敷地に余裕がありました

ら多目的ということで障がい者だとか小さいお子さんが使える多目的のトイレも 1 箇所設

ければというふうに考えております。こちらのほう実施設計の中で検討していきたいとい

うふうに考えております。続きまして個人番号カードの付加価値ということですが、この

間閣議決定やなんかで保険証も今度マイナンバーカードの方に付与できるようなことも検

討がされております。それ以外に各市町村の中では店舗やなんかのポイントカード、箕輪

町でいうところのメープルカードですか、そういったものも付与できるというようなとこ

ろもありますがこちらの方もほかの関係機関やなんかも協議しなくてはいけないんですけ

れども、そういった要素があるんですけれど、実際取り組むにはそもそもハードルがなか

なか高くてなかなか検討しなければいけない余地があります。カードの中に本当に入れる

ことは可能だということで関係の機関やなんかにもちょっと周知やなんかもしていきたい

とは思っております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 もう一つなんかランニングコストがどう変わるかとい

うのがなんかあったね。言った。軽くなるって言ったけど。先ほど関連ですけど施設場が

遠距離になることによって 1,600 万円の増というふうに言われたんですが、そのいわゆる

ランニングコストということは処理業者にかかるコストが上がるということですか。そう

ではない。課長 
○小澤住民環境課長 これ施設運営費ではなくて、町内のごみステーションから処理施設

まで持っていく収集運搬費の関係が約 1,600 万上がるということです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にご質問ございましたら。ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ないようですのでそれでは質疑なしと認め討論を行い

ます。討論ありませんか。 
 （「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 17 号 平成

31 年度箕輪町一般会計予算、住民環境課に係わる案件につきまして原案のとおり可決する

ことにご異議ございませんか。 
 （「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは可決すべきものと決しましたのでその旨本会

議でご報告をいたします。審査については以上でございます。 
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【住民環境課 終了】    
 
 
 

午後 0 時 10 分 閉会 


